

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは、蒸し暑い夜に起こったとある戦争の一幕。

　開戦の合図すらなく、攻撃の予告すらなく、ある兄妹きようだいが一方的に仕掛けた戦い。

　仕掛けられた側は、後にその夜のことを『一夜戦争』と呼んだ。




「──最後のプロテクトは突破。あとは数字を弄いじるだけの楽な仕事だ。そっちは？」




　天井の照明を消し、代わりに複数台のディスプレイが明かりを灯ともす狭い一室。

　三つ並べたキャスター付きのチェアに寝そべりながら、少年は余裕な態度でスマートフォンを操作する。




「戦争中に話しかけないでください、バカ悠ゆう。こっちはチート持ちの兄とは違うんです」




　そんな少年とは対象的に、必死の形相でパソコンと向かい合う少女。

　ダダダダダダダダダダ──ともはや銃声のようにも聞こえるキーボードの打音を、少年は心地良いと感じた。

　優雅なオーケストラでも聴いているような気分で、窓際に移動する。

　そこに覗のぞくのは、摩天楼が立ち並ぶ見事な夜景。

　自然の美しさとはかけ離れているものの、ライトアップされたビル群が作る都市部ならではの景観は、これはこれで趣がある。

　特に、視界に映り込む景色の中でも一際背の高い建物。

　少年と少女が戦争を仕掛けた相手──その居城とも呼べる場所から一切の光が消えている様を見て、少年はほくそ笑む。




「窓の外を見ろよ。不夜城と呼ばれたエボルトの本社ビルが真っ暗だぜ」

「ガキですか悠ゆう。そんなイタズラをしてなにがおもしろいのか」

「わかってるよ。本命のイタズラはここからだ」




　少年は手元のスマートフォンを操作し、作業を完了させる。

　表示されたのは自身の名と、『１』一つに『０』九つの整然とした数字。




「貢献度十億。ピッタリここでカンストだ。九の数字が並ぶより、ゼロの羅列のほうが見ていて気持ちがいい。この上限値を設定した奴やつはいいセンスしてるぜ」

「同感です。はい、こちらの攻略も終わりました」




　少女の前に並ぶディスプレイには『こんぷりーと』の表示。

　また少年のスマートフォンと同様に、少女の名と十億の数字を表示するものもあった。




「完勝だな」




　キーボードを叩たたきすぎた疲れか手をぷらぷらさせる少女に、少年はハイタッチを求めようとする。

　だが当然、少女は応えてはくれなかった。

　どころか、逆に少年を睨にらみつける。

　かと思えば天井を仰ぎ、椅子の背もたれに身を預け、大きく仰のけ反ぞって唸うなった。




「あー……がっでむ。また悠に負けました。メガ悔しみ」




　少年──兄は薄く笑い、少女──妹に語りかける。




「いい加減、あんな役立たずスキル捨てろって。なんだったら俺が改かい竄ざんしてやろうか？」

「わかっていませんね、悠ゆうは。チートがあたりまえの環境下で、チートなしで勝つ。それが最高にクールなのではないですか」

「そうかよ。なんにせよ、勝負は俺の勝ちだ」

「はい、敗北者ちゃんでーす」




　負け惜しみを言う。しかし、しっかりと敗北は認めている。

　この戦争は、二人ととある企業との戦争──そして、兄と妹が競う戦争でもあった。

　どちらが先に相手を下すか。

　勝ったのは兄だが、企業に勝利したのは二人ともだ。




「俺とおまえ、互いに貢献度十億。これより上は、この街には存在しない」

「もちろん、同数値もですね」

「ああ。つまり数値上は、俺とおまえがこの街の〝王〟ってわけだ」




　スマートフォンとパソコンのディスプレイ。

　双方に表示されている数値は、そのままこの街における絶対的な権力の値を示す。

　戦争に勝利した。得るべきものを得た。

　しかし。




「感想は？」

「特には。妹の目標は兄に勝つことだけなので」




　妹のほうは、なんの感慨もなさそうだった。

　彼女にとっては、企業との戦争など兄と競うための口実のようなもの。

　勝負のテーマはハッキング。

　相手取ったのは街を牛ぎゆう耳じる巨大企業。

　クリア条件は満たしたが勝負には負けた。

　それが、少女にとっての今夜の結果だ。




「二位で納得する妹サマじゃない、か」

「そういう悠ゆうはどうするのですか？　本気を出せば、このままハッキングした事実を闇に葬ることも可能でしょう。謎の最高貢献度保持者として都市伝説にでもなりますか？」

「いいや。表立って交渉に臨むさ。力は社会に認めさせてこそだ」

「おや、まさか政界進出？　それとも就職を？　本当に王様にでもなるつもりで？」

「そのほうが、誰かサマにとっては都合がいいんじゃないかと思ってな」




　勝者の特権として、兄は妹の悔しそうな表情をスマホカメラに収めた。

　妹はまたすぐに挑んでくる。

　少年にはそれがわかっていた。

　なればこそ、勝者として相応ふさわしい座に君臨しておいてやろうと思った。




「──諒りよう。おまえが挑戦をやめないって言うんなら、頂いただきに立って次を待っててやるさ──この街の〝王〟としてな」




　そんな、約束。

　いつか果たされると信じて疑わなかった、約束だった。
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『発展しすぎた科学は怪物を生む。企業の判断は愚かというほかない』

　と──多くの有識者がメディアで批判気味に語って数年。

　実際に怪物は生まれ、その存在はとある街において市民権を得るまでに至った。




《選べ。死ぬか消えるかだ》




　──飛行する一機のマルチコプター。

　暴徒鎮圧用の装備を搭載した警備用ドローンが、合成音声で理不尽な二択を突きつける。

「チッ……」

　脅迫じみた警告に舌打ちしたのは、二十代の女性だった。

　身に纏まとうのは黒色のライダースーツ。

　息切れを起こしているようで、今は壁を背にひたすら呼吸を整えている。

《この街は正規の手続きを無視した出入りを許さない。無論、情報の持ち逃げもだ》

　彼女の罪状は窃盗。

　ただし物品ではなく、情報の窃盗だ。

　取り返すべき品物は頭の中──ならば、対応は先の二択以外にない。

「……さすがだわ、エボルト。この怪物量産企業」

　彼女は観念した様子で、ドローン相手に悪態をつく。

「あんたが何者で、どんな手を使ったのかは見当もつかないけど、これはもう詰みね」

《諦めが早くて感心だな。なら、追い詰められた犯罪者はどうする？》

「カンタン。一発逆転よ」

　──バチンッ！

　衝撃音とともに、ドローンが落ちた。

　彼女の身体からだから迸ほとばしった『電撃』が、ドローンの電子基盤を破壊したのである。

　落下の衝撃でプロペラの折れたドローンは、もはやただの残骸だ。

　彼女は念入りに、散らばったパーツをブーツで踏み砕く。

「ああ──クッソ！　なんなのよこの街は！」

　日も落ちかけている夕刻の空に、怒号が響いた。

　周囲はビル街だが非居住区の立入禁止エリアであり、彼女以外に人はいない。

「どこで足がついた？　やらかした覚えなんてないわよ。だいたい──」

《器物破損も犯罪だ。これはこの街に限らずな》

　彼女の怒号がピタリとやむ──と同時に、冷や汗が流れた。

　聞こえてきたのは、彼女とまったく同じ声をした合成音声である。

《自分の声を素材にできる自動読み上げアプリか。安い玩具おもちやだが、犯罪には使えるな》

　声は、彼女が右手に握るスマートフォンから。

「あんた、いったいどうやって……っ！」

《なんだよ。自分の声とおしゃべりするのは苦手か？　情報は事前に仕入れていたはずだし、不足していた分も盗品から察せられたはずだ。ここは、そういう街だってな》

「んな馬鹿なっ！」

　相手はついさっきまで、街の警備用ドローンを使ってこちらを追い詰めていた。

　それが今度は、他人のスマホを遠隔操作しているだなんて。

　彼女が困惑するその間も、スマホは合成音声で語り続ける。

《テメェの切り札は『電撃』か》

「は……？」

《このエフェクトならかなりの広範囲を消し炭にできるな。にしたって、ルールとリスクのほうは冒険しすぎだが。まあ〝スリルを愛する女怪盗〟なんて肩書きにはお似合いか》

「──ッ!?」

　彼女の顔がさらなる驚きの色に染まる。

　本人にしか知りえない情報をさらっと話題に出し、挑発気味に評してみせる謎の敵。

　依然として姿を見せないが、彼女とてこういった相手への対処法は心得ていた。

《テメェの考えを当ててやる》

　頭に浮かんだ複数の策を、しかしスマホの声が先回りする。

《一つ目は、このスマホを破壊する。そうすりゃ俺とのおしゃべりは強制終了で、とりあえず心の安寧は得られる。けどできやしねえよな。このスマホは生命線だ》

「くっ……」

《二つ目は、こんな口先だけの野郎は無視して逃走を続ける。テメェにこちらを上回る逃走手段があるならアリな選択肢だが、ま、その狼狽うろたえっぷりを見るに……ねーな》

　彼女は意を決し、スマホの操作に踏み切った。

　が、駄目。

　スマートフォンは既に、所持者本人からの操作を一切受け付けない状態にあった。

《三つ目は、俺が近くにいることを願っての広範囲無差別攻撃。読みが当たれば大逆転だが、攻撃には大きな危険が伴う。さあ、テメェが切るべきカードはどれだ？》

　彼女はスマホを睨にらみつけ、大きく腕を振り上げた。

　切ろうとしていたカードは、三つ目の選択肢。

　敵対者は周囲に潜んでいると仮定し、広範囲に電撃を放とうと考えていた。

　しかしスマホが操作不能になった以上、それもかなわない。

　ならば後に回ってくるツケは承知の上で、即刻乗っ取られたスマホを破壊するべきだ。

《ああ、正解だ──が、一手遅かった》

　そんな彼女の思考は、既に読み切られている。

　スマホが地面に叩たたきつけられる寸前──

　画面上では別のアプリが起動し、周囲一体に眩まばゆいほどの電光が放たれた。

　灰色のアスファルトを黒色に変えるほどの威力を発揮するそれは、まさに切り札。

「あ、があああああ────ッ!?」

　その高すぎる威力ゆえか、電撃の被害は彼女自身にも及んだ。

　最後に感電による悲鳴を伝え、スマホは地面に落下。

　衝撃で砕け散った液晶はさらに電撃で粉々になり、塵ちり芥あくたと成り果てる。

　彼女の身体からだは、その横に倒れ伏した。





　　　　◆　◆　◆






　──一部始終をスマホの画面上で確認し終え、在あり真ま悠ゆうは一人つぶやく。

「悪いな。近くにはいねえんだよ」

　悠の所在は、女が逃走したエリアから遠く離れた位置にある建物の屋上。攻撃範囲などでは決してありえない。どれだけ広範囲の電撃であろうと、切り札にはなり得なかった。

　無情な結末に、悠は心を痛め──たりはせず、くあっ、と欠伸あくびをした。

「少し遊びすぎたか」

　夕刻、放課後の学校。

　悠の姿は、その場にふさわしく制服姿である。

「ん……」

　屋上のフェンス越しに下校する生徒たちを観察していると、スマホが震えた。

　画面上に表示された名に悠は顔を顰しかめ、気だるそうに頭を掻かく。

　今日は風が強い。揺れる前髪が少し鬱陶しかった。

「……はあ」

　無視も考えたが余計に面倒くさくなりそうなので、悠はおとなしく電話に出る。

「なんの用だ、窓口」

　相手の名だ。無論、本名ではない。

《なんの用だって、事後報告に決まっているじゃないですか》

「んだよ。終わったよ。そっちにも映像送ってるだろうが」

《声が聞きたかったんですよ》

「田舎の爺じいちゃんかテメェは」

《まだそんな歳としではありませんが、好こう々こう爺やと呼ばれるような老人にはなりたいですね》

「知らねえ。くだらねえ。興味がねえ」

《酷ひどい》

「黙って報酬だけ入れとけ」

　窓口との通話を十五秒で終え、着信拒否に設定する。

　悠が請け負った仕事は『コソ泥の追跡と無力化』。

　女の身柄確保は向こうが勝手にやるだろうし、盗まれたデータやそれが収まっているだろう彼女の頭の中をどう処理するかは、興味がなかった。

「──在真くん。お仕事終わりましたか？」

　視線を屋上の入り口に向ける。

　扉の陰から可愛かわいらしく顔だけを出す姿があった。

　白を基調とした制服を身に纏まとう、この学校の女子生徒である。

　豊満な胸の前で手を組み、長めにカットされた前髪の奥から控えめに悠の様子を窺うかがう。なにを照れているのか頬ほおは紅潮し、悠と視線が合うと嬉うれしそうに口元を綻ばせた。

　白しら木き凍とう火か。

　悠ゆうの幼なじみであり、住まいを同じくする同居人でもある。

「まだ事後処理が残ってる。悪いが、これから現場に向かわなきゃならない」

「じゃあ、お布団を温めておきますね」

　悠が素っ気なく言うと、凍火はにこやかにそう返してきた。

「いつものように凍火のぬくもりと匂いを浸透させて、在あり真まくんと夢でも出会えるように愛情を注ぎ込ませていただきます。も、もちろん汗で汚すような真ま似ねはしませんので」

　もじもじしながら大胆なことを言う幼なじみに、

「ああ」

　と、悠は相あい槌づちだけを返した。

　凍火はそれに不満を覚える様子もなく、悠の手を握って隣を歩く。

「では、途中までは凍火も一緒です！　でへへ、今日の在真くんはいつもより三割増しくらいで優しいですね。体温も気持ち高めな気がします。お仕事でいいことありました？」

「別に。体温とか、気のせいだろ」

「そんなことはありません。凍火に搭載された在真くん専用の体温チェッカーは完璧です。より精度を高めるなら手を繋つなぐより抱きついたほうがいいのですが……」

　上目遣いにチラチラと顔色を窺うかがってくる凍火に、悠は無表情で言う。

「好きにしろ」

「っっっ!!　す、好きに！　好きにします！」

　凍火は顔を真っ赤にしながらも、このチャンスを逃すまいと悠の腕にしがみついた。

　些いささか歩きづらい格かつ好こうになりつつ、二人並んで屋上を立ち去る。

　まだ生徒たちが多く残っている校舎の中を恥ずかしげもなく歩いていると、

「よお、在真夫妻。今日もおアツいねえ」

　偶然すれ違ったクラスメイトの少年が、口笛まじりに冷やかしてきた。

　凍火のスキンシップに顔色一つ変えなかった悠が、しかしそこで眼光を鋭くする。

　冷やかした少年は視線だけで射い竦すくめられ、そそくさと退散していった。

「さすが、『飢えた狼おおかみ』と呼ばれているだけのことはありますね」

「目つきが悪いだけだ。狼より『死んだ魚』って言われることのほうが多いぞ」

「で、でも……凍火の前でなら、狼になってくれてもいいんですよ……？」

「いいから帰るぞ、羊ちゃん」

「っっっ!!　凍火は羊です！　在真くんにならいただかれてもいいです！」

　目付きの悪い不良生徒と、甲か斐い甲が斐いしく世話をやく幼なじみ。

　ときには夫婦同然という印象すら持たれる二人の関係は、概おおむねそのとおりである。

　ただ──恋人関係か、と問われれば凍火は全力で否定するだろうが。

「あ、見てください在あり真まくん。決闘場に人だかりができてますよ」

　校舎を出て、校門までの道を行く途中、凍とう火かがその方向を指で示した。

　白い制服姿の生徒たちが、テニスコート三面分ほどの敷地の周りに集まっている。

　その中心には、二人の生徒が対たい峙じしている様子も見られた。

「観戦していきますか？」

「いや、いい。仕事優先だ」

　──悠ゆうと凍火が通うこの学校は、通称を『学園アカデミア』という。

　ある専門分野を学ぶための教育機関であり、その成果を示す方法として『決闘デユエル』と呼ばれる名称通りのシステムが導入されているが、悠にはあまり興味がなかった。

　決闘場の横を素通りし、そのまま『学園』を出る。

　帰り道を少し行ってから凍火と別れ、悠はスマホを取り出した。

「さ、問題の事後処理だが……」

　アプリを立ち上げ、画面上に表示させたのは、先ほどの捕物の映像である。

　泥棒の女を追い詰めるのとは別に飛ばしていた、もう一機のドローン。

　そちらが撮影した現場の映像に、奇妙なワンカットが映り込んでいた。

「余よ所そ者ものが外から街に入ってくるのは珍しくねえが、空からなんてのは初めてだぞ」

　それは、言葉にすれば至ってシンプル。
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　空から落ちてくる女の子、だった。





　　　　◆　◆　◆






　──総面積１２０キロ平方メートル、推計人口65万人。

　関東地方より南東に位置する人工島に築かれたその街の名は、『Ｓ２シティ』。

　エボルトという、アプリ開発を主要事業とする巨大企業が管理しており、国内でも特異な位置づけにある。その実態はほとんど独立国家といって差し支えない。

　最大の特徴は、エボルトが運営する特殊教育機関『学園アカデミア』の存在。

　そして『貢献度』と呼ばれるシステムだ。

　Ｓ２シティの住人は学業や仕事で収めた実績がポイントとして蓄積され、高ければ高いほど都市内での地位が高くなる。貢献度が際立って高い者にはエボルトから生活支援金が支給されるため、それで生計を立てる者も多くいた。

　在あり真ま悠ゆうも、その一人である。

　一緒に暮らす人間は幼なじみの凍とう火か一人。仕送りをしてくれるような家族もおらず、生活費は身一つで稼ぐ必要があった──そんな境遇にありながら、なに一つ不自由はない。

　何な故ぜか。

　悠の実力ならば、生活に必要な貢献度など容易に稼げるためだ。

「さて……」

　悠が訪れたのは、Ｓ２シティの外れに位置するエリアである。

　周囲に立ち並ぶのは、老朽化したビルや、建築途中で放棄された建物。

　立入禁止とされているこの区画は公には未開発地区ということになっているが、実際は別の理由で放置されている。

　理由は複数あるが、その一つは犯罪者を誘い込むための罠わな。

　立入禁止区画ゆえ人ひと気けがなく、身を潜めやすいので、街で悪事を働いた者の多くがこの場所に逃げ込む。そして一度逃げ込ませてしまえば、どんな雑な処理をしても街に被害が及びにくい。

　先刻追っていた女泥棒も、悠があえてこの場所に誘導した。市街地で捕らえることも難しくはなかったが、面倒事は避けるに限る、という判断からだった。

　そういった事情を知る者たちからは『フィッシュポット』と呼ばれている区画を進みながら、悠はスマホを操作する。

　画面上部に表示されている時刻は午後六時過ぎ。

　既に日は落ち、黒色の空には星の輝きが瞬いていた。

「おそらく……このあたりのはずなんだがな」

　悠ゆうが探しているのは、先に無力化した女泥棒ではない。

　そちらは窓口──エボルトの担当者が既に身柄を拘束しているだろうし、約束していた報酬も入金を確認している。悠にとっては終わった事件だ。

　探しているのは、学校を出てあらためて映像で確認した人物。

　空から落ちてきた少女。

　落下の瞬間は建物に隠れて捉えられなかったが、おおよその落下地点は割り出せる。

　もっとも、発見したところで舞い込んでくるのは死体処理の仕事だけだろうが──

「……マジかよ」

　その少女は、やはりフィッシュポットの一画、開けた場所に落ちてきていた。

　意外だったのは、高々度から落下した肉体にあるまじき正常さを保っていること。

　血が流れていないし、腕や脚も曲がっている様子はない。

　意識がないのか眠るように瞼まぶたが閉じられている。

　身体からだは仰あお向むけになっているが、少なくとも地面に激突死はしていないようだ。

「にしても、なんなんだこいつは？」

　悠はとりあえず、とスマホのカメラで彼女を写真に撮る。

　目立った外傷がないことに違和感を持った後、次に意識を向けたのはその容姿だ。

　まず間違いなく言えるのは──Ｓ２シティの住人ではない。

　髪は北国の自然風景を思わせるような白銀の長髪。

　整った目鼻立ちや透き通るような肌はただただ美しく、どこか妖精めいている。

（創作上のエルフとか、それ系の外見だよな……耳は普通だが）

　着衣は、黒を基調としたゴシックドレスのようだった。薄汚れてはいるが、生地の質がよく普段着とは思えない。容姿と相まって、街で見かければ誰もが二度見しそうな外見だ。

　疑問は尽きないが、とりあえず。

「おい。生きてるのか？　死んでるのか？」

　悠は少女のそばまで近づき、声をかける。

　少女──そう、おそらくは十代前半。十七歳の悠よりは年下だろう。

　そんな少女が空から落ち五体満足でいられている理由は、本人に直接聞けばいい。

「うっ、ううん……」

　少女は悠の呼びかけで身動みじろぎし、ゆっくりと瞼を開いていく。

　瞳の色は、輝くような翡ひ翠すい色。

　眼球が放つ輝きの他に、涙による輝きもあった。

「あっ……!?」

　意識を覚醒させた少女は、すぐに上半身を起こし、ものすごい勢いで周囲を見渡した。

　廃はい墟きよ同然のビル群に驚きの表情を見せ、自身が腰を置くアスファルトを掌てのひらで撫なでる。

　悠ゆうが訝いぶかしむ傍かたわら、今度は空を見上げ「星……」と意味深につぶやいた。

　つられて悠も天を仰ぐ。今夜は星がよく見える空だ。

「まさか空に浮かぶ星から落ちてきた、なんて言わないだろうな」

　悠が冗談っぽく言うと、少女は俊敏な動作で視線を向けてきた。

「あっ──」

　未いまだ涙が残る瞳で、少女は悠を見据えて言う。

「私を──殺してください！」

「断る」

　──返事には一秒の間も置かなかった。

　即座の拒否に少女は意気消沈し、続く言葉は消きえ失うせる。

「……あのな。どう錯乱すれば初対面の男に対する第一声が『私を殺して』になるんだ」

「っ、私は！　逃げてきたのです！」

「逃げてきたって、誰から」

「レオ……いいえ、学院……というよりは……そう、世界から！」

「世界？」

「こことは別の！　異世界なのです！」

　──少女の発した単語に、悠は目を見開く。

　普段から『死んだ魚のような目』と言われることが多い目つきをしていた。それが今、大きく開かれたのをはっきり自覚した──探し求めていたものが、見えたような気がした。

（いや、待て）

　と、心中で己を諌いさめる。

　悠は努めて冷静な態度で、少女の言葉の真意を探った。

「異世界から、逃げてきたって？　冗談も休み休み言え」

「冗談ではないのです！　学院はこちらの世界へ侵攻するために計画を進めていて、私は二つの世界を繋つなげるための生いけ贄にえなのです！」

「生贄にされるのが怖くなって逃げ出したってことか？　よくあるお伽とぎ話ばなしだな。じゃあ俺はこのあと、鬼か竜でも退治すればいいのか？」

「誰が助けを求めましたか！　あなたは一刻も早く私を殺してください！」

「言っていることが支離滅裂だぞ。死にたいなら素直に生贄になりゃいいだろ」

「それでは駄目なのです！　早くしないと──」

　焦燥に駆られた少女の声が、一際大きくなったそのとき。




　──ゴオォッ!!




　すべてを掻かき消す音と、光と、熱が、飛来した。

「なっ──」

　悠ゆうは振り返り、その異様を目で確認する。

　まず、隕いん石せきでも降ってきたかのような巨大な音が鳴った。

　次に、音のした方向から火柱が上がった。立ち並ぶビル群とほとんど高さを同じくする規模の火柱だ。仮に本物の隕石が降ってきてもこうはならないだろう。

　轟ごう然ぜんと燃える炎が放つ光と熱──夜を吹き飛ばすような明るさと、触れれば焼け死ぬと直感せざるをえない脅威は、悠の意識を攫さらった。

　その注目のまま、火柱の中から一人の男が出てくる。

「──転移したら空の上、とか聞いてねえぞ。ああ？　サクリファイスよぉ」

　まるで雄お獅じ子しの鬣たてがみのような、黄金色の髪を持つ少年だった。

　おそらく同年代。悠が言えた柄ではないが、目つきが悪く見るからにチンピラといった風貌の男だ。しかし着衣はきちっとしていて、暗色系のシャツにネクタイ、ズボン、フードの付いた赤のローブと、どれも皺しわなく着こなしている。

「おっと。言葉遣い、言葉遣い……探しましたよサクリファイスさん。まさか単身で隣りん界かいに転移してしまうとは。我々を困らせるのもほどほどにしてください」

　男が急に敬語を使いだし、悠は軽く混乱する。

　ただ一つ明確なのは──男がこちらに向けているのは、敵意であるという事実だ。

「サクリファイスっていうのは、おまえの名前か？」

「はい、なのです……」

　悠の背後、サクリファイスと呼ばれた銀髪の少女は声を震わせて答えた。

　図らずも間に入る形になってしまった悠に、男は睨にらみを利かせながら言う。

「隣界人の方ですか？　私はレオ・ニードハルドと申します。以後お見知りおきを」

「ざけんな放火犯。いくらフィッシュポットでも火遊びが許されると思うなよ」

「ああ？　なんだこのクソ野郎。口の利き方がなってねえぞ、このタコが！」

　レオと名乗った男は態度を一変、街のチンピラそのものな言葉遣いで悠を威嚇する。

「あ、いけね……失礼しました。争う気はまだございません。そちらのサクリファイスさんを引き渡していただけないでしょうか？」

　と思いきや、今度は上品な言葉遣いに直してそう要求してきた。

（……言動から察するに、乱暴な言葉遣いを直そうと努力中のチンピラってのが正解か）

　どんなチンピラだそれは、と悠は彼に対する不審感を強める。

　なんにせよ、レオの要求はサクリファイスの身柄とわかった。後ろの彼女の怯おびえた様子も事実を裏付けている。誰の目から見ても明らかな、追う者と追われる者の関係だった。

（となれば、問題はどちらに正当性があるのか、だが）

　両者の事情は未いまだ窺うかがい知れないが、先の火柱──街への放火という一点だけで、悠ゆうが眼光を向けるべき相手は決まっていた。

「別に俺自身、正義の使者ってわけじゃねえけどよ。余よ所そ者ものは見逃すなって言われてるんだ。能力持ちは特にな。テメェ、この街の人間じゃねえだろ？」

「ええ。この街にはたった今訪れたばかりで……街？　街なのですか、ここは？　変わった建築物が多いようですが。それに人の気配もない」

「ここはそういう区画なんだよ」

「そうですか。まあ興味もありません。とにかく、そちらのサクリファイスを」

「素す性じようも明かさねえくせに一方的に要求できる立場だと思ってんのか」

「うるさいですね。名前なら名乗っただろうが耳付いてんのかクソが。あー、つーか面倒くせえ！」

　レオは苛いら立だちのままに喚わめき散らし、こちらに向けてくる敵意を強固なものにした。

　そして次の瞬間、




「──〈イフリート〉！」




　レオが何者かの名前を口にし、彼の傍かたわらに魔人が出現する。

　紅ぐ蓮れんの炎のごとき肌の色と、屈強な肉体。

　衣服のように身に纏まとうのは、燃え盛る炎。

　身長はレオの身の丈を優に超え、三メートルはある。

　ゆえに悠が初見で抱いた印象は、魔人。

　そうとしか形容できないような大男が、いきなりレオの隣に現れたのだ。

　さらに──現れたのはその魔人だけではない。

（なんだ……あれは？）

　彼の胸の前あたり、空中に四角い枠のようなものも出現している。

　複数の文字列やアイコン、円グラフのようなものが並ぶそれは、ＳＦ映画や未来予想図でよく見る空中ディスプレイのようでもあった。ここＳ２シティでも、普及しているとまでは言わないが一部で実用化はされている。

　悠がそれら二つの変化に注目する最中、背後のサクリファイスは声を振り絞る。

「っ！　やめるのですレオ！　彼は関係ないのです！」

「ああ!?　誰に指図してんだ裏切り者が！　どうせ守護魔術はまだ生きてんだろ？　だったらオメーごと燃やしたって問題ねえよなあ!?」

　サクリファイスの制止にも耳を貸さず、レオは眼前の空中ディスプレイに指をやる。

　現代人がタブレットＰＣをそうするように、なにか操作をしているように見えた。

　その所作とほぼ同時に、傍かたわらの魔人が両腕を動かす。

　掌てのひらを前方、悠ゆうとサクリファイスのほうに向け、身に纏まとう炎がそこに収束していった。

（これは──）

　それら一連の動作を目で追いながら、悠は次に取るべき行動を決定する。

　後ろを振り返って駆け出し、サクリファイスを乱暴に抱えて真横に跳んだ──ちょうどレオと魔人の正面、射線から外れる位置まで。

「〈焼き尽くせ炎砲エム・フアルク〉！」

　レオの発声。少し遅れて、魔人の両掌に集まった炎が前方に向けて放たれた。

　直線状に放射された炎は先ほどまで悠たちが立っていた場所を通過し、アスファルトを焼く。

　回避に成功した悠はそれを真横で見ながら、不快な熱波に顔を顰しかめた。

「火炎放射器、どころかビームだな。なにをどうすりゃ炎をあんなに収束できんだ」

「よ、避よけた……!?　あなたは魔術を知っているのですか？」

「知らん。だがなにが来るかは予想できた。それより走れるか？」

「えっ？」

「抱えて走ったほうがよさそうだな」

「ああ!?　なんで焼けてねえ！　オメーいったい──」

　攻撃を回避されたレオが驚きよう愕がくしているが、悠は構わずサクリファイスを抱えて走り出した。肩に担ぐ形での乱暴な抱え方だったが、四の五の言ってはいられない。

「軽すぎるぞ。ちゃんとメシ食ってるのか」

「食べてるのです！」

　ぐきゅる、と腹の虫が抗議する。

「い、いつもはなのです！　今日はたまたま、なにも！」

「素直だな」

「じゃなくて！　下ろしてください！　レオが追ってくるのです！」

「心配すんな。体力には自信がある」

「そもそもあなたを巻き込むつもりは！」

「手遅れだろ。それに、俺も情報源を逃すつもりはない」

「情報げ──きゃっ!?」

　適当なビルに逃げ込んだ悠は、二階の窓がある位置まで移動して少女を下ろす。

　幸いにも追跡者の足は遅く、密集するビル群を走り回ったことで標的を見失ったようだ。

「どこに隠れやがった！　骨まで焼き尽くしてやるからさっさと出てこいクソがぁッ！」

　窓から外の様子を窺うかがうと、レオが怒号しながら練り歩いていた。むやみに走り回ったり攻撃したりしないところを見ると、こちらを欺くための演技のようにも思える。

　傍かたわらには依然、炎の魔人が帯同していた。胸元には謎の空中ディスプレイも浮かんでいる。どうやら双方ともレオの動きに追随するようだ。

「聞け、サクリファイス。今からあのレオとかいう男をどうにかする」

「どうにかって……」

「大おお雑ざつ把ぱに言って無力化だ。聞きたいことがあるから殺しはしない」

「戦うと言うのですか!?　あの〈爆ばく焔えん狂きよう〉と！」

「なんだその二つ名。どうでもいいが、情報が必要だ。奴やつの素す性じようとおまえとの関係性、目的、あの炎を放った能力や一緒にいる魔人、知っていることを全部教えろ」

「魔人……？　契約精霊のことなのですか？」

「順番にだ。簡潔に頼む」

　瞳に本気の色を浮かべ、サクリファイスを見る悠ゆう。

　彼女も一呼吸間を置き、決心したように言葉を紡いだ。

「……彼は私と同じ、異世界の人間なのです。魔術学院という組織に所属する魔術師で、逃げ出した私を追ってここに来たに違いないのです」

「魔術師。つまりあの炎は魔術か。目的は？」

「私を学院に連れ戻し、計画通り〈覇は界かい〉を進めることかと」

「ハカイ？」

「先にお話した、こちらの世界への侵攻計画なのです。それを果たすためには二つの世界を繋つなぐ門を開く必要があり、私はそのための生いけ贄にえなのです」

「だから生かして連れ戻すってことか？　あいつ、おまえごと俺を焼こうとしたぞ」

「私には特殊な守護魔術が施されているので、並大抵の攻撃では死なないのです」

「さっきの炎で死なないような身体からだなのに、俺に殺せとか要求したのか？　無む茶ちや言うぜ」

「それが最善の解決方法なのです！　私が学院に生贄にされるより先に、他の方法で死ぬことができれば……っ！」

「その言い方だと、自殺とかも封じられてそうだな。空から落ちて気を失った程度で済んでいたのも、その守護魔術とやらのおかげか」

　語るサクリファイスの様子に嘘うそはない。

　彼女の真に迫った話し方は、むしろその内容に確証を与えている。

「おまえが野郎に捕まるとこっちの世界がヤバイ。雑に言ってそんな感じだな」

「雑すぎますが、そんな感じであってるのです」

「追手は奴一人か？」

「はい。私が生贄にならない限り、こちらの世界に渡れる人間は二人までのはずなので」

「おまえと奴で定員ってわけか。なら次だ。奴の使う魔術とやらについて教えろ」

　悠はそこで再び、外にいるレオの様子を窺うかがった。

　レオは怒号をやめ、じっと立ち止まって空中ディスプレイを操作している。ボタンを押すように指を突いたり、また画面をスワイプするように指を滑らせたりしていた。

「あれは〈窓ウインドウ〉。魔術の使用時に出現させる情報領域なのです」

「表示されている内容は？　使用用途も教えてくれ」

「表示されているのは術者が修得している魔術で、指で触れることで選択した魔術を発動させるのです。あと、発動した魔術の制御などにも」

「コントロールパネル……いや、コマンドウインドウってとこか？　まるでゲームだな」

「ゲーム？」

「あとで説明してやる。それよりあの〈窓〉、物理的な破壊は可能か？」

「いえ、物ではないので。本人以外は触れることもできないのです」

　石でも投げて割れば済むかと考えたが、やはりそう簡単にはいかないらしい。

　ならば──と、悠ゆうはスマホを取り出し、あるアプリを立ち上げた。

「その板はなんなのですか？」

「その質問もあとだ。次、あの炎の魔人について頼む」

「あれはレオの契約精霊で〈イフリート〉──魔術師は一人一体、火、水、土、風、光、闇の六属性いずれかを司つかさどる精霊と契約することで魔術を会得するのです」

「奴やつの属性は見たまんま、火か。一人一体ってことは他の属性の魔術は使えないんだな？」

「はいなのです」

「あの〈イフリート〉自体が自律行動することは？　レオと契約精霊、どちらを叩たたけば攻撃の手は止まる？」

「いえ、あの〈イフリート〉の姿は幻影なのです。実体はないので叩いてもすり抜けますし、身に纏まとう炎もレオが魔術を発動させるまでは無害なのです」

「幻影……つまり立体映像みたいなもんか」

　たしかに、レオはあれほどの炎を纏う魔人を傍かたわらに置きながら汗の一つもかいていない。熱すら発生していないのだろう。魔人が踏みしめる地面にも焦げた様子はなかった。

「わかった。じゃあこれで最後だ──あの〈窓〉の正体は、コンピュータか？」

　悠が投げた質問に、サクリファイスは「コン……？」とだけ言って首を傾かしげた。

　聞き覚えはないらしい。

（事実はそうじゃないのかもしれない。だがその類いのものとしか考えられない。現状、アクセスはできちまってるわけだからな。あとは弄いじり方をどうするか、だ）

　悠はスマホの操作を続け、試行錯誤を繰り返す。

「チッ。緩すぎる条件だとアバターが餌を食わねえな。なら情報端末への有線接続……も、無理か。あのディスプレイにコネクタがあるとも思えねえし、そもそも近づけねえ」

「あの、なにを……？」

　サクリファイスが身を近づけ、悠ゆうの手元のスマホ画面を覗のぞき込む。

　画面上では、３Ｄモデルによるデフォルメされた怪獣キャラクター──起動中のアプリのアバターが、ちょこまかと動いていた。

「なんなのですか、これ？　操作方法が〈窓ウインドウ〉とよく似ているのです」

「たぶん同じようなものだと思うぜ。画面内のこれも、契約精霊みたいなもんだ」

「これが……!?」

「ああ。おまえの話であの〈窓〉ってのが魔術発動の要なのはわかった。こいつを使ってあれを封じるから、手伝え」

「わ、私に手伝えることならなんでも手伝うのです！　でもいったいどうやって……」

「まずは確認だ。この内容は奴やつの〈窓〉と同一で間違いないか？」

　悠は画面を切り替え、サクリファイスにスマホを見せる。

　そこには法則性のある文字の羅列──おそらくは魔術名が並んでいた。

「〈焼き尽くせ炎砲エム・フアルク〉……これ、レオの修得している魔術の一覧なのです!?」

「閲覧だけならルールもリスクも緩めで済む。少し試したが、ここから先は身体からだを張る必要があるな。手伝うと言ったからには覚悟しろよ」

「わ、わからないのです！　あなたのそれは、いったいなんなのですか……？」

「奴の力が魔術なら──これは科学技術ってとこだろ」

　混乱に目を泳がせるサクリファイス。

　Ｓ２シティの住人でなくとも、現代を生きる者なら多少なりとも予備知識は持っている。それすらないということは、つまり彼女は本当に異世界人というやつなのだろう。

　だとしたらなおのこと──逃すわけにはいかない。

「画面をよく見ろ。ここに載っている魔術は、すべての詳細を知り得ているか？」

「魔術学は得意なのです！　レオが実際に使用している場面をすべて見たわけではありませんが、どんな魔術かくらいは」

「上出来だ。ならルールに組み込める」

「どういう──あっ！」

　悠がスマホを下げようとした瞬間、サクリファイスがなにかに気づき声を上げる。

「〈[image: ]れ火蛇エム・ベウ〉……まずいのです！　これ、探知魔術なのです！」

「探知──おい。ひょっとしてあれか？　俺たちの居場所を探る、みたいな──」

　言い終わる前に、悠は見た。

　サクリファイスの背後、悠たちが移動してきた道を、火の蛇が這はっている。

　炎の魔人や先の火炎放射に比べれば視覚的な脅威もない、踏めば消えてしまいそうな小さな火の蛇。だがそれが攻撃用でないことは、魔術を知らない悠にも察しがついた。

　再び窓の外を窺うかがう。

　足を止めていたはずのレオは、こちらを見上げ──今、悠ゆうと目が合った。

「見つけたぞオラァ！」

〈イフリート〉が両腕を構える。攻撃魔術の発動体勢。

　悠はサクリファイスの身を抱え、滑り込むような勢いで窓から離れた。

　直後、窓の周囲を炎熱が包み込む。

　回避はしたものの、むせ返るような熱が悠の身を襲い、肌が悲鳴を上げた。覚悟もないままサウナに放り込まれたようだ。

　一瞬で汗が噴き上がる中、おそるおそる惨状を確認する。

「炎……ってか、マグマじゃねえか」

　窓のあった壁は、焼け焦げていた──という状態を通り越し、焼け溶けていた。

　馬鹿な、鉄筋コンクリートだぞ──と脳が現実を疑ってかかるが、つい先ほどまで自分たちが身を潜めていたコンクリートの壁は中の鉄筋もろとも熱で溶け、消滅してしまっている。それほどの威力が襲いかかってきたのだと思うと、全身が震え上がった。

（っ、だから、どうした）

　悠はその震えを、床に全力の拳を叩たたきつけることで黙らせた。

　拳の皮が剥むけ、血が流れる。肉ではなく骨が痛んだ。

（動きさえすれば、なんだっていい。今はとにかく身体からだを動かせ）

　馬鹿みたいに笑みを作った。

　この状況を楽しくて仕方がないと思うことにした。

　そこまでしてようやく、戦意が──生きるという意志が戻ってきた。

「あ、あの……？　大丈夫なのです？」

「……残りの人生なんて消化試合。そう思ってたんだけどな」

　二年前のあの日。

　大切なものを失ったときから、悠が持つ人生の価値は消失した。

　取り戻す機会もないと思っていたのに……こんな展開が待ち受けているなんて。

「サクリファイス。おまえ、やっぱり生きろよ」

「えっ……？」

「捨てた人生にだって、こういうことが起こるんだ。だったら、全部投げ出すのは命を落としてからで遅くない」

　そう言って、悠はサクリファイスを強く抱きしめた。

　力を込めれば壊れてしまいそうな、華きや奢しやな身体だ。誰かを思い出さずにはいられない。

　悠は思い出を噛かみ締めるように──執念を原動力にするように、彼女を強く抱いた。

「……ぁ」

　サクリファイスはいきなりの抱擁にも取り乱さず、ただ悠の顔を見つめる。

　しかし悠ゆう自身は、自分が今どんな表情を浮かべているのかわかっていなかった。

「どうだオラァ！　死んだかクソが！」

「喚わめくな！　今からそっちに出向いてやるから待ってろ！」

「ああ!?　おもしれえ！　正面から焼き殺してやるからさっさと出てこいや！」

　ビルの外で吠ほえるレオに、あえて生存を知らせる。もはや時間稼ぎの必要もない。

「行くぞ、サクリファイス。俺から離れるな」

「はっ、はいなのです！」

　悠はサクリファイスを胸に抱いたまま、階段を下りてビルの外に出る。

　そこには正面に〈窓ウインドウ〉、傍かたわらに〈イフリート〉を顕現させた、臨戦態勢のレオ・ニードハルドが待ち構えていた。

　纏まとう殺気は衰えないが、出てきた悠たちの姿を見て「くはっ」と笑い声をこぼす。

「かははははははっ！　なんだそりゃ！　まさか人質のつもりかぁ!?」

「だとしたらどうする？」

「意味ねえんだよバァァアカ！　そのチビは大事な生いけ贄にえ様だが、ちょっと雑に扱ったところで死にやしねえ！　『これで攻撃できまい』とか思ってんなら爆笑だぜ、ド低脳が！」

「レオの言っていることは本当なのです！　私に施された守護魔術は範囲的なものではないので、どれだけくっついても……」

「心配するな。わかってる」

　抱擁を強くし、腕の中で不安げに眼まな差ざしを向けるサクリファイスを黙らせる。

　慌てた素振りも見せない悠が面白くないのか、レオは馬鹿笑いをやめ、首を振った。

「あー……いや、一つ意味はあるな。訂正します。サクリファイスの守護魔術も完全無欠ではありません。私の修得している高位魔術なら殺せてしまう。それは些いささか問題だ。となると、手加減する必要があります」

　レオは言葉遣いを敬語に戻しながら、こう続ける。

「つまり──楽に即死できるような高威力の魔術は使ってやれねえんだわ！　自分の肉が焼ける感覚を味わいながらよォ！　なかなか死ねない苦しみを噛かみ締めて贅ぜい沢たくに死ね！」

　敬語が復活したのは一瞬。

　レオは本性むき出しの狂気を放って、悠に死を宣告した。

「〈焼き尽くせ炎砲エム・フアルク〉！」

　敵を殺す魔術の名を唱え、〈窓〉に指を突き刺した。

　事前に聞き及んでいた魔術発動のための動作、それが間違いなく実行されたことを目の前で確認して。




　──しかし、なにも起こらない。




「……あ？」

　レオが怪け訝げんな声を上げる。

　彼の契約精霊たる〈イフリート〉は微動だにせず、炎は幻影のまま熱を生じない。

「〈焼き尽くせ炎砲エム・フアルク〉……なんだ？　〈燃やし包め炎柱エム・バフアン〉。おい。〈熱し朽ちよ炎風エム・ケルサス〉……〈蹂躙せよ炎涛エム・ブロウ〉！」

　何度も〈窓ウインドウ〉に指を突き、魔術の行使を試みるレオ。

　結果は等しく、無反応。

　魔術を選択し指で触れる。サクリファイスが説明したとおりの行動を取っているのに、〈イフリート〉の炎は一向に膨れ上がらない。

「んなっ……ざけんな！　なにが起こった!?　どうして魔術が発動しやがらねえ!?」

「無駄だ」

　片腕でサクリファイスを抱き寄せ、もう片方の手ではスマホを操作しながら。

　悠ゆうは、魔術師にチェックメイトをかける。

「テメェの〈窓〉は俺が掌握した。いくら試したところでもう魔術は使えねえよ」

「ああ!?　オメーがなにかしたとでも言うつもりか!?　魔術師でもねえ隣りん界かい人が！」

「魔術か……自分たちの身につけている技術こそが最強、なんて勘違いをしているんなら、世界が狭すぎるぜ。教えてやる。これは『ハッキング』って言うんだ」

　魔術が使えないという異常、その真相を伝えても、レオの反応は鈍かった。

　胸元のサクリファイスも同じく。やはり異世界にはない言葉なのだろう。

「状況が掴つかめてねえようだから、要約してやる。テメェはもう終わってんだよ」

　悠がスマホを翳かざす。

　その画面には、大きく成長した怪獣形のアバターと共に三つの文字列が表示されていた。




　ルール──【対象端末の詳細を知る第三者との接触中のみ使用可】

　リスク──【対象端末との距離十メートル以内への侵入】

　エフェクト──【〈窓〉の内容改かい竄ざん】




　悠がスマホに指を滑らせる。ただのスワイプ操作。それが、

「なっ──は、はぁああああ!?」

　レオの〈窓〉に甚大な被害をもたらした。

　先ほどまで悠のスマホ画面にいたはずのアバターがレオの〈窓〉上に現れ──

　魔術の名を記した文字列を、喰らっていく。

　喰くらわれた文字は消きえ失うせ、そこには無機質な空白だけが残った。

「おいおいおい……なんなんだよ！　なんだこのゴミクズみてえな生き物は！　精霊か!?　他人の〈窓ウインドウ〉に直接顕現するなんざ聞いたことねえぞ！」

　レオは〈窓〉を殴りつけ画面上のアバターを排除しようとするが、もちろんそんな真ま似ねに意味はない。コンピュータウイルスを拳で黙らせることなど不可能なのだから。

「あってたまるか、こんなこと……クソがぁああああ！　消えろ！　俺様の〈窓〉から！　このクソゴミがぁあああ！　あああああああぁ消えろぉおおおおおお！」

　対処法もわからず、レオはがむしゃらに〈窓〉を殴り続けた。

　しかし画面上の状況に変化はない。アバターが縦横無尽に駆け回り、片っ端から文字を──レオの使える魔術を喰くらい、消していく。そして空白が生まれる。

　やがて空白が占めるスペースが大部分になり、

「っ、んだと──」

〈窓〉から、すべての魔術が消えた。

　絶句するレオをよそに、画面に唯一残ったアバターは喜びの仕草を取る。

「削除完了だ」

　悠ゆうが言い、アバターが〈窓〉から退散する。

　空白だらけの〈窓〉はただの四角い枠と成り下がり、最後にはそれも消滅した。

　レオの傍かたわらで沈黙を貫いていた〈イフリート〉も、静かに消きえ失うせる。

「ありえねえ。ありえねえ……ありえねえだろクソがぁあああああ！」

　レオは癇かん癪しやくを起こした子供のように叫び散らした。

　悠は抱きしめていたサクリファイスを放し、スマホもしまって、レオに歩み寄る。

「興味本位で質問する。魔術師ってのは魔術が使えなくなったらどう戦うんだ？」

　錯乱したようにも思えるレオに、悠の接近を止める余裕はなく。

　二人の距離は、あっという間に拳が届くほど詰まっていた。

「あ？　なっ──がふっ!?」

　戸惑うレオの顔面に、悠は問答無用で拳を叩たたきつける。

　体重を乗せた打撃は細身の身体からだを軽々と吹き飛ばし、魔術師は地面を転がった。

　たった、一撃。

　悠としても拍子抜けするほどの結末だが、レオはただの一撃で脳のう震しん盪とうを起こし、気を失ったようだ。

「魔術師は後方支援タイプだから体力が低い、ってか？　コマンドウインドウといい、とことんゲーム的だな。喧けん嘩かのやり方くらい覚えてから侵略してきやがれ」

　そう吐き捨てたあと、悠はスマホのカメラを使って倒れたレオを写真に収める。

　襲いかかってきた異世界人を返り討ちにした、という物的証拠の誕生だ。

「さて──とりあえずは落ち着いたが、おまえはこれからどうする？」

　悠ゆうは振り返り、追われる身であった少女に声をかける。

「なっ、なっ……」

　一部始終を目撃しながら、いや目撃したからこそ、サクリファイスは動けないでいた。

　なにが起こったかわからないのは、レオと同じ。安全を得た、という喜びと比べても、圧倒的に戸惑いのほうが大きい。

　そんな様子を見て、悠は嘆息する。

「ハッキングがわからねえようだから、説明してやる。俺がやったのは改かい竄ざんだ」

「かい……ざん……？」

「俺のスマホに入ってる異能力開発アプリ──スキル・クラフトを使って、あの野郎の〈窓ウインドウ〉にアクセスした。見た目がまんまコンピュータだったから試してみたんだが、特に異常もなく能力が適用されて俺も驚いてる。ファンタジーじゃねえのかよ、異世界魔術」

「えっ？　えっ……？」

「……手っ取り早く状況を把握しろ、って言っても無理そうだな。一から説明する必要があるか。仕方ねえからこれだけ受け入れろ。おまえは助かった」

「は、はい！　ありがとうなのです！　で、でもわからないことだらけで！」

　首を振って頭を悩ませるサクリファイス。

　自身の常識と想像以上の未知、そのギャップに脳の処理が追いついていない様子だ。

（そんな奴やつに『とにかく助かった。安心しろ』って言っても無理だな……）

　悠は億おつ劫くうそうに頭をかき、そこでふと気づいた。

「そういや……まだ名乗ってなかったな。俺は在あり真ま。在真悠だ」

「アリマ……アリマ・ユウ。あの、私はこの世界を魔術の存在しない世界と捉えていたのです。それに類する力もなければ、抗する術すべもないと。だから〈覇は界かい〉を防ぐためには、そもそも二つの世界を繋つなげない……私が生いけ贄にえになるより前に死ぬほかないと」

　そう思っていた、というところまでは言い切らず、サクリファイスは言葉を溜ためる。

　頭の中の疑問をすべて声に乗せるようにして、次の一言を解き放った。

「いったい、ここはなんなのですか!?」

　異世界人にとっての『ここ』──という問いに、悠は簡潔に答える。




「Ｓ２シティ──またの名を、異能力開発専攻領外学園都市」




　この街は、こちらの世界という枠組みの中でも異端扱いされる特殊な街。

「魔術はないが、代わりに科学技術が発展しすぎた。住人のほとんどが異能力者になっちまうくらいにな」
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　異能力開発アプリ『スキル・クラフト』。

　エボルトがリリースしたそれは、当初は単なる対戦型育成ゲームアプリだった。

　自分が考えたオリジナルの異能力をアバターに覚えさせ、対戦させて遊ぶ。単純ながらユーザーの独創性を刺激するそのアプリは、またたく間に社会現象となった。

　その最大の要因は──『異能力』の発現。

　ゲーム内でアバターに覚えさせた異能力が、現実世界のユーザー本人にも発現する──という現象が起こり、『異能力者』という存在が生まれた。

「アプリ内で異能力を開発し、それが成功すると特殊な電磁波に変換される。電磁波はユーザーの脳に送信され、適合すればその異能力を得るって仕組みだ。最初の頃は計算能力の向上とか視力回復とか、気のせいレベルの能力しか発現しなかったんだがな」

　しかし。

　やがてその枠組みを超えた力を持つ者たちが現れるようになる。

「発火、物体浮遊、瞬間移動……自分で言うのもなんだが、ありとあらゆる情報領域にアクセスしてその内容を弄いじれる俺の『改かい竄ざん』も、かなりデタラメな部類の能力だ」

　そういった能力を身に着けた者たちは現代社会に大きな波紋を呼び、事の元凶──スキル・クラフトの開発元であるエボルトには、多くの批難が飛んだ。言葉だけではなく、様々な他企業、国、団体から、物理的な攻撃行動を受けさえしたのだ。

「今でも怪物量産企業なんて呼ばれてるんだが、このエボルトってのも一筋縄じゃいかない会社でな。あらゆる批判や攻撃を跳ね除のけて、社会に異能力者の存在を認めさせた」

　その方法は、『最も賢明なる示威運動』と呼ばれている。

　全世界に向けて、異能力という超常的な力の詳細を包み隠さず公表し、披露した。

　そうすることで攻撃側に起こりうる被害を想像させ、未然に圧力をかけたのである。

「極端な話、核ミサイルを持ってたってそのスイッチを瞬時に奪えるような相手とはどこも戦争しない。日本の一企業が未知の力で全世界に脅しをかけたっていう、馬鹿げた話さ」

　それ以来、逆に他国がエボルトを支援する関係になったほどだ。

　今やエボルトの資本金は小国の国家予算よりも高額と言われている。

「そうして作り上げたのが、この街だ」

　Ｓ２シティ。

　異能力を身に着け、社会を生きづらくなってしまった者たちを集めた、治外法権地区。

　エボルトが管理するこの街は、住人のほとんどが異能力者である。

「街の通称はソーシャルスキルシティ、縮めてＳ２シティ。『社会生活を営むために必要な正しい異能力開発を学ぶ街』って意味で、異能社会都市なんて呼ぶメディアもある」

　本来のソーシャルスキルという言葉とは意味合いが違うが、正式名称である異能力開発専攻領外学園都市が長いため、日常会話などではこちらのほうが使われることが多い。

「この街が建ってる人工島も異能力で作られたものだ。空に浮かべて浮遊島にするって計画もあったが、さすがに維持が難しくてお蔵入りになったそうだぜ」

「……」

「一応は日本の一部だが、外国から来た奴やつらも多い。おまえも見方によっては──」

「…………」

「……ここまでの話、理解できてるか？」

　場所は変わらずＳ２シティの外れ、犯罪者の逃げ込む果て、フィッシュポット。

　魔術師の撃退を終えた在あり真ま悠ゆうは、異世界からの逃亡者を名乗る少女、サクリファイスに異能力者の詳細やこの街の成り立ちを説明した──のだが。

「アプリ……ゲーム……アバター……？」

　サクリファイスは終始口を開けっ放しにして聞いていた。

（ま、当然か）

　世界が違うのだから、異文化コミュニケーションがそう簡単に成り立つはずもない。

「あの、とりあえず、ではあるのですが」

「おう」

「この世界の中でも、この街は特殊な立ち位置にある……私は偶然その特殊な街に転移できたので、アリマに助けてもらうことができた。そういう解釈でいいのですか？」

「ああ。おまえがこの街に落ちてきたのは、幸運だったわけだ」

「おそらく、こちらの世界と私たちの世界を繋つなぐ門はこの街の空に存在しているのです」

「とは言うが、別に空にはなにも浮かんでねえぞ」

　悠はすっかり暗くなった星空を見上げる。

「門といっても物理的なものがあるわけではなく、空間が歪ゆがむ感じなのです。細かい位置も開くたびに異なると思うので……この街の反対側に出た可能性もあったかもなのです」

「なるほど。市街地でなくフィッシュポットの上だったのは、こちらとしちゃ幸いだ」

　悠は煙が立つ現場を一いち瞥べつし、手元のスマートフォンを操作する。

　レオの放った炎の魔術により、フィッシュポットの建物が何棟か燃えた。

　今は『改かい竄ざん』の能力で街の消防システムにハッキングし、消火用ドローンを動かして消火活動を行っている最中だ。同時に情報操作もしたため、この一件が知れ渡る心配もない。

（異世界──魔術、か）

　悠ゆうの『改かい竄ざん』は、本来ならコンピュータにアクセスする能力である。

　それが異世界の産物である〈窓ウインドウ〉に通用した理由は、はっきり言って不明。

　謎は残るものの、『改竄』が通用するのであれば苦はない──と楽観もできなかった。

（俺の『改竄』は、アクセスさえできるならその内容を書き換えて制御することが可能だ。対異能力者でも対魔術師でも、スマホか〈窓〉を乗っ取っちまえば勝利は確定する）

　問題は、それで決着がつかない場合。たとえば相手が異世界らしく剣や鎧よろいで武装でもしていれば、先のように殴り倒すことは難しくなるだろう。

（ここは俺の弱点だ。今後も異世界人を相手にするなら、策を考える必要があるな）

　と、悠は今回一撃で沈んでくれた敵魔術師を見やる。

　レオは未いまだ回復しておらず、地面の上に倒れたままだった。

（さて、どうするか。聞きたいことは山ほどある、が──っ!?）

　考えている途中、悠は驚きに目を見開いた。

　視線を注いでいた先、倒れていたレオの身体からだが突如として発光し始めたのである。

「あれは……強制帰還の術式なのです！」

　同じく異変に気づいたサクリファイスが、悠にとっては胸騒ぎのする言葉を発した。

　強制帰還──異世界人の帰るべき場所など、一つしかない。

「──ぉ、オメー、このクソ野郎……」

　目が眩くらむほどの光を放ちながら、レオは掠かすれた声を絞り出す。

　まだ脳が揺れているのか上体も起こせない様子だが、顔だけを上げ悠を睨にらみつけた。

「名前を聞かせろ……持ち帰ってやる……」

「……在あり真まだ。在真悠」

「アリマ・ユウ……覚えた。いいか。今日のところは引き下がってやる……だが忘れんな。オメーは必ず、このレオ・ニードハルドが殺してやる……っ」

「ハッ。手負いの獅し子しでももうちょっとマシな吠ほえ方をするぜ」

　表面上は嘲笑しつつも、悠はスマホに指を滑らせる。

（〈窓〉は見当たらず、〈イフリート〉も顕現していない。俺の『改竄』はまだ有効だ。となればあの光は奴やつ以外の誰かの魔術、もしくは異世界のルールみたいなものか）

　詳細は不明だが、どうやら強制帰還とやらを止めるすべはないらしい。

「それと……サクリファイスゥ！」

　レオは声を張り上げ、自身が追っていた逃亡者を威嚇する。

「次は、ガディ……だ。かはっ。覚悟して──」

　不敵に笑んだ直後、レオの身体は周囲の光と同化するように、粒子となって消えた。

　……ドローンが行っていた消火活動も終わり、フィッシュポットに静寂が訪れる。

　敵が完全にいなくなったことへの安あん堵どか。

　サクリファイスはぺたんと座り込み、震える肩に両手をやった──いや。

　あるいはレオが最後に残した言葉への不安が、そうさせているのかもしれなかった。

「ダセェな。最後まで言い終えずに消えやがった」

　そんなサクリファイスの不安を解消しようと、悠ゆうは呆あきれたように言う。

　深刻に構える必要はない。そういった空気を纏まといながら、サクリファイスに近寄った。

「奴やつは異世界に帰ったのか？」

「は、はいなのです。肉体が極端に消耗すると、強制的に元の世界に送還されるのです」

「おまえ自身はどうなんだ？」

「私には強制帰還の術式は適用されていないのです。あれはあくまでも、不測の事態が起こった際に生きて帰るためのものなので……」

　そこまで説明して、サクリファイスの目尻から涙が溢あふれ出した。

　整った容姿が泣き顔に崩れる。

　それは外見年齢相応の──子供らしい恐怖を表していた。

「あ、あれ。ごめんなさいなのです！　あの、これはっ」

「……おい。ちょっと身体からだ貸せ」

「えっ、わっ!?」

　悠はサクリファイスの身を抱き寄せ、その泣き顔を自分の胸に押し付ける。

「な、なにを!?」

「いいから、黙ってこうされとけ。助けてやった報酬代わりだ」

「報酬って……ハッ！　これはもしや隣りん界かい流の求愛行動なのですか……!?　さっきの戦いの間もずっと私をずっと抱きしめていたのです！」

　子供っぽい勘違いをしながら、サクリファイスは少し照れるように身を捩よじった。

「……それで納得するんならそういうことにしとけ。変な気を回させんな」

「あっ……」

　やがて悠の気遣いを察したのか、サクリファイスは彼の胸に顔を埋うずめ、すすり泣く。

　泣くことで恐怖を払えるならば泣くべきだ。悠はそれを弱さとは思わない。

（我ながら、柄にもねえ）

　自覚はあった。だが駄目なのだ。

　このくらいの年齢の少女を前にしてしまうと、どうにも昔の調子に戻ってしまう。

「つまんねえ感傷だな」

　その一言は、少女が泣く声によってかき消された。
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「見苦しいところをお見せしたのです」

　涙で頬ほおを赤くしたサクリファイスが、自らの足でしっかりと後ろを歩く。

　現在地はフィッシュポットを抜け、市街地に入っていた。

　夜遅くではあるものの、街には明かりがあり出歩いている者も多くいる。

「アリマには、あらためてお礼を言いたいのです。ありがとう、なのです」

　サクリファイスはもう『私を殺して』とは言わない。

　危機が去り、こうして安全の中で移動している最中も、しきりに感謝を言い表し続けた。

　それがもう、二桁くらいの回数になろうとしたところで。

「……おい」

「はい。なんなのでしょうか？」

「別に感謝されたいわけじゃねえが、礼を言うならちゃんと相手の顔を見て言え。おまえ、さっきからあちこち目移りしすぎだぞ」

　悠ゆうが指摘すると、サクリファイスは露骨に目を泳がせた。

　彼女の視線は先ほどから周囲の景色──Ｓ２シティの見慣れぬ街並みに注がれている。

　本人の意識はそちらに夢中といった様子だ。

「だ、だって！　目に映るもの全部珍しくて……建物も服も、私たちの世界では見ないものばかりなのです」

「そりゃ異世界だしな。想像はできる。カルチャーギャップも凄すさまじいだろうさ」

「想像？　アリマには私たちの住む世界がどんな世界なのか、想像できるのですか？」

「ああ。そのへんは機会があったら詳しくな」

　実際に異世界を見た経験はないが、確固としたイメージはある。

　創作物における世界観の一つとして浸透している、いわゆるファンタジー世界だ。

　魔法、あるいは魔術があたりまえのように存在しているが、科学技術は発展していない。人間の生活を脅かす魔物が生息し、ときには魔王なども──と、このあたりのイメージは現代を生きる者なら誰もが持ち合わせているだろう。

（あの〈窓ウインドウ〉は、そのイメージからは外れる代しろ物ものだがな）

　悠とて異世界への知的好奇心を抱えているが、それを満たすのも後回しだ。

「言っとくが、おまえだって周りの奴やつらに珍しいものを見る目で見られてるぞ」

「私が、なのですか？　なぜ……ひょっとして服なのですか!?　訳あって儀式に使う礼装のまま逃げてきてしまったのです！」

「いや、服もそうだが……」

　それよりも、端麗すぎる容姿と銀髪が原因だ。

　悠はサクリファイスをスマホカメラで撮影しようとした通行人を睨にらみつけ、歩く速度を少しだけ上げる。

「なにやらみんなアリマと同じような板を持っているのです。あれはなんなのですか？」

「モバイル端末はこの街じゃ生活必需品……を通り越して生命線だからな。ないと死ぬ」

「生命維持に関わるのですか!?」

「そうだ。死ぬ」

　大げさに言いながら、悠ゆうはスマホを片手にサクリファイスの先を行く。

　異能力は、スキル・クラフトを起動させた状態でのみ使用可能。

　ゆえにアプリをインストールした端末の携帯は必須であり、これを失うことはイコール異能力を失うということにほかならない。

「用途としちゃ、魔術師の〈窓ウインドウ〉と似たようなもんだな。あっちは自由に出し入れできて紛失の心配もなさそうだが、魔術を使う以外に使いみちはないんだろ？」

「そのとおりなのですが……そのスマホとやらには、他にも使いみちがあるのですか？」

「めちゃめちゃあるぞ。まず時間がわかる」

「ええ!?」

「明日の天気がわかる。周囲一体の地図を表示させることもできる」

「そ、そんなことが……!?」

「極めつきは、電話だ。これ一つでうんと離れたところにいる相手と話すことができる」

「それはさすがに嘘うそなのです！」

「本当だ。会話だけじゃなく、手紙みたいに文面でやり取りすることだってできるぞ」

「嘘をついているようには見えない瞳なのです……！　驚きよう愕がくなのです！」

　サクリファイスの素直な驚きっぷりに、悠は楽しさすら覚える。

　スマホはおろか携帯電話すらない時代の人間を相手にしているような妙な感覚だった。

「目的地にたどり着いたら、おまえにも触らせてやるよ」

「本当なのですか!?　わあ……ありがとうなのです！」

　爛らん々らんと目を輝かせて喜ぶサクリファイス。数時間前まで『私を殺して』とか言っていた人間とはとても思えない。生きる理由ができたのはいいことだが。

（なんて、『残りの人生は消化試合』とか割り切ってた俺が言えた義理じゃないか）

　自嘲し、悠は足を止める。

　目的地にたどり着いた──Ｓ２シティの一等地に立つ、高級タワーマンションだ。

「こ、こんなお城みたいに大きな建物が、アリマの家なのですか!?」

「期待させて悪いが、正しくはこの建物の一室だ」

　悠はサクリファイスをどうするか迷った末、自宅に連れていくことにした。

　一世一代の逃走劇で疲弊しているだろう彼女を休ませるという目的が半分、できるだけ手元に置いておきたいという目的が半分。双方を満たすには一番都合がいい選択だった。

　が──立ち向かわなければならない難題もある。

「……サクリファイス。家に入る前にいくつか注意させてくれ」

　悠ゆうは最上階に位置する部屋の前で立ち止まり、傍かたわらの少女に緊張感のある声を投げた。

「まず、この中には俺と一緒に暮らしている同居人がいる。そいつはおまえにとってよくわからないことを言うかもしれない。だけど、なにも答えるな。黙って俺の後ろにいろ」

「……？　わ、わかったのです」

「あと、たぶんすごく寒い。耐えてくれ」

「寒い……？　よくわからないけど、我慢するのですっ」

　首を傾かしげるサクリファイスに、寒さ対策のためにと制服の上着をかけてやる。

　片手にはスマホを持ち、スキル・クラフトもあらかじめ起動しておく。

　使わないのを祈るが、万が一の場合に備えて。

「よし……行くぞ」

　意を決し、悠は玄関のドアを開けた。

「在あり真まくん！　おかえりなさ──」

　家に入ってすぐ悠を出迎えてくれたのは、同居人の白しら木き凍とう火かだった。

　可愛かわいらしいパーカータイプの部屋着の上に、家庭的なエプロン。夕飯の支度をしていたのかわずかにカレーの匂いが漂う。長めの前髪の奥では悠の帰宅を心待ちにしていたような極上の笑みが作られており、思わず警戒が吹き飛んでしまいそうになる。

　しかし、その笑顔は一瞬。

　具体的には『おかえりなさ──』までだった。

「い」

　最後の一言を言い終える頃には、凍火の様子は一変していた。

　笑みは消え、無表情となり、目から生気がなくなる。

　大きく見開かれた瞳には、玄関に立つ悠と──

　その後ろのサクリファイスが映っていた。

「誰」

　疑問系ではなく、ただテキストを読み上げただけのような口調。

　問うているのは間違いなくサクリファイスの素す性じようについてであり、もっと言えば──悠とサクリファイスの関係について、であった。

「え。誰。ウソ。在真くんが女の子を連れてきた。在真くんが女の子を。それも年下っぽい女の子を。可愛い女の子を。凍火以外の女の子を。凍火と在真くんのお家に」

「聞け、凍──」

　悠が言いかけたところで、手に持っていたスマホがメロディを鳴らす。

　これは、メッセージアプリで凍火から受信があったのを知らせる専用メロディ。

　凍火はいつの間にか手に持っていたスマホを猛烈な勢いで操作している。

　視線は悠ゆうのほうに固定しているのに。手元のスマホには一いち瞥べつもくれていないのに。

（やばい）

　悠もすぐにスマホを確認した。

　アプリには案の定、凍とう火かから『誰』やら『どうして』といったメッセージが届いている。どんな速度で入力すればそうなるのか、どんどんくる。一秒ごとにくる。

　中でも血の気が引いたのは、『在あり真まくんの上着』『うらやま』なるメッセージだった。

（見誤った……っ！）

　嘆く暇もなく、周囲一体にある変化が巻き起こった。

　その変化とは──冷気。

「在真くん。ねえ、在真くん」

　凍火は悠に呼びかけながら、なおも高速で指を動かす。

　彼女のスマホはスキル・クラフトが起動しており、異能力も発動していた。

「うっ……」

　後ろのサクリファイスが急激な温度変化に身を震わせる。

　悠とて縮こまりたいほどの寒さだったが、目の前の幼なじみがそれを許さない。

　とりあえず近寄ろうとするのだが、玄関から一歩も踏み出すことができなかった。

「ぐっ……」

　見れば──靴の底部分だけが凍結し、床と一体化している。

　靴だけでなく、壁や天井などが部分的に凍結していき、さらなる冷気を発生させた。

（俺の異能力が『改かい竄ざん』なら、凍火の異能力は『凍結』──っ）

　狙った箇所を部分的に凍結させることができる彼女の異能力は、一言で言って脅威だ。

　悠は底が凍ってしまった靴を脱ぎ捨て、冷たい床を歩く。

「在真くん。あのね。今日はカレーなんだよ。在真くんの好きなカレーなの。インドのカレー。タンドリーチキンの。この前お店でも食べたよね。一緒のテーブルで食べたよね。そのときはそんな子いなかったよね。ねえどうして。凍火じゃダメ？」

　凍火はうわ言のようにつぶやきながら、悠を見つめていた。

　その間も、スマホを動かす指は止まらない。室内の凍結箇所はさらに増えていく。

「凍火。俺は──」

「ダメ。とにかくダメ。ダメだからダメ。年下がダメ。年下だけはダメ。在真くんに年下は。ダメなの在真くん。ちっちゃい子だから。ダメだよどうしよう。どうしちゃおう」

　悠が凍火の目の前まで近づいたところで、彼女の視線が動いた。

　悠ではなく、その背後にいるサクリファイスに。

「そうだ。あのときみたいに氷漬けに──」

「聞けってば、凍火」

「ふぁ」

　狂気的な言葉が紡がれようとした寸前──悠ゆうは凍とう火かを抱きしめた。

　咄とつ嗟さの抱擁に驚き、凍火がスマホを取り落とす。

　笑みを失っていた無表情には、羞恥を示す赤色が塗られていた。

「俺はおまえを裏切らない。今日は客を連れてきただけだ。ごはん、作ってくれたんだろ？　ありがとう。みんなで食べよう。二人と、お客一人の三人で」

「ま。またっ。またまたっ。そんなことっ。言って」

「凍火」

「はい」

「俺は、おまえが一緒にいてくれるから生きていける」

　抱きしめたまま、耳元で囁ささやく。

　瞬間──凍火の顔はとろとろに蕩とろけ、口元はふにゃふにゃになった。

「あ、あ、あぁ～……在あり真まくん好き……」

「うん」

　全身から力が抜けてしまったようで、こうなると悠が支えずには歩くこともできない。

　悠は凍火の腰に手を回しながら、ゆっくりとリビングへと誘導する。

　数歩進んでから振り返り、玄関に立ち尽くしているサクリファイスを見た。

「あー……いや」

　なんと説明すればいいものか。

　いや、後回しにしよう。悠は考えることを放棄した。

「深くは訊きかないでくれ。床凍ってるから、スリッパ履いて滑らないようにな」

　スリッパがわからないようで一苦労あったが、どうにかサクリファイスも凍ることなく家の中に入ることができた。
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「さっきはごめんなさい。お客さんなんて珍しいから、取り乱しちゃって」

　三人がリビングのテーブルにつき、凍火はサクリファイスに先の非礼を詫わびた。

　食卓には凍火が用意してくれた夕飯──タンドリーチキン入りのインドカレーが三皿並べられている。彼女のサクリファイスに対する敵意はどうにかなくなったようだ。

「それで、なんでしたっけ。お客さんちゃんでしたっけ」

「……名前はサクリファイスなのです」

「そうでした。ごめんなさい。お客さんのサクリファイスちゃん。うんうん。サクリファイスちゃんはお客さん」

　しきりに『お客さん』という部分を強調する凍とう火か。彼女の中にはサクリファイスが『お客さん』でなければならないなにかがあるらしい。

　悠ゆう自身、察しはついている……というか。

（俺が見知らぬ女性──特に年下と一緒にいたりすると、情緒不安定になるんだよな）

　とは、さすがにこの場では説明できない。

　サクリファイスにとっては、家に招かれたと思ったら初対面の相手にいきなり謎の能力で氷漬けにされそうになった、という恐ろしい出来事に遭遇したことになる。しかも、直前まで異世界侵略を標ひよう榜ぼうする者たちに追われ心身共に疲弊していた状況で、だ。

　警戒は当然のように生まれ、最初は一歩引いている風だったのだが──

「辛い！　し、舌が痺しびれ……あっ！　でもおいしい！　これ、すごくおいしいのです！」

　出された食事を口にした途端、警戒心は崩れ去ってしまった。

　カレーは初めて食べるのか、その強烈な辛さ──悠の好みに合わせて相当な辛口になっていた──に驚きつつも、スプーンを止めない。

「でへへ。なんだか嬉うれしいですね、在あり真まくん。まるで、そう……む、娘ができたみたいな？　ど、どう思いますか!?」

「……うっとりしてるところ悪いが、凍火。真面目まじめな話をさせてくれ」

　悠は凍火に事の次第を話した。

　異世界、魔術師、生いけ贄にえ、〈覇は界かい〉、悠が知り得た情報のすべてを。

　事情を理解していくにつれ、締まりのなかった凍火の表情も引き締められていく。

「在真くんが……なにか、大きな運命に巻き込まれようとしています……！」

　大げさすぎとも思ったが、世界の命運がかかっている以上的外れとも言えない。

「でも在真くん、異世界って……もしかして」

「そうだな。サクリファイス。訊ききたいことは山ほどあるが、まず一つ確認させてくれ」

「はい」

「異世界転生──という言葉に聞き覚えはあるか？」

　悠の質問に、凍火は切なげに目を伏せる。

　それは、本当なら真っ先にしたかった質問だった。

「異世界……転生、なのです？　転生というと、魂の生まれ変わりのことなのですか？」

「心当たりがあるのか？」

「死した魂は新たな肉体を得て生を繰り返す。いわゆる『生まれ変わり』という考え方なのです。とはいえ一部で信じられているだけで、あまり一般的とは言えないのですが……」

「そういう考え方はこっちの世界にもある。まどろっこしいのは抜きだ。単刀直入に訊くぞ。俺たちの世界から異世界──そっちの世界に転生した奴やつはいるか？」

　突拍子もない質問を、しかし悠は大真面目に投げた。

　その強こわ張ばった表情と口調は、質問というよりむしろ詰問。

　問われたサクリファイスは戸惑いを見せ、言葉を詰まらせる。

「そ、そんなの聞いたことがないのです。仮にいたとしても、記憶がないのでは……」

「いいや、記憶はあるはずだ。あのエフェクトのとおりなら、必ず」

「エフェクト……？」

「あいつの異能力は確かに完成していた。だから──」

「在あり真まくん、在真くん」

　続く言葉を紡ごうとして、しかし凍とう火かに遮られる。

「怖い顔してます」

　簡潔な一言が、悠ゆうの感情を抑えつけた。

　……一呼吸置き、無理やり気持ちを落ち着かせる。

「悪い。性急すぎた。忘れてくれ」

　悠はバツが悪そうに席を立ち、空になった食器を片付け始める。

　事情を知らないサクリファイスは、その姿を目で追うことしかできない。

　凍火は一人、明るい笑顔でパンっと手を叩たたいた。

「そうだ、サクリファイスちゃん！　疲れてますよね？　よければお風呂をどうぞ」

「お風呂？　ここで湯ゆ浴あみできるのですか？」

「はいっ。シャワーもシャンプーも自由に使っていいですよ」

「シャワー？　シャンプー？」

「あ、異世界にはシャワーやシャンプーないのかな。じゃあ、一緒に入りましょう」

　サクリファイスの手を引き、バスルームへ案内する凍火。

　一方、悠は流し台の水に手をやり、懸命に自分の中の熱を冷まそうとした。

　過去の不ふ甲が斐いない自分に対する、憤りの熱を。
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「無数の穴から大量のお湯が!?　すごいのです！」

　バスルームなる一室で、サクリファイスは現代の湯浴み文化を体験していた。

　身体からだを清め温めるため浴槽に湯を張り、そこに身を沈める。基本は彼女が暮らしていた世界のそれと変わらないが、この『シャワー』という道具には大いに驚かされた。

「わっ、わっ、わひゃ～！」

　シャワーヘッドなる部分から噴き出す、程よい温度と水圧の湯。

　これが頭から浴びているだけなのに声が出るくらい気持ちよく、全身から疲労感が流れ落ちていくようだった。

「魔術もなしにこんな道具を作り出すなんて……これがアリマの言っていた『科学技術』なのですね。なんだか感動なのです！」

「……感動してるのはこっちもです」

　ちょこんと椅子に座ったサクリファイスの後ろには、凍とう火かが座っていた。

　二人とも浴室に相応ふさわしい、一糸まとわぬ姿である。

　凍火はサクリファイスの洗髪をしようと、彼女の銀色の髪をしきりに指で梳すいていた。

「髪がお湯で濡ぬれて、輝いてる……すごく綺き麗れい。銀髪って、こんな風になるんですか？」

「綺麗……私の髪が、なのですか？」

「髪だけじゃなくて、肌も。傷や汚れはもちろん、なんだろう。素材が違う……？」

「と、トウカ？　手つきが……」

「な、なんだか羨ましい……！　このボディが凍火にもあれば～っ！」

「く、くすぐったいのですトウカ！」

　羨望の眼まな差ざしを向けながら、サクリファイスの身体からだのあちこちを触る凍火。

　押し返すような弾力のある肌はお湯すら弾はじき、煌きらめきを放つ銀髪とも相まって、ある種の美を作り上げていると言えた。

　しかしそれは、サクリファイスにとって褒め言葉に値するものではない。

「……たしかに、元いた世界では私の容姿を指して『美しい』と表現する声はあったのです。でもそれは、意味のない称賛なのです。私は〈翅はね付つき〉の一族なので」

「翅付き？」

　凍火は言いながら、シャンプーとやらが入っているらしい容器に手をかけた。

　先端部分からとろりとした液体が出てきて、凍火はそれを掌てのひらになじませる。

　その状態でサクリファイスの髪に手をやると、銀色の髪が泡立ち始めた。

　すごい。元いた世界にも洗髪剤はあったが、こんな風に瞬間的に泡立つものではなかった──という感動は胸の内に秘め、サクリファイスは凍火の疑問に答える。

「私はなにも、昨日今日でいきなり生いけ贄にえになれと言われたわけではないのです。その運命は、生まれるずっと前から決められていたのです」

「えっ……」

「〈翅付き〉と呼ばれる私の一族は皆、生きる上で一つ役割を与えられるのです。それは権力者を守るための盾だったり、外敵を滅ぼすための剣だったり、様々なのです。私の場合は、それが〈覇は界かい〉のための生贄だったのです」

「生まれる前からって……それじゃサクリファイスちゃんは、赤ちゃんの頃からずっと『侵略のために死ね』って言われてきたんですか？」

「使命でしたので。役割を果たすために生きる。それが〈翅付き〉の一生なのです」

　一族の者を始め、誰も彼もがサクリファイスを『生贄』として扱ってきた。

「魔術師の全盛期は、体内魔力が成熟する十代。その関係で、〈覇は界かい〉の遂行は私が十二歳になったらと決められていたのです。十二歳になったら生いけ贄にえとして死ぬと、そう受け入れながら生きてきたのです」

　髪を洗ってくれる凍とう火かの手つきが優しい。

　生贄といっても決して虐げられていたわけではなく、むしろ丁重に扱われていた。こんな風に他者に世話を焼かれることも多々あった。

　……好意や親切心を向けてくれた人間も、少なからずいる。

　それでも──サクリファイスが生贄であったことには変わりない。

　だから逃げるしかない。

　逃げて、生贄になるより先に死ぬしかないと考えたのだ。

「十二歳になる直前……あることがきっかけで、価値観が変わったのです」

「あることって？」

「隣りん界かい──こちらの世界の光景を、魔術で見たのです。この街とは違う場所だと思うのですが、そこは誰もが幸せそうに暮らす、本当に平和な街で……こんな世界を壊してしまうのはおかしいんじゃないか、と。そんな風に考えてしまったのです」

　髪に付いた泡をシャワーで洗い流したあと、凍火は変わった形と材質の手ぬぐいに、シャンプーとは別の液体を染み込ませる。こちらもすぐに泡立ち、背中を洗ってくれた。

　……優しい花の香りがする。これも科学技術なのだろうか。

「だからサクリファイスちゃんは、こっちに逃げてきたんですね」

「はいなのです。そこを運よくアリマに助けてもらって……」

〈覇界〉を阻止したい。

　自分の使命を、命を投げ売ってでも、この世界を救いたい。

　そのように思い立った末の、今。

　サクリファイスの中には、『生きろ』と言ってくれた悠ゆうの存在があった。

　彼がいなかったら、自分は今頃レオの手で連れ戻されていただろう。

　命の、というだけではない。

　進む先を決めてくれた、恩人だから──

　だからこそ、サクリファイスには悠のあの言葉が気になって仕方がなかった。

「あの、トウカ。さっきのアリマはなにを怒っていたのですか？」

「……湯船に浸つかりながら話しましょうか」

　髪と身体からだを洗い終え、二人は揃そろって浴槽に入る。

　浴槽の広さはだいたい二人分。凍火と二人で入っても窮屈感はそれほどない。

　この家は悠と凍火の二人暮らしのようだし、なるほど合理的な作りのように思える。

　……脱線とはわかっていつつも。

「もしや、トウカとアリマは夫婦なのですか？」

「夫婦ぅ──っ!?」

　訊きかずにはいられなかったことを訊く。

　向かいの位置にいる凍とう火かは顔を真っ赤に染め上げ、見るからに動揺していた。

「ととと、凍火と在あり真まくんは、あの、残念ながらそういうのじゃ……まだ学生ですし」

「なのですか。二人で住んでいるようだったので、てっきり」

「でも！　一緒に住んでるんだし、夫婦っぽく見えちゃいますよね！　でへへ……」

　凍火はまんざらでもなさそうに笑みを作る。締まりのない顔だった。

「…………」

　サクリファイスは少し懸念を抱きつつも、好奇心に駆られこんな質問をしてみた。

「そういえば、アリマに助けてもらったとき抱きしめられたのですが」

「ハイ？」

　瞬間的に、空気が凍りついた。

　凍火の締まりのない笑みが威圧感を放ち、サクリファイスの総身に怖おぞ気けが走る。

　そして凍火は、表情を変えぬまま──なぜかサクリファイスに抱きついてきた。

「トウカ!?　く、苦しいのです！」

「嫉妬より実利を優先しての間接ハグです。あ、たしかに在真くんの残り香が……」

「たった今身体からだを洗ったはずなのです!?」

　男女の機微に詳しいわけでもないサクリファイスにも、なんとなくわかった。

　きっと凍火は悠ゆうのことが好きなのだ。同時に、ものすごいやきもち焼きでもある。

「っっっ!!　こ、こうしていると在真くんに包まれている感覚が……でへへ……」

「想像力が豊かすぎるのですっ！　やめ……やめ────っ！」

　サクリファイスは力を振り絞り、凍火の抱擁を無理やり解ほどいた。

　ぜーはーと息をつきながら、再び凍火と向かい合う。

「あ、あらためて、質問に答えてもらっても？　アリマが怒っていた理由を」

「あ、はい」

　凍火は気持ちつやつやした様子で答えた。

　しかしいざ話し始めると、寂しげに目線を湯船に落とす。

「在真くんは……妹さんを亡くしているんです。それも、自殺で」

「自殺──」

　それは。

　方法の差異こそあれど、サクリファイスがやろうとしていたことと同じだった。

「異世界での魔術師がどういう立場がわかりませんけど……こっちの世界の異能力者って、実はそんなに持て囃はやされるようなものじゃなくて。むしろ社会からは煙たがられているんです。『怪物』なんて呼ばれちゃったりして」

「そんな──あっ。怪物量産企業って……」

「エボルトの蔑称ですね。実際、異能力に目覚めた人たちは現代社会にとっては紛まぎれもなく怪物でした。怪物らしく街を破壊したりとか、そういう事件もいっぱいあったんです」

「でも、アリマは私を助けてくれたのです！　トウカも最初は怖かったけど、いい人なのです！」

「ありがとうございます。だけど、そう思ってくれる人は少なかったんです。みんな、異能力者を恐れました。赤の他人はもちろん、仲のいい友達から、ときどき挨拶するくらいの知り合いまで……それに、実の両親なんかも」

　語る凍とう火かの様子は、少し辛つらそうだった。

「私も、そうでした。この『凍結』の力がきっかけで、取り返しのつかないことをしてしまって……在あり真まくんがいなかったら、こんな風に笑ってお風呂に入ることもできなかった」

　ひょっとしたらそれが彼への想おもいの源なのだろうか、とサクリファイスは思った。

　だがこの場は追及せず、続く言葉に耳を傾ける。

「凍火には在真くん以外に誰もいませんでしたけど、在真くんには妹がいたんです。怪物と呼ばれた自分を人間扱いしてくれる、唯一の味方。たった一人の大切な家族が、その子だったんです。この街に来る前の話ですけどね」

「それがどうして、自殺なんて……」

「その子の異能力が『転生』だったから」

　転生。

　先ほど悠ゆうからの質問にあった言葉だ。

「ある条件を満たした状態で死を迎えると、現在の記憶を保持したまま異世界に転生できる──生まれ変われる。それが在真くんの妹の異能力」

「ある条件というのが、もしかして自ら死ぬことだったのですか？」

「それは在真くんが詳しく教えてくれないからわかりませんけど、たぶん……」

「でも、本当にそんなことが可能なのですか……？」

「わかりません。だから在真くんは、確かめたいんだと思います」

　妹が本当に転生できたのかどうか。

　だから悠は、妹が転生した先──異世界の住人であるサクリファイスに、あんな質問を投げたのだ。おそらくは、転生の成功を願って。

「妹を亡くしてから、在真くんは生きる目的を失いました。少し前までは『このＳ２シティの王になる』なんてキャラだったのに、急に『人生なんて消化試合だ』とか言うようになっちゃって」

「生きる目的……あのアリマが、ですか？」

「なんとなく学園に通って、なんとなく凍とう火かと暮らしてくれて、なんとなくエボルトの依頼を受けて……でも凍火は、たいしたことしてあげられなくて」

「……ひょっとしてアリマは、妹さんのように死のうとしていたのですか？」

「えっ？　ううん。後を追おうとまでは考えてなかったと思いますけど……」

「だとしても……だとしても！　なのです！」

　悠ゆうの言動の理由、その裏に抱えているだろう気持ちまで理解して、サクリファイスは。

　むかっ腹が立った。

　居ても立ってもいられなくなって、浴槽を出る。

「へ？」

　きょとんとする凍火を置き去りにし、サクリファイスは感情の赴くままに動いた。
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　悠の妹──在あり真ま諒りようは、十四歳で人生に幕を下ろした。

　聞けば、サクリファイスは十二歳。容姿や性格は似ても似つかないが、年頃が近いというだけで無意識に重ねてしまい、思い出してしまったのかもしれない。

　という、滑稽な自嘲。

　食器を洗い終え、残ったカレーの後片付けも終えた悠は、一人キッチンで物思いに耽ふける。

（最後に確認できた、諒のスマホ……スキル・クラフトが起動していた画面には、異能力を発動する上でのルールが表示されていた）

　──【最愛の人の目の前で自殺することにより発動可能】と。

　そして事実、諒は悠の眼前で命を絶った。

　二年前のあの日、ビルの屋上から飛び降りた妹の姿は……今でも瞼まぶたに焼き付いている。

（兄貴にトラウマ遺のこしやがって。そうまでして俺に勝ちたかったのかよ）

　なにかにつけて兄に挑戦状を叩たたきつけてくる妹だった。

　異能力を手に入れる以前はゲームで対戦を挑んでくる程度の可愛かわいらしい妹だったのだが、成長するにつれてそのスケールはどんどん大きくなっていった。

　悠はそんな諒の挑戦をすべて受け、兄の威厳を守るべく無敗を通した。

　この街に移り住んでからは、『どちらが先にＳ２シティの王になるか』を競いもした。

　そしてそれは、諒との勝負の中で唯一、決着がつかなかった勝負となってしまった。

　いや──諒の死によって悠はＳ２シティの頂点に立つという気概を失ってしまったのだから、負かされたも同然だ。ジャッジはドローだとしても、精神的には敗北している。

（『転生』なんていう汎用性ゼロの異能力を手に入れて、死という最悪以上のリスクを背負い、あまつさえ転生先には存在するのかもわからない異世界を選んだ。そして、その異世界はこっちの世界を侵略しようとしている……）

　諒りようは遺書もなにも遺のこしていない。

　屋上から飛び降りるその直前にも、その心理はまったく説明してくれなかった。

（わからねえ。諒──おまえはいったいなにがしたかったんだ？）

　なにを求めて異世界転生など望んだのか。

　もしも。

　もしも彼女が本当に、異世界への転生を果たしているのだとしたら──

「アリマ！」

　思索を吹き消すように、リビングに入り込んでくる声。

　幼い少女特有の甲高い声音が、悠ゆうの視線を誘導し──あがっ、と口を開けさせた。

　凍とう火かと一緒に入浴していたはずのサクリファイスが、そこに立っていたのである。

　バスタオル一枚を身体からだに巻いただけの、扇情的な姿で。

「おまえ……服を着ろ！」

「服はトウカによって洗濯機とやらに放り込まれたのです！」

「ほ、放り込んでませんよぉ！　丸洗いしていいかどうかわからなかったからとりあえず畳んで置いただけです！」

　バスルームのほうから凍火の声が響いてくる。慌てたような口調からして、サクリファイスがバスタオル一枚でここにいることには関与していないようだ。
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　あらためてサクリファイスと向き合う。

　身長の低さが幸いしバスタオルだけでも隠すべきところは隠せているが、問題はそういったところにはない。

　お湯に濡ぬれて輝く銀髪。わずかに上気した白くつややかな肌。

　離れていても漂ってくる椿つばきオイルのシャンプーの香り。

　身体からだの凹凸のなさや容姿の幼さなど関係なしに、その美しさは暴力的といえた。

「──っ」

　一瞬、我を忘れて見み惚とれる。

　らしくもない反応をしてしまっていると自覚しながら、悠ゆうは言葉を探した。

「アリマは私に生きろと言ったのです！」

　そんな悠を制するように、サクリファイスが強く言い放った。

　拳を固く握ったその姿勢からは、今にも爆発しそうな感情の波を感じる。

「全部を投げ出すのは、命を落としてからで遅くないと。そう言ってレオから守ってくれたのに……そんなアリマが、生きる目的を見失っているだなんて。なんか……なんか……」

「……なんだよ」

「なんかイヤなのです！」

　サクリファイスが叫ぶ。

　あれは、悠としては何気なく発した言葉だった。異世界に転生した妹を追い求める方法などないと諦め、無気力に暮らしていた自分自身への自嘲の意味も強い。

「うまく言葉にできないけど、なんかイヤなのです！　あのときのアリマは格かつ好こ良くて、暖かくて！　アリマのおかげで、生きようと思えたのです！　生きていいんだって、嬉うれしくなってしまったのです！」

　だがその言葉が、自死を選ぼうとしていた少女に想像以上の影響を与えていたようだ。

　悠自身、サクリファイスの言いたいことや内に抱えている感情は、なんとなくわかる。

　その上で、やはり諒りようとは正反対──むしろ凍とう火かのほうに似ている、と思った。

（自分の命で、見ず知らずの世界を守ろうとしたんだ。今さらな気づきだな）

　端的に言って、お人ひと好よしのおせっかいなのだ。この少女は。

「だからアリマにも、きちんと生きてほしいのです！」

「別に死のうだなんて思っちゃいねえよ」

「しっかり意志を持って生きてほしいのです！　消化試合なんて言わず！」

「将来を見据えろとでも言うつもりか？　現代の若者に無む茶ちや言うぜ」

「無茶でもなんでもやるのです！　転生した妹さんを探したいというのなら、私も全力で協力するのです！　だから……だから……！」

　いろんな感情が渦巻きすぎてめちゃくちゃになっている少女に、悠ゆうはため息をつく。

　そして一旦視線を外し、バスルームのほうに声を投げた。

「おい凍とう火か。おまえ、諒りようのことサクリファイスに喋しやべったな？」

「ご、ごめんなさい！　でも、在あり真まくんからは言い出しづらいかと思って！」

「さすがだよ」

　悠が生きる目的を失っていたなど、そんなことを知っているのは凍火しかいない。

　状況的に幼なじみが過去を語ったのは明白だ──正直、助かる。

　悠はリビングのソファに腰を下ろし、サクリファイスの目を見て言う。

「別にあらたまって宣言しなくても、協力はしてもらうつもりだ。なにしろ、おまえはここにそうして立っているだけでも、俺の目的に協力していることになっている」

「えっ？　ど、どういうことなのです？」

「魔術学院とやらはおまえを狙ってんだろ？　一人目は退けたが、追手はまだ来る。違うか？」

「違わないのです。期間は空くかと思いますが、学院が諦めるとは思えませんし……」

「なら問題ない。俺はおまえを狙ってやってくる異世界の奴やつらを締め上げ、勝手に欲しい情報を手に入れる。尋問でも拷問でもなんでもしてな」

「ご、拷問って」

「要するにおまえは魚釣りの餌だ。竿さおは餌を食われる前に上げてやるから安心しろ」

「あっ！　そういえばレオのことを情報源と……！」

「そういうことだ」

　入手したい情報は、異世界転生した諒のその後。

　サクリファイスが知らずとも、いずれは知る者が現れるかもしれない。少なくとも異世界という足がかりが掴つかめたのだから、それは十分、生きるための目的に値する。

「なんだったらこっちから異世界に出向いたっていいくらいだ。それは可能か？」

「私の力では無理なのです。他の魔術師なら……私を連れ戻すには準備に半日くらいかかる転移魔術の儀式が必要なので、それを使えばあるいは」

「ならわざとおまえを攫さらわさせて、その儀式を利用する手もアリだな」

　悪っぽく口角を上げる悠に、サクリファイスは一歩身を引く。

「……じゃあ、それでいいのです！」

　しかし表情の曇りは晴れ、清すが々すがしい声でそう言った。

「私はもう死ぬとは言わないのです。自殺のような真ま似ねはアリマが嫌がるので」

「おい。勝手に人の気持ちをわかった風になるな」

「その代わり、アリマには私を守ってもらうのです！　アリマは私を餌にして妹さんの情報を手に入れる。私はアリマに守ってもらうことで〈覇は界かい〉を阻止する。お互いにいいことずくめなのです！」

「……思ったよりいい性格してんな、おまえ」

　悠ゆうはサクリファイスに対する認識を少しだけあらためる。

「わかったよ、お姫様。騎士役なんて柄じゃねえが、せいぜい利用させてもらう」

「はい。利用しやがるといいのです」

　これは、契約だ。

　世界の命運になど興味はないが、必要であるならついでに守る。

　壮大な使命を背負うつもりもなく、悠はただ己の目的のために、生きると決めた。





　　　　◆　◆　◆






　一方その頃、脱衣所の凍とう火かは。

「っっっ!!　どどど、どうしよう……どうしよう！　サクリファイスちゃんがバスタオル一枚で在あり真まくんのところに……っ！　と、凍火も？　い、いっちゃう？　よ～し…………ムリムリムリムリムリ！　二人暮らしなんだから、そんな大胆な真ま似ねできたらとっくにどうにかなってるもぉ～ん！」

　濡ぬれた裸体で飛び跳ねながら、乙女ゆえの葛藤を繰り広げていた。
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　──世界には数多あまたの国々が存在するが、権力を持つのは魔術学院ただ一つである。




　その教育機関を語る際は、やや誇張気味にそう表現されることが多い。

　純然たる事実として、魔術学院以上の権力を持つ組織や国家など存在しないためだ。

　世界中から人種問わず才能ある若者を集め、魔術師としての教育を施す学まなび舎や。

　そして同時に、世界の趨すう勢せいを決める国家機関ならぬ世界機関。

　それこそが魔術学院であり、この世の中枢ともいえる場所。

　そんな魔術学院で、ある事件が起こった。

　十年以上昔から計画され、綿密に進められてきた〈覇は界かい〉──〝隣りん界かい〟と呼ばれる別世界への侵攻計画が、重要人物を欠いたことで中断せざるをえなくなった。

　即すなわち、隣界との扉を開く役割を担っていた生いけ贄にえ役、サクリファイスの逃亡である。

（愚かな。使命からは逃れられない）

　──魔術学院が誇る魔力石造りの廊下を、二人の男女が黙して進む。

　先頭を行くのは背の高い銀髪の少年。

　暗色系のシャツにネクタイをしっかりと結び、皺しわのないズボンを穿はいていた。

　フードの付いたローブは白色で、一切の汚れがない。服装からして厳格な性格がにじみ出ていたが、それより特筆すべきはその容姿である。

　容姿端麗。だが無意味だ──親しい友人に限り『ガディ』と呼ばれるその少年は、他者からよくそういった評価を受ける。

　顔立ちの良さは誰もが美と認めるほどだが、それが称賛や羨望に繋つながることはない。

　これは決して嫉妬などではなく、彼の存在理由がそうさせていた。

（俺は守護者であり──おまえは生いけ贄にえなのだから）

　足早に歩くガディの後方には、少女が続く。

　二人はある一室にたどり着き、先頭のガディが扉を軽く叩たたいてから揃そろって入室した。

　そこは、学院の医務室である。

　訪問の目的たる人物はベッドの上に寝かされ、ギラついた目つきでガディを見やった。

　ガディもまたその視線に応じ、ベッドの上の人物──レオ・ニードハルドのもとまで近寄って、声を掛ける。

「強いのか？」

「俺様よりは弱い」

　レオが尊大に言い放つ。

　その腹部に、赤色の果実が落ちた。

「ごふぅ!?」

　落ちた、というより投げつけられた。

　当然の反応として、レオは痛みに悶もん絶ぜつする。

「バーカ。アンタのが弱いから、みっともなく逃げ帰ってきたんでしょうが」

　見舞い品の果実を投げて渡した犯人は、ガディの後ろにいた少女だった。

　ガディやレオと同じく、暗色系のシャツとネクタイといった服装。しかしサイズが窮屈なのか、ネクタイを緩め胸元は大胆に開けられていた。

　下はズボンではなくスカート。こちらは太ももを見せつける意図でもあるように短くされている。本来上から羽織るべき茶色のローブは、腰に巻き付けていた。

　名は、ロズメルカ・グランサード。

　彼女は左右二つに結った赤髪を尾のようになびかせ、ベッドの隅に腰を下ろす。

　レオは苛いらつきを隠そうともせず、彼女の若葉色の瞳と向き合った。

「逃げてねえ！　強制帰還の術式のせいで無理やり帰されたんだ！」

「だからボコボコにされたからでしょ。ユエルちゃーん。このバカの容態どんな感じ？」

　ロズメルカが尋ねると、医務室の奥から小柄な少女が顔を出した。

　ガディら三人と同じく、魔術学院の制服を身にまとった学院生である。

　ただしシャツの上はフード付きのローブではなく、白衣を羽織っていた。これは彼女が学院生であると同時に、養護教諭を務めているためだった。

「ふむ」

　ユエルと呼ばれた眼鏡の少女は年齢もまだ十三歳で、十七歳のガディたちよりも幼い──が、この学院内において年齢など意味はない。最低限、十代であるならば。

　ユエルは極めて事務的に、ロズメルカの質問に答えた。

「顔面を強打され、口の中が切れております。殴り飛ばされた際に頭を強く打ったようで、帰還直後はふらふらな状態でありました。身体からだも捻ひねったらしく腰を痛めております」

「うわっ、ダッサ」

「ぐぬっ……」

　ユエルは嘘うそをつかない。ロズメルカの辛辣な一言にレオが言い返せないでいるのも、事実の裏付けとなる。

　殴られて敗北した──火属性の魔術に長け、〈爆ばく焔えん狂きよう〉とまで呼ばれるほどの実力者であるレオ・ニードハルドが、だ。

「魔術を封じられたと聞いた。確かか？」

　ガディは最も重要な事柄を問う。

　レオは少しだけ沈黙したあと、苦々しい表情で口を開く。

「……本当だ。だが、こっちに戻ってきたらまた使えるようになってた」

「一時的なものだったということか」

「念のため、わたくしが解呪の儀式魔術を施しております。魔術ではないと思われますが、なにをされたかわかりませんので」

「おかげで寝台から動けねえ」

　ガディが見ても、レオにそれほど酷ひどい外傷はない。骨も折れてはいないようだ。

　しかしユエルの言うとおり、見えないなにかをされている可能性はある。

　そのための対処が、部屋の天井──碧みどり色いろに輝く球形をした、彼女の契約精霊だろう。

　彼女のそばには、〈窓ウインドウ〉も現れている。

　契約精霊の顕現、そして〈窓〉の展開は、魔術の発動を意味する。おそらくはガディたちが駆けつけるより前から、魔術による治療行為を行っているのだろう。

「魔術封じの方法は？」

「こっちが知りてえよ。確かなのは、ユエルちゃんが言うとおり魔術じゃねえ。野郎、俺様の〈イフリート〉を見てビビってたしな」

「そこ、ウソくさくなーい？　ゼッタイ脚色してるでしょ」

「茶々を入れるな、ロズメルカ。レオ、続けてくれ」

　小馬鹿にした態度のロズメルカを制し、ガディはレオの言葉を待つ。

「前兆はなかった。なんの前触れもなく、いきなり魔術が使えなくなったんだ。〈窓ウインドウ〉に表示されているどの魔術を選んでも、〈イフリート〉はうんともすんとも言わねえ。しまいには〈窓〉に小せえ契約精霊みたいなのが──ちょうどロズメルカの〈ノーム〉みてえのが現れて、俺様が修得している魔術を全部喰くらっていきやがった」

「へえ。相手の〈窓〉に契約精霊を顕現させるなんて、聞いたことないわね」

「魔術に対抗しうる力を持っているのは間違いない、か……他に気づいたことは？」

　ガディの問いに、レオは考え込む。

　彼は短気だが、ロズメルカが言うほど馬鹿ではない。観察力と記憶力は、学院内でもむしろ優秀なほうだ。

「……そういや、なにか持ってたな。掌てのひらに収まるくらいの薄い板だった」

「板ぁ？　なにそれ。武器？」

「俺様が知るかよ。わかんねえが、武器とは違う。ただずっと手に持ってて、〈窓〉みてえに指で操作しているようにも見えたな。ああそうだ、俺様が魔術を使えなくなったことを指して、これは『ハッキング』と言う、とか講釈垂れてもいやがった」

「魔術封じの板に、ハッキングか……」

　ガディらに思い当たるものはない。だが単純に考えれば、それはこちらの世界にはない──隣りん界かいが保有する技術なのだろう。

　問題は、それがこちらの保有技術である魔術と比してどうかという点。

　レオは魔術を封じられるという最悪に等しい結果を与えられたようだが──と、ガディは思索を巡らせる。

「ま、とりあえずアンタは惨敗に終わったんだから、負け犬ちゃんはおとなしく寝てれば？　あとはアタシとガディがやるからさ」

「うっせえな、わかってるよ。あのクソ野郎をぶっ殺してえのは山々だが、決まりは決まりだ。黙って引き下がってやる」

「……そういえば、まだ肝心のクソ野郎とやらの詳細を聞いていなかったな。どんな奴やつだ？」

　思索を打ち切り、ガディが問う。

　敵の能力も気になるが、敵そのものの人柄に関する情報も必要だ。特に、なぜサクリファイスを守ったのか。行動の裏に潜む心理を読み解ければ、攻略も容易になるはず。

　レオは再び苦々しい表情を浮かべ、敗北の記憶を呼び起こす。

「死んだ魚みてえな目をした陰気な男さ。歳としは俺らと同じくらいだな。名前は……アリマだ。アリマ・ユウ」





　　　　◆　◆　◆






　医務室を出たガディとロズメルカは、中庭沿いの通路を歩く。

　見事な芝生と手入れの行き届いた庭園、多くの学院生が小休止したくなるような景観には目もくれず、ガディは歩みを速める。ロズメルカもしっかりその歩調に合わせてきた。

「アリマ・ユウねー。なんのつもりでサクリファイスを庇かばってたんだか。あっ、あの子も顔はいいし、案外一ひと目め惚ぼれとか？」

　冗談めいた口調で言うロズメルカだったが、ない可能性とも言い切れない。

〈翅はね付つき〉の存在理由など知らぬ隣りん界かい人からしてみれば、サクリファイスはただの儚はかなげな少女に映るだろう。思わず守ってしまいたくなるほどに。

「サクリファイスも、今頃はどんな気持ちで別世界にいるのかしらねー。まさかこれで助かった～なんて思っちゃいないだろうけど。レオもしっかり予告したみたいだし？」

「……そうだな」

　ガディは医務室を出る直前、レオが口にした言葉を思い出す。

　──「そうそう。サクリファイスには言っておいたぜ。次はガディが行く、ってな」

　強制帰還が発動する瞬間に、そう言い残してきたそうだ。

　サクリファイスは絶対に連れ戻さなければならない。そしてレオに続く奪還役が、ガディ──わざわざ予告せずとも、サクリファイスならそう思い込むだろう。

　なにせガディは、サクリファイスの護衛役。

『彼女が生いけ贄にえとしての責務を果たすまで守り抜く』という大命を背負った身なのだから。

（その上で逃げられているのだから、世話はない）

　心中で己を叱責する。

　同時に、だからこそこの手で連れ戻さなければとも思う。

　──「ガディ。おまえは俺が認める唯一絶対のライバルだ。負けんなよ」

　先んじてサクリファイスを追った友人──当時ガディは別件で手が離せずすぐに追うことができなかった──は、退室間際にそんな激励をくれた。

　ライバル。そう評してくれるのは魔術学院の中でもただ一人である。

（嬉うれしくも困ったものだな）

　レオとは入学当初からの付き合いで、最初は彼が喧けん嘩かをふっかけてきた。

　ガディはそれを返り討ちにし、以後何度か再挑戦を仕掛けられるも結果は変わらず、レオも諦めず……といったことを続けていたら、いつの間にか友人関係が築かれていた。

　後ろのロズメルカも、似たようなものである。

　ガディを友と慕ってくれる者は少ない。中でも、この二人は特別だ。

　だからこそ信じてくれた友に報いなければならないと思うし、大切にしたいとも思う。

「隣りん界かいに渡れるのは二人まで。たしかサクリファイスはそう勘違いしてるのよね」

「ああ。だが事実は、サクリファイスを含め三人だ」

　これはガディ自身、今日初めて知った情報である。

　隣界への転移、そして滞在は最大二名まで──長らくそう認識していたが、魔術学院を統べる〝王〟から直々に、実際には三名まで渡れることを教えられた。

「おそらくはこういった裏切りを想定し、事実を秘めておられたのだろう」

「あはっ。おかげでサクリファイスに油断が生まれるわけだ。追手がガディとアタシ、まさか二人も来るはずないって油断が」

「……ロズメルカ。悪いが、君は外れてくれ」

「はあ？」

　ガディは歩みを止め、後ろのロズメルカに話しかける。

　赤髪の少女は不服そうに眉根を寄せた。

　隣界への扉を開く儀式魔術の発動には数日を要する。追手として向かうのは二人──予定では、ガディとロズメルカがサクリファイス奪還の任に就くことになっていた。

　しかし、ガディはその予定を変更し、ロズメルカに退けと言う。

「敵の能力は未知数だ。もし魔術を封じる力がなんの制約もなく使えるのだとしたら、サクリファイスの奪還には大きな危険が伴う。だとしたらロズメルカ、俺は君を──」

「ガディ」

　大切な友を思っての進言は、しかし逆にロズメルカの怒りを買った。

　赤髪の少女はまっすぐガディに歩み寄り、通路の壁側まで追いやる。

　中庭からの日差しが当たらない陰に移動し、銀髪の少年のネクタイを掴つかんだ。

「今は二人きりよ。相応ふさわしい呼び方があるんじゃないかしら？」

　神経質なほどに固く結ばれたネクタイが伸び、わずかに首筋が露出する。

　ガディは表情を変えない。

　ロズメルカの勇ましいような不機嫌なような目つきで睨にらまれて、無神経──というわけでもない。その心情は察していた。

　なればこそ、求められている名を呼ぶ。

「……メル」

「よろしくてよ、我が愛いとしの男」

「君が俺をガディと呼んでくれることには、君の語る愛で応えたい。だがその前に、〈翅はね付つき〉としての俺の名はガーディアンだ。この命は、サクリファイスを守るために在る」

　ガーディアン。

　本来の名はそちらであり、ガディとはロズメルカが名付けてくれた愛称に過ぎない。

　生まれたときから存在理由が決定されている〈翅はね付つき〉の一族──ガディは、いずれ生まれてくる生いけ贄にえの少女を守護する役割を与えられ、その名を付けられた。

「承知の上よ、愛いとしのガディ。アナタの人生は、サクリファイスが生贄としての務めを果たすまで彼女を守り抜き、〈覇は界かい〉を成し遂げるためのもの。ただそれだけの、つまらない人生──だけど、その後の人生はアタシがもらう」

　この世界に住まう者の多くは、〈翅付き〉は使命を果たすための物だと断じる。

　だがロズメルカは、そんなガディを愛すると言ってくれた。

　グランサードという高名な貴族の出でありながら、本来愛欲の対象にはない〈翅付き〉を愛すると言ってくれたのだ。




　──アタシはアナタを人間にする。




　彼の使命の終着点、〈覇界〉を成し遂げた暁には、グランサードの家名を与え〈翅付き〉の名を返上させると──自らの立場など度外視で、そう誓ってくれた。

「今さら確認するまでもないはずよ。アタシはアナタのために。覚悟の証明が必要なら、口づけの一つでもしてあげましょうか？」

「いいのか？　俺は君を使うぞ」
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「それが必要なことなら、どうぞお好きに。アタシは喜んで愛する男の駒になるわ」

　ロズメルカの赤い唇から、大胆な言葉が出る。

　ガディもまた大胆に、その想おもいに応えることにした。

　彼女の腰に手を回し、優しく抱き寄せる。

「メル……もっと近くに」

「やん。情熱的ね、ガディ」

　豊満な胸を押し付け、体重を預けてくる彼女をさらに優しく包み込み──唱える。

「〈メタトロン〉」

　──抱き合う男女の傍かたわらに、白い軍服を纏まとった仮面の男が顕現した。

　さらに手元には、修得している魔術などを載せた情報領域──〈窓ウインドウ〉が浮かび上がる。

　ガディはロズメルカを抱いたままそちらに指をやり、続けて唱えた。

「〈防げ聖盾ゼア・ブラド〉」

　瞬間──壁際にいた二人と仮面の男を覆うようにして、無数の盾が出現する。

　そして一秒も間を置かず、盾目掛けて──本来はガディとロズメルカを目掛けて──殺意が殺到した。

　炎弾、水流、岩石、光線、瘴しよう気き、そのことごとくを盾が防ぐ。

　いずれも魔術による攻撃だ。

　突然の攻撃がやんだ頃合いを見て、盾が消失する。

　しかし〈窓〉と契約精霊たる仮面の男──〈メタトロン〉は消えず、ガディは中庭に立つ集団を見た。腕の中では、ロズメルカが不機嫌そうにしながら同じ方向に視線をやる。

「あーあ。せっかくガディが愛を囁ささやいてくれてたのに」

「団体でなんの用だ？　ヒューバート・アインス」

　目視した集団の人数は、六人。

　全員がガディやロズメルカと同様に魔術学院の制服を着込んでいる。ただし魔術の属性を現すローブの色だけが、赤、青、茶、緑、白、黒とそれぞれ分かれていた。

　傍らには外見様々な契約精霊が顕現済みで、もちろん〈窓〉も展開されている。

「睨にらむなよ。別に逢あい引びきの邪魔をしたかったわけじゃない」

　六人の中心人物とみられる緑色のローブを羽織った少年──ヒューバート・アインスが、挑発的な態度で呼びかけに応じる。

「聞いたぜ、ガーディアン。お友達の〈爆ばく焔えん狂きよう〉がしくじったそうじゃないか」

「そうだな。だから？」

「生いけ贄にえ一人連れ戻すのに難儀しているみたいだから、代わってやろうかと思ってね」

　叱責と提案、それらの前に仕掛けられた奇襲。

　とても穏便な交渉を求めているとは思えず、ガディは厳格な態度でこれに答えた。

「不要だ。サクリファイスは俺とロズメルカの二人が追う」

「護衛対象である生いけ贄にえに逃げられた守護者サマと、グランサードの不良娘の、二人でか？　おいおい、隣りん界かいに駆け落ちでもしに行くのかよ！」

「下世話な挑発はやめろ、ヒューバート。それに、次の転移で隣界に渡れる定員は二名までだ。代わってやると言うわりには、人数が多いようだが？」

　他五人の顔は覚えている。全員、ヒューバートの取り巻きだ。

　魂胆は見え透いているが、向こうは数の利を得たことで安心しているのか、語る場を設けたいらしい。

「なに、ちょっとした勝負の最中でね。俺が隣界へ向かうのは決定しているんだが、もう一人の枠は『誰が守護者サマの首を取れるか』で決めることにしたんだ」

　ガディは嘆息する。

（目的はサクリファイス奪還の資格、その強奪か）

　先にガディが口にしたとおり、次に隣界へ渡れる人数は決まっている。ヒューバートは実力でその枠を奪い取ろうというのだ。数に物を言わせての奇襲という方法で。

　卑ひ怯きようとなじることはできる。が、意味はない。

　ここ魔術学院では、魔術師としての力量が地位に直結する。

　貴族の出であろうが王族の出であろうが、強さこそが権力だ。

　そして強さの基準とはなにか。

　答えは単純明快──『死ななければ強い』。

「なにしろあの〈爆ばく焔えん狂きよう〉がやられただろ？　あの汚い言葉遣いで他人を威嚇することしか能のない雑ざ魚こが。ここにいるみんなの実力は彼以上だが、証明の必要もあると思ってね」

　ガディは眉根を寄せる。

　それに対し、ヒューバートは下卑た笑みで答えた。

「悪いね。早いもの勝ちだから、こんな風に一斉に仕掛ける形になってしまったようだ」

「謝る必要はない。弱肉強食。それがこの魔術学院の法だ」

　何人がかりであろうと、殺せば強い──死ねば弱い。

　弱者に権利はなく、勝者にこそ権利は与えられる。ここでガディたちが殺されるようなことになれば、サクリファイス奪還の役目はヒューバートたちに移るだろう。

　そこに異を唱える者は、いない。

「寛容で助かるよ！　じゃあさっそく、隣界行きの資格と命をもらおうか！」

　ヒューバートが号令するように手を挙げた。

　すると他の五人が一斉に、自分の〈窓ウインドウ〉に指を走らせる。

　各々発動する魔術の名を口にし、契約精霊から五種の攻撃が放たれた。

　直後──それを防ぐための盾が出現する。

　攻撃を放った五人の魔術師、それぞれの半歩分ほど目の前に。




　死は一瞬だった。




「……は？」

　唯一、攻撃を仕掛けなかったヒューバートのみが生き残り、唖あ然ぜんとする。

　なにが起こったのか。

　ヒューバートはさっきまで生きていたはずの五つの死体を見て顔を青くしている。

「〈弾き[image: ]て聖盾ゼア・レブス〉──再度言おう。一切の謝罪は必要ない。貴様は肉を食らう立場にはないからだ」

　あの一瞬、ガディは防御魔術を行使した。敵魔術師の攻撃する瞬間に合わせ、相手の眼前に攻撃を跳ね返す盾を出現させるというだけの、単純な防御魔術だ。

　結果──灼しやく熱ねつの炎を放った魔術師は上半身を消し炭にし、死亡。

　超圧縮した水を放った魔術師は顔面に穴を開け、死亡。

　召喚した岩石を放った魔術師は右半身を粉砕し、死亡。

　高熱の光線を放った魔術師は左半身を消滅させ、死亡。

　猛毒の瘴しよう気きを放った魔術師の下半身は骨だけになり、死亡。

「俺の〈弾き[image: ]て聖盾〉は弾はじき返した魔術の威力を数倍に高める効果も持つ。苦しむ間はなかったはずだ」

　言いながら、ガディは中庭のほうに歩を進める。

　ただ一人残されたヒューバートは、なおも顔面蒼そう白はく。傍かたわらには屈強な姿をした契約精霊が佇たたずんでいるし、〈窓ウインドウ〉も展開されている。だというのに、彼は動けなかった。

　あたりまえだ。

　ガディがこんな攻撃的な防御魔術を使うなど、彼は知り得なかったのだから。

　どんな攻撃を仕掛けたとて、数倍の威力で跳ね返される。半歩先で跳ね返る攻撃など回避のしようがない。己も仲間たちのように死ぬ──相手の恐れは手に取るようにわかった。

「どうした？　魔術を撃たないのか。貴様は風の攻撃魔術を得意としていたはずだろう」

「あ……うっ……」

「それで俺の身を刻んでみろ。もしくは四肢を吹きとばせ。肉体が風化するまで風の檻おりに閉じ込めてもいい。標的は貴様のもとまで歩いていくぞ」

　ガーディアンは防御に特化した魔術師であるため、攻撃は不得手である。

　大方、ヒューバートはそんな表面的な情報を鵜う呑のみにし、襲撃に踏み切ったのだろう。

　情報そのものは事実だが、ガディの防御魔術の熟達具合は彼の想像の範はん疇ちゆうになかった。

「ひっ……アァアァ！」

　それでもヒューバートは、恐怖を叫びでねじ伏せ、足を動かす。

　いや──動かせない。

　芝生を踏んでいたはずの彼の足は、いつからか地面に沈んでいた。

　足もとには小人が三体。

　踏み潰せそうなほど矮わい小しようなそれは、土属性の契約精霊だった。

「な、なんだよこれ！　足場が……っ！　くそ、ちくしょう！　おまえかグランサード！」

　ガディの背後で、ロズメルカが口笛を吹く。手元では〈窓ウインドウ〉を操作していた。

　彼女の魔術により逃げる選択肢を失ったヒューバートは、いよいよ攻撃しか打つ手がない。しかし結局〈窓〉に手を伸ばせず、そうこうしている間に。

　眼前に、ガディが立った。

「攻撃を仕掛けることもできないとはな。貴様が侮辱した俺の友なら、反撃を恐れず向かってきたぞ」

　恐怖ですくみ上がり、もはや返事もできない。

　ガディはならば不要だなと言わんばかりに、ヒューバートの喉元を掴つかんだ。

「がっ……！」

　うめき声が一瞬、そのままヒューバートの身を持ち上げる。

「地位と名誉のために、功績を得ようとする。結構なことだ。だが、俺もサクリファイスも生まれ持った使命を背負っている。学院を、国家を、この世界を救うための使命──〈覇は界かい〉に名乗りを上げるのであれば、それを凌りよう駕がするほどの実力と野心を備えてこい」

　使命の重さを説き、握る手にさらなる力を込めて。

　首の骨を折った。

　……感慨もなく死体を放り捨てる。振り返って元の位置に戻ろうとすると、ロズメルカは微笑ほほえみながらガディに語りかけた。

「ねえ、ガディ。アタシにももう一度宣言して。アナタの果たすべき使命とはなにか」

「サクリファイスを守ること──そして」

　ガディは己にも言い聞かせるようにして、気を引き締める。

「サクリファイスを生いけ贄にえにし、魔術学院の総戦力をもって隣りん界かいを獲とる。それこそが〝王〟の望む〈覇界〉であり、俺が果たすべき使命だ」

　なによりも使命を重んじるからこそ。

　己はもちろん、同じ〈翅はね付つき〉の一族であるサクリファイスにも責務は果たさせる。

「うん。さっさと果たしてアタシと共に生きましょう」

「約束はできない」

「もう、つれないの」

　ロズメルカはガディの腕に抱きつき、共に使命への道を歩み進んだ。





[image: ]




　Ｓ２シティの中心区画に聳そびえる、巨城のごとき巨大建造物──エボルト本社ビル。

　その、十八階応接室。

　在あり真ま悠ゆうはサクリファイスと二人でソファに腰掛け、テーブルを挟んで一人の男性と向かい合っていた。

　髪は短く、眼鏡は黒縁、着衣はスーツと、模範的なサラリーマンといった風体の人物だ。

　本名は覚えていない。歳としは三十過ぎで、やはりはっきりとは覚えていない。

「はじめまして、サクリファイスさん。僕のことはどうぞ気軽に窓口とお呼びください」

　常の呼び名は、本人が言うとおり窓口。

　これは主に『仕事を含む厄介事の窓口役』と言う意味であり、悠がエボルトに話を通すときは、まず彼に報告することになっている。

（エボルトがどう出るかは未知数だったが……黙ったままこじらせても面倒だしな）

　サクリファイスがこちらに転移してきてから一夜明けた、午前のことである。

　悠は異世界のことを街の管理者であるエボルトに報告するか否か考えた末、包み隠さず話すことに決めた。その気になればサクリファイスの存在を隠し通すことも可能ではあったが、単純に労力が惜しい。

「は、はじめましてなのですっ！　サクリファイスという者なのですっ！」

　悠の隣に座るサクリファイスは、凍とう火かのお下がりのパーカーとスカートを着用し、銀髪の派手さを少しでも抑えるようキャスケット帽を被かぶっている。

　日が昇りより鮮明になった街並みや、見慣れぬ格かつ好こうをした街の人々、それにこのエボルト本社ビルの外観や内装に圧倒されて、すっかり緊張してしまっているようでもあった。

（きっと、宇宙人の基地にでも連れてこられたような感覚なんだろうな）

　昔見たそんな映画を思い出しながら、悠は出されたお茶を飲む。

　そして、平静を保ちながら一部始終を語った。

　昨日の夜の出来事──異世界から来訪した魔術師との戦闘、その顛てん末まつ、それらの背景、Ｓ２シティが今現在置かれている状況と今後起こりうる問題について。

　窓口を名乗る男はときどきオーバーリアクションやつまらないジョークを交えながら、しかし取り乱すことなく悠の話を聞き終えた。

　薄い笑みを纏まといながら、所感を語る。

「驚きましたよ。まさか『街猫』の騒動の裏でそんな事件が発生していたとは」

「『街猫』？」

「在あり真まさんが捕まえた泥棒ですよ。異名です」

「ああ」

　サクリファイスを発見するきっかけにもなった、あの『電撃』の異能力者だ。そういえばそんな情報があった気もするが、覚えていない。興味がなかった。

「それにしても、異世界ですか。実は最近、その手のゲームにハマっていましてね。休日は一人で限定クエストを周回したり──」

「隙あらば自分語りすんのやめろ。アラサーの休日に興味はねえ」

「ですか。とほほ」

　今日日聞かなそうな言葉を口にしながら、窓口は肩を竦すくめる。仕事はきちっとこなす人間というのが彼への印象だが、この壊滅的なユーモアセンスだけは理解できなかった。

「ともかく、事情は把握しました。そちらのサクリファイスさんの滞在を許可します。必要ならば住居も用意しましょう。その他、要望があればなんでも言ってください」

「あ、ありがとうなのですっ。でも、いいのですか？　この街は余よ所そ者ものに厳しいと聞いたのですが……」

「特殊な街ですからね。本来なら厳しい手続きが必要です。ですが、在真さんの頼みなら断るわけにはいきません。なにせ彼は当社のＶＩＰですから」

「びっぷ……？」

「ＶＩＰがわからなければ裏番などどうでしょう？　古いですかね。裏ボス……それとも影の権力者とか？」

「おい」

　悠ゆうが睨にらみを利かせて凄すごむ。だが窓口は軽く笑い、言葉を続けた。

「いいじゃないですか。この話はもっと広めてもいいと、僕は常々思っているんですから。異世界風に言うなら、語り継がれるべき英雄譚たん、とでもいいましょうか」

「英雄……アリマが、なのですか？」

「あ、ちょっとイメージが違うかな。どちらかというと大魔王とかでしょうか？」

「わ、私にはいったいなんのことやらなのです」

「言葉遊びが過ぎましたかね。とにかく、在真さんのエピソードは社内では伝説と化しているんですよ。二年前のあの日、当社に仕掛けたハッキング戦争──通称『一夜戦争』は」

　二年前、悠がＳ２シティに移り住んでしばらく経たった頃。

　悠は自らの異能力である『改かい竄ざん』を用い、エボルトに大規模なハッキングを仕掛けた。

　結果は悠の完勝。

　それも相手を屈服させるほどの完勝であったため、罪を問われるようなこともなく、勝利に相応ふさわしい最上の権力を得たのである。

「負けず嫌いで知られるうちの社長も、唯一在あり真まさんにだけは敗北を認めていますから。そろそろまた、食事のお誘いをいただいているのではないですか？」

「あいにく忙しいんだ。予定は空きそうにないな」

「あらら」

　窓口はサクリファイスに視線を移し、話題を少し変えた。

「この街に導入されている貢献度というシステムはご存ぞん知じですか？」

「なんとなく教えてもらったのです。街のために良いことをすると点数がもらえて、数に応じて生活が良くなると」

「その認識で構いません。当社が世に生み出してしまった異能力者という存在を、正しい方向に導くためのシステムですが……まあ逆方向に向かう輩やからも多くて。在真さんには、主にそういった輩を懲らしめる役目を担っていただいています」

　先の泥棒退治もその仕事の一つである。

　別にやらなくても生活はできるが、これは二年前のハッキング戦争に勝利した際、エボルトと交わした契約──まだ諒りようが生きていた頃の、約束の一つだ。

　悠ゆうにとっては、数少ない『生きる口実』でもあった。

「貢献度でいえば、間違いなくトップクラス。当社の重役レベルです」

「それ、俺が『一夜戦争』のとき不正に弄いじった貢献度のことを言ってるのか？」

「まさか。それ抜きでの数字ですよ」

「どうだか」

「ええと……実はアリマはすごく偉い、ということなのです？」

「なのです。と言いたいところですが、不正なしの貢献度も低く偽っているんですよね。『改かい竄ざん』の異能力を使って」

「わざと地位を落としているのですか？　どうして……」

「上にあがることに興味がなくなったからだよ」

「あっ──」

　サクリファイスが察したらしく、弱ったような表情を作る。

　エボルトに仕掛けたハッキング──彼らが面白がって『一夜戦争』などと呼ぶ出来事は、すべては諒との勝負が原因だ。妹と競うため、エボルトは標的に選ばれたにすぎない。

　ありとあらゆるデータベースにアクセスし、支配権を得る『改竄』という異能力に対し、妹の諒はアナログ方式でのハッキングで挑んできた。

　結果として軍配は悠に上がり、諒には『Ｓ２シティの王として再挑戦を待つ』と言い放ったのだが。

（それからしばらくして、諒は自殺した）

　そして、悠はＳ２シティの王としての地位を捨てた。

　自身の貢献度も重荷にならない程度に下げ、舞台裏に退く。最低限、凍とう火かとの生活が送れる程度に慎つつましく生きた。それで十分と思うようになってしまったから。

「とまあ、そんな在あり真まさんですから。我々は基本、彼の要求に逆らえません」

「よく言うぜ。昨日の『街猫』とやらの件も含めて、面倒事ふっかけやがるくせに」

「それだけ頼りがいがあるからですよ」

「……まあいい。だったら、これから俺が伝える要求にも逆らわねえんだろうな」

「怖いなあ。いったいなにを？」

「シンプルだ。異世界のことに関して、手出しをするな」

　悠ゆうは語調を強めて言った。

　窓口は臆する様子も見せず、お茶を口にしながら続きを待った。

「もちろん街に被害が及ぶとか、そっちの会社の不利益に繋つながりそうな事態になれば勝手に動けばいい。だが基本、問題はこっちでなんとかする」

「……異世界の方々は、サクリファイスさんを狙って攻めてくるんですよね？　彼女にボディガードを付けたりとか、そういうこともしなくていいと？」

「ああ。あとは先に連絡した例の手続きをしてくれりゃそれでいい」

「承知しました。では、いざというときの備えだけで」

　窓口はにこやかに言い、悠の要求を受け入れた。

　なんともあっさりとした承諾──この手応えのなさが、窓口の食えないところだ。

「しかし珍しいですね。在真さんが白しら木きさんのこと以外でこうも能動的になるなんて」

「追加要求だ。詮索はやめろ」

「いやはや手厳しい。さて、サクリファイスさん」

　微笑ほほえみは崩さず、窓口は親戚の子供と接するような態度で異世界人の少女に言った。

「在真さんはこう言っていますが、我々はそんなに恐ろしい組織ではありません。いつでも遊びに来てください。おいしいお茶とお菓子をお出ししますよ」
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「窓口はああ言っていたが、あんまりエボルトを信用するなよ」

　エボルト本社ビルを出てしばらく、悠は市街地を歩きながら言った。

「全世界を敵に回しておきながら、社員には平然とボーナスを出すような化物企業だ。隙を見せれば一瞬で丸まる呑のみにされるぞ」

「あの組織は嫌われているのですか？」

　そんな印象はなかったのだろう。隣のサクリファイスは不思議そうに首を傾かしげる。

「街の外からはな。強大すぎて表向きには誰も嫌うことができないってのが実情だ」

「その言い方だと、まるでこの世界の支配者とも思えるのです」

「力だけ示して実際には支配しないからタチが悪い」

　異能力者を生み出したエボルトがやったことといえば、公にはこの街を作っただけだ。

　他国への侵略や略奪は一切行っていない。

（そもそもなぜ異能力者なんて存在を生み出したのか……まだ答えは掴つかんでないしな）

　久しく会っていないエボルトの社長の顔を思い出しながら、悠ゆうはしばし黙り込む。

　サクリファイスも釣られるように沈黙していたが、やがて口を開いた。

「……具体的に何日後とは言えないのですが、おそらく十日はかからないのです」

「次の追手が来る時期か？」

　隠された主語を探り、悠が確認する。

　サクリファイスは静かに頷うなずいた。

　エボルトに向かう道すがらは遠足に行く子供のようだったのに、今は一転して入学試験に落ちた学生のようだ。なにがそうさせているのかは考えるまでもなく、不安だろう。

「いい機会だから質問させろ、サクリファイス」

「なにを、なのですか？」

「ガディ──ってのはなんのことだ？」

　悠が訊きくと、サクリファイスは足を止めた。

　思い起こすのは、レオ・ニードハルドが去る直前に残した一言。

　次は、ガディだ──ガディ、とはなんなのか。

　サクリファイスからも、今の今まで説明はなかった。

　足を止め、顔をうつむかせた様子からも、できれば語りたくないといった心情が窺うかがえる。

　しかしそれでも、サクリファイスは律儀に質問に応じる。

「ガディは……次にこちらに転移してくると思われる、魔術師の名なのです」

「人名か。あのレオとかいう奴やつがわざわざ予告したのはなんのためだ？　単純におまえを脅かすためだとすると、奴も救えねえレベルで小者だが……相当な実力者なのか？」

「はい、なのです。ガディは防御に特化した光属性の魔術師で、傲慢な性格で知られるレオが唯一認める人物なのです」

「それだけじゃねえだろ」

「えっ……？」

「そのガディって奴のこと、あんまり話題にしたくないって顔だぜ。だが必要な情報だ。最低限のことでいいから、話せ」

　敵を知ることは明日の安全に繋つながる。目的が彼女を守ることならなおさらだ。

　悠は催促したりせず、サクリファイスが自分から話すのを待った。

「……ガディは、私の護衛役だったのです」

　生いけ贄にえの少女は沈鬱な面持ちのまま続ける。

「〈覇は界かい〉のための生贄である私を、そのときが来るまで守り抜く──それが私と同じ〈翅はね付つき〉であるガディの使命。私に差し向けられる追手は、彼しか考えられないのです」

「〈翅付き〉……生まれる前から生きる上での役割を決められてるって奴やつらか。その護衛役とは親しかったのか？」

「それはないのです」

　悠ゆうが驚く。

　サクリファイスの否定があまりにもきっぱりとしていて、予想外だったからだ。

　だが──だからこそ。

　生贄と護衛の関係性がどういったものだったか、見えてくる部分もある。

「そうか。ならこの話はおしまいだ」

　悠はそこで、質問の掘り下げをやめる。

　今度はサクリファイスが驚いたような反応を見せた。

「なんだよ。聞いてほしい話でもあるのか？」

「いえ、そういうわけでは」

「じゃあいいだろ。ほら、行くぞ」

　悠は再び歩き出し、サクリファイスも遅れて彼を追った。

「あの！　やっぱり聞いてほしい話があるのです！」

　背中から張りのある声を投げかけられて、悠は緩慢に振り向いた。

「私も！　私も異能力を身につけたいのです！」

　握りこぶしを作って言い放つサクリファイスに、悠は思わず言葉を失う。

　サクリファイスはそのまま悠に詰め寄って、さらなる熱意をぶつけた。

「生贄である私は、魔力を蓄えるために一切の魔術を封じられているのです」

「そういやあのレオも、サクリファイスからの反撃はまったく考慮してなかったな」

「アリマの『改かい竄ざん』とやらは正直まだよくわからないのですが、トウカが使っていたあの凍らせる異能力は、水属性の高位魔術に相当するのです！　ああいう力を得ることができれば、私自身で学院の魔術師に対抗することも……っ」

「だから、異能力の身につけ方を教えてほしいって？」

「なのです！」

　躊ちゆう躇ちよを感じない、強い眼まな差ざしと目が合った。

　自分で追手をどうにかできる力が欲しい。

　動機はおそらく、ボディガードなど不要と切って捨てた悠への不安──ではなく、足手まといになりたくないという意識の現れだろう。

（そりゃそうか。こいつは身内の侵略を阻止するために死にに来たんだ。それだけの覚悟。おとなしく守られるだけのお姫様にはならないよな）

　本当にいい性格をしている。武器を持てば果敢に敵に向かっていきそうな勇猛さだ。

　悠ゆうは頭を掻かく。

「……答えは『それはできるかもしれないし、できないかもしれない』だ」

「難しいのですか？」

「スキル・クラフトによる異能力開発はある程度マニュアル化されているが、誰でも身に着けられるものでもなくてな。適合するかどうかは多分に運が絡む。無理をすれば脳がスライムみてえになるかもしれねえし……いや、試す価値はあるか」

「なんだか物騒な言葉が聞こえたのですが！」

「通じるってことは、スライムはいるんだな異世界」

　パッと出た例えから思わぬ発見を得る。が、異能力開発の末に脳がスライムのような液状になるのは、脅しでもなんでもなく本当に起こりうる事態だ。

「ま、おまえの気持ちはわかった。ならおあつらえ向きの場所に案内してやる」

「どこへ行くのですか？」

「この街の正式名称が異能力開発専攻領外学園都市っていうのは教えたよな。これから向かうのはその象徴とも言える場所──『学園アカデミア』だ」

「『学園』……アリマとトウカが通っている、学校なのですか？」

「ああ。実を言うと、窓口経由でもう手続きは済ませてある。いろいろ都合もいいしな」

「あの、話が見えてこないのですが……？」

　首をかしげるサクリファイスに、悠は告げる。

「だから、おまえも『学園』の学生になるんだよ。異能力はそこで学べ」
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　Ｓ２シティの人口の八割ほどは、二十歳以下の学生で占められる。

　それはつまり、異能力者全体における学生の割合でもあった。

　異能力開発の入り口が若者向けのゲームアプリであったのも理由の一つだが、単純に二十歳以上のユーザーで異能力開発を成功させた者が著しく少ない。一説には脳年齢が関係しているとも言われているが、エボルトは公式な回答を出していなかった。

　そういった背景があるため、Ｓ２シティは異能力専門の教育・研究機関が集積された学園都市として扱われている。ゆえの正式名称が、異能力開発専攻領外学園都市だ。

　そして、街の象徴ともいえる『学園』。

　Ｓ２シティは東西南北中央の五つに区分けされており、『学園』も五校存在している。

　悠や凍とう火かが通うのは東校。

　サクリファイスが急きゆう遽きよ転入することになったのも、この東校だった。

「さ、サクリファイスと申し上げる者なのべ、噛かみました！　なのです！」

　新品の制服に袖を通したサクリファイスは、スカートを押さえながら顔を赤くする。

　──昼休み。

　悠ゆうは転校生のサクリファイスをつれ、遅刻の引け目もなく自身の教室を訪れた。

　クラスメイトたちは教室に入ってきた見慣れぬ美少女にすぐさま殺到し、

「カワイイ！」「銀髪美少女！」「何歳!?」「お美しい！」「どこの国出身!?」「新手の能力者か!?」「ワードは!?」「貢献度は!?」「端末どれ使ってる!?」「ＳＮＳやってんの!?」

　質問攻め。

　まだまだ現代社会に慣れぬ異世界人だ。それに〈翅はね付つき〉とやらの境遇を思えば、こんな風に大人数に好意を向けられることもなかっただろう。

　サクリファイスはあうあうと目を回し、教室の隅で見守っていた悠に助けを求める。

「アリマ──！　助けてくださいなのですっ！」

「甘えるな」

「厳しいのです!?」

「あはは……」

　悠の隣で苦笑いするのは、同じクラスに在籍する白しら木き凍とう火かだ。

　二人のもとに駆け寄るサクリファイスを見て、盛り上がっていった一同は声を潜める。

「そんな……」「在あり真まの知り合いなのか……」「飢えた狼おおかみの……」「可愛かわいいのに……」

　子熊を可愛がっていたら、凶暴な親熊が現れたような反応だった。

　もっとも少なからず例外はいて、悠たちをからかうように口笛を吹く者などもいたが。

「おいおい在真ちゃんのツレかよ～。ひょっとして白木ちゃんとの隠し子か？」

「か、かくしごぉ!?」

「黙れ」

「こえ～」

　過激な冗談に頬ほおを紅潮させる凍火、彼女を庇かばうように睨にらみを利かせて凄すごむ悠、それを前にしてもへらへらと笑っている男子生徒、クスクスと声を漏らす女子生徒などもいた。

　だが他の大多数の生徒は、悠たちを腫れ物に触るような目で見ている。

「……もしかして、アリマは怖がられているのですか？」

「……はっきり言うな、おまえ」

「たしかにアリマは目付きが怖いけど、いいところがいっぱいあるのです！」

「大声で主張するな」

「そのとおりです！」

「凍火も同調やめろ」

　嫌われ者のフォローに回る女子二人に、悠ゆうはため息をつく。

「……ここにいても埒らちが明かねえ。行くぞ」

「え？　ここで異能力を学ぶのではないのですか？」

「おまえみたいな初心者は特別コースだ。ついてこい」

「あ、在あり真まくん！　凍とう火かも！　凍火も行きます！」

「凍火は別の授業取ってるだろ」

「はぐう！　そ、そうでした……ううう……」

『学園アカデミア』の授業はほぼ選択制だ。

　後々のことを考え年齢の違うサクリファイスを無理やり同じクラスに入れたが、授業内容まで合わせる必要はない。特に彼女が学ぶべきは初歩中の初歩なのだから。

　名残惜しそうにハンカチを振る凍火を背に、悠とサクリファイスは教室を移動した。
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　机が六つしかない殺風景な教室の中、悠とサクリファイスが並んで席につく。

　二人の正面には講師の姿があった。

「講師を務めさせていただく銀しろがねと申します。どうぞよしなに」

　レトロな黒板の前に立つ、長い黒髪の少女。

　講師といっても外見年齢はサクリファイスと大差ない。サクリファイスが先ほどから片時も視線を外していないのは、彼女の服装が物珍しいものであったのも理由の一つだろう。

「わたくしの衣装に興味津々のご様子で」

「っ！　無遠慮に見てごめんなさいなのです！」

「いえいえ。在真様のお連れ様に頭を下げさせるわけには。どうぞお好きになさってください。ちなみにこれは十じゆう二に単ひとえと言いまして、この国の大昔の衣装でありまして」

　何枚もの衣服を重ねた装束は重くて動きにくそうだったが、

「趣味でございますゆえ」

　少女は苦もない笑顔でそう補足した。

　サクリファイスが異世界の服飾文化に目を輝かせている中、銀は続けて言う。

「付け加えるなら、在真様の姉でもあります」

「えっ……えぇえええ!?」

「今年で十歳になりまして」

「あれ!?　アリマが十七歳だから……年下のお姉さんなのです!?」

「これには深い、ふかーい事情が……」

「ねーよ。嘘うそだよ。はしゃぎすぎだぞ銀」

　悠ゆうが指摘すると、銀しろがねは楽しげに声を漏らした。

「申し訳ありません。久しぶりのお客様でしたので、つい」

「えっ、嘘うそなのです!?　ど、どこからどこまで!?」

「年齢と俺の姉って部分だ」

「実際には在あり真ま様は弟ではなく、命の恩人なのでありまして。あ、年齢のほうは秘密ということで、よしなに」

「アリマが命の恩人……なのです？」

「いいから、銀。異能力開発について教えてやってくれ」

「在真様がそう言うのであれば」

　この教室を訪ねたのは、彼女が説明役として適任だと判断したためだ。異能力を得たいと願うサクリファイスには、まずその仕組みを理解してもらう必要があった。

「さすれば、こちらをご参照ください」

　銀はタブレットＰＣを取り出し、スキル・クラフトのアプリを起動させる。

　画面には、デジタルドットで描かれた動物のようなものが動いていた。

「これは『アバター』。こちらを育成し、ユーザーが考えた独自の異能力を覚えさせます。アバターが成熟し異能力を身につける頃には、ユーザー同士による対戦が叶かないましょう」

「対戦……それで実際に異能力が使えるようになるのですか？」

「否。ここで言う対戦とはあくまでもゲーム、お遊びでありまして」

「そうだったのです。たしかアリマは、アバターなるものに覚えさせた異能力が稀まれに本人にも発現すると言っていたのです」

　レオを撃退したあと、右も左もわからない状態で説明した事柄だ。よく覚えている。

「然しかり。アバターに覚えさせた異能力のデータは特殊な電磁波に変換され、ユーザーの脳に送信されます。これが適合するかどうかは運次第。適合すれば晴れて異能力者、適合せずともおもしろ対戦ゲームとしてスキル・クラフトを続けられましょう」

「おもしろ対戦ゲーム……！」

「そこ、別に覚えなくていい言葉だぞ」

　悠が横から注釈し、銀は微笑ほほえましそうに続けた。

「とはいえ、完全なる運任せというわけでもなく。異能力開発で重要なのは、ワードの設定なのでして」

「ワード？」

「異能力の元となる『言葉』でございます。アバターを育成する過程でそれを一つ設定することで、発現する異能力はそのワードを含む内容となります。たとえば……」

「構わねえよ」

　銀がちらりと視線をよこしてきたのを見て、悠がうなずく。

「在あり真ま様の場合は『改かい竄ざん』がそのワードに該当します」

「おまえんとこの魔術でいう、属性みたいなものだと思えばいい」

「属性……なるほどなのです。これは、自分で好きなものを設定できるのですか？」

「然しかり。ですが前述したとおり、それで適合するかどうかはわかりませぬゆえ。一つの傾向として、そのユーザーに密接に関係したワードであればあるほど脳に適合しやすい……と言われております」

「ふむふむ……だんだんわかってきたのです！」

　サクリファイスは己の理解が深まっていくことに喜びを感じているのか、溌はつ剌らつとした表情で講師の銀しろがねに向き合った。

「ワードを設定し、アバターを育て、電磁波に変換したデータを脳に適合させる！　これが異能力を開発するということなのですね！」

「然り──とは言えず。もう一段階ありまして」

「あれ、なのですか？」

「なのでありまして。脳が適合しても自由に異能力を使えるとは限らず。異能力を発動させるには、エフェクトとルールとリスクの三つを設定する必要がありますゆえ」

「じゅ、順番に教えてほしいのです！」

「はいな」

　知的好奇心旺盛なサクリファイスは教えがいがあるのか、銀は小気味良く応じた。

（一癖二癖ある『学園アカデミア』の講師陣の中じゃ、銀が最も相性がいいと踏んだが……どうやら当たりだったようだな）

　と、悠ゆうは教師と生徒を眺めながら思った。

「エフェクトとは、異能力の詳細なる効果の意。こちらは先に選んだワードに関連した内容でなければなりませぬ」

「エフェクトはワードを含む効果……と」

「続いてルールとは、異能力の発動条件。そしてリスクとは、異能力の使用に際し支払われる代償の意。これら三つをバランスよく設定することによって、異能力は真の完成を見ることでしょう」

「……？　発動条件はともかく、代償を決めなければならないのですか？」

「然り。大きな力には必ず代償が伴うもの。大事なのは均衡を保つことでして」

　銀は振り返り、チョークで黒板に三角形の図を描いた。

　三点それぞれにエフェクト、ルール、リスクと記され、三角形の中にはワードと。

「異能力開発とは、どれだけ見事な三角形を作れるかで決まります。エフェクトを強力なものにしたければ、難しいルールと重いリスクを課す必要があるのでして」

「どこぞの門を開くには生いけ贄にえが必要だろ？　要はそれと同じだ」

「……納得したのです」

　サクリファイスは自身の役割をルールとリスク、〈覇は界かい〉のために世界が繋つながることをエフェクトと解釈し考えたのだろう。

　代償なくして力は得られないというのは、魔術にも共通する考え方のようだ。

「補足すると、ルールとリスクは必ずしも釣り合ってなきゃいけないわけじゃない。ルールを複雑にしてリスクを軽くしたり、リスクを重くする代わりにルールを簡単にしたり、どちらかに偏らせる選択肢もありだ」

「ふむむ……それじゃあ、昨日レオに使った異能力はどうだったのですか？」

「あのときは【対象端末の詳細を知る第三者との接触中のみ使用可】っていう難しめのルールを設定した。このおかげで、リスクは比較的軽めで済んだわけだ」

「対象端末というのが、つまり〈窓ウインドウ〉……あのときアリマが私を抱き寄せてきたのは、求愛行動ではなかったのですね」

「なんの話だ」

「どうやら在あり真ま様が人知れず罪なお方ムーブをされているご様子で」

　銀しろがねの訳のわからない発言を聞き流し、悠ゆうは机に頬ほお杖づえをつく。

「要するに。釣り合いはエフェクト対ルール対リスク──というよりは、エフェクト対ルールとリスク、で取れていればいいということなのですか？」

「然しかり。とても優秀な生徒でして」

　銀がパチパチと手を打つと、サクリファイスは恥ずかしそうに目を伏せた。

「また、ワードは変えられませぬが、他の三つは発動のたびに変更が可能でして。それはつまり、そのときどきの状況に応じて異能力をアレンジ可能ということ。異能力とは、異能力者の創意工夫によって自在に形を変えるものなのです」

「なのですか」

「なのでして」

　──以上で、一通りの説明は終了といったところか。

　まだまだ細かい要点を挙げればキリがないが、サクリファイスの様子を見るに、あとは実際に試しながら教える形で大丈夫だろう。

「……奥が深いのです」

　噛かみしめるようにつぶやくサクリファイスの口元には、興奮が見え隠れしていた。





　　　　◆　◆　◆






　銀に別れを告げ、悠とサクリファイスは教室を離れる。

　時刻はすでに放課後。

　ちらほら下校する生徒たちが見えたが、悠ゆうたちは校内案内のため中庭を歩いていた。

「異能力開発専攻なんていっても、授業内容は一般教養がメインだ。多少、専門的な分野は学べるがな」

「たとえばどんなものなのですか？」

「たとえば凍とう火かだったら、物質が凍る仕組みとかだな。そんなもん学習しなくても異能力は使えるが、知識があれば応用が効く。エフェクトとルールとリスクの組み立てもしやすくなるっていうのが、『学園アカデミア』の考え方なのさ」

「理にかなっていると思うのです」

「マジか……銀しろがねの説明聞いてるときにも思ったが、勉強好きそうだよな。おまえ」

　お世辞にも勤勉なタイプとは言えない悠は、少しばかり後ろめたい気持ちになった。

「それにしても、銀先生の着ていた服はすごかったのです。十じゆう二に単ひとえ！」

「……銀がなんであんな重そうな服着てるか、わかるか？」

「趣味ではないのですか？　本人も言っていたのです」

「間違いじゃない。だけど理由はそれだけじゃなく、異能力の代償だ」

　悠の発言に、サクリファイスは表情を曇らせる。

「銀はある異能力のリスクで、あの教室から出られない。だから開き直って、あんな重くて動きにくそうな服を趣味で着ているってわけだ」

「部屋から出られないなんて、そんな代償が……」

「説明役をあいつに任せたのは、実例を知ってもらいたかったってのもある。異能力は使いこなせれば便利な代しろ物ものだが、扱いには大きな危険が伴うんだ。だから──」

「いえ、それでも私は挑戦してみたいのです！」

　覚悟を問おうとした悠を制し、サクリファイスが先行して答えた。

　翡ひ翠すい色の瞳と向き合う。生半可な気持ちで言っている風ではない。

　悠は異世界から逃亡してきた少女の胆力に敬意を評し、また覚悟を認めた。

「わかったよ。なら帰りに専用端末を調達して実践だ。今からどんな異能力を作りたいのか考えておけ」

「はいなのです！　実はすでに考えて──あれ？　アリマ、なにか落ちているのです」

　言って、サクリファイスが立ち止まる。

　どうやら足もとになにか転がっているようで、それを拾うために身を屈かがめていた。

　その正体が『鎖』だと見て取った悠は、

「ッ、触れるなサクリファイス！」

　反射的に叫ぶも、遅かった。

　サクリファイスの指が落ちていた鎖に触れ──次の瞬間。

　まるで蛇のように、鎖が彼女の腕に巻き付いた。

「えっ？　あっ──」

　ジャラララララララ──と。

　鎖はそのまま腕を伝って全身に絡みつき、サクリファイスの身を拘束。

　そしてその鎖は何者かに巻き取られ、サクリファイスを悠ゆうのそばから離す。

　悠が視線で追うその先に、鎖を操作する異能力者がいた。

「──不法な転入手続き。またお得意の『改かい竄ざん』を使ったか？　在あり真ま悠」

　女子制服に身を包んだ、おかっぱ頭の少女。

　背は低いものの、鋭い目つきからは怜れい悧りな大人のような印象を受ける。

　ブレザーの袖口から覗のぞく両手、スカートから伸びる両脚には鎖が巻き付いており、サクリファイスを拘束する鎖は彼女の右手から伸びていた。

「……鷺さぎ沢さわ彩あや鎖さか。面倒なやつに見つかったな」

「見つかっただと？　おまえはマークされている自覚がないのか？　お間抜けめ」

　──鷺沢彩鎖。

　彼女は『学園アカデミア』の生徒会に属する人間だ。

　年齢は悠よりも下のはずだが、武闘派として知られており、素行不良な生徒の指導や揉もめ事への対処、不穏分子の鎮圧などを任されていたはず。

「生徒会が俺をマークねえ。なんだ？　出席日数がピンチって忠告でもしてくれるのか？」

「そんなものに意味はない。『学園』では授業を受けるも受けないも個人の自由意志だ」

「そうだな。必修科目もないし、カリキュラムは自由に組める」

「私の目的は忠告ではない。不法な転入手続きを仕組んだことに対する処罰と──」

　彩鎖は横目で拘束したサクリファイスを見やる。

　銀髪の少女は突然の出来事に驚きつつも、状況を見極めるために悠と彩鎖のやり取りを静観しているようだった。

「おまえが普段から行っている、貢献度の不正を暴くことだ」

「またそれか……」

　はあ、とため息をつく悠に、彩鎖は怒気を孕はらんだ口調で言う。

「私のように組織に属し仕事をするでもなく、授業にもほとんど出ない。最近では他の生徒に対しての暴行事件も報告されている」

「ただの喧けん嘩かだ。売ってきたのは向こうだぞ」

「そんな素行でありながら、おまえの貢献度は異常に高い。日々の行いと数値が釣り合っていない。私はおまえが『改竄』の異能力を用い、貢献度を不正に高くしていると言いたいのだ」

「生徒会の閲覧権限か。異能力のワードはともかく、全生徒の貢献度までチェックできるのはどうかと思うぜ」

「Ｓ２シティの秩序を守るには必要なことだ。恥じろ、この社会不適合者」

　秩序。それは彩あや鎖さが掲げる旗であり、信を置く対象でもあった。

（まあ、こいつは俺がエボルトから裏仕事引き受けてるとか知らねえしな）

　貢献度の獲得に繋つながる活動は生徒会に報告する決まりだが、悠ゆうはそれをしていない。

　また、貢献度は学業でも稼げる──言ってしまえば成績が良ければ貢献度が得られるのだが、サボり魔の悠にはそちらのケースも該当しなかった。

（ともなれば、貢献度の不正を疑うのも無理はないか）

　実際は高くしているのではなく低くしているのだが、言っても仕方がないだろう。

　再び、はあ、とため息をつく。

「言っておくが、そいつの転入は不正でもなんでもねえぞ。ちゃんと確認したのか」

「おまえの『改かい竄ざん』なら偽の書類を作ることもたやすい」

　返答からして、最初から納得のいく説明を求めている風ではない。

　鷺さぎ沢さわ彩鎖は明確に喧けん嘩かを売りに来ている──ならば。

「一つ指摘させてもらうぞ鷺沢。貢献度を稼ぐ上で最も手っ取り早い方法が他にある。まさかおまえが『決闘デユエル』のシステムを忘れてるなんてことはないだろ？」

　悠が言うと、彩鎖は言葉を詰まらせた。

「異能力者同士による、貢献度をかけた戦い──スキル・クラフトでアバターにやらせてる対戦ゲームを、ユーザー本人がやるっていうふざけたシステムだ」

　言ってしまえば、異能力を用いた戦闘。

　悠はサクリファイスにも伝わるよう、説明口調で続ける。

「お互いにスキル・クラフトを起動し、同意の上で『決闘』を行う。勝ったほうは負けたほうから貢献度を奪える。勝利条件はいろいろ設定できるが、先にアプリが停止したほうが勝ち、でどうだ？」

「おまえ……私に『決闘』を挑むつもりか？」

「そいつは俺の大事な客だ。そっちが警告もなしに拘束してくるってんなら、こっちも問答無用で取り返させてもらう」

　悠はスマホを取り出し、スキル・クラフトのアプリを起動させる。

　位置情報を元に彩鎖のスマホを識別し、『決闘』の申請を行った。

　彩鎖は眼光を鋭くし、鎖を纏まとう左手にスマートフォンを構える。

　画面を一いち瞥べつし、ためらうことなく『決闘』の承認ボタンをタップした。

「やってみろ。数字を弄いじるくらいしか能のない姑こ息そくなクラッカーが」

　場はピリピリとした緊張感に包まれ、囚とらわれのサクリファイスも息を呑のんだ。

　先行して悠が一歩、前に進む。

　と──ジャラリ。

　鉄の擦れ合う音が聞こえ、彩あや鎖さの背後の茂みから鎖が蛇のように這はい出てくる。

　その本数は二桁を超えており、すべて悠ゆうのほうへ向かっていた。

「……!?　鎖がひとりでに動いているのです！　アリマ！」

「よく見ておけ、サクリファイス。異能力ってものを実戦でレクチャーしてやる」

　悠は歩調を変えることなく、スマホのみを操作して鎖の群れに対抗する。

　鷺さぎ沢さわ彩鎖の固有ワードはすでに把握している。

『拘束』だ。

　好んで使うのは鎖だが、ありとあらゆるものを操作して対象を拘束するといった異能力を組み立てる。触れてもいない鎖が勝手に動いているのもその異能力の一端だろう。

　対して、悠の固有ワードは『改かい竄ざん』。

　ありとあらゆる情報端末やネットワークにアクセスし、その内容を書き換える異能力。

　それはもちろん──相手のスマートフォンも対象に含まれる。

「在あり真ま悠。生徒会の権限に基づき、おまえを拘束する」

　彩鎖の一言が引き金となり、地を這っていた鎖が一斉に牙を向いた。

　拘束対象である悠に飛びかかり──はしたものの。

　寸前で勢いをなくし、力なく地面に落ちた。

「あ、あれ？　ほどけたのです」

　それと同時に、彩鎖の右手から伸びる鎖にも力がなくなる。

　サクリファイスの身体からだに巻き付いていた鎖が、自然に拘束を解いた。

「なっ……!?」

　彩鎖の驚く様が、どちらの事象も本人の意志によるものではないことを物語っていた。

　動揺も無理はない。異能力の強制解除は悠の異能力によるものであり、彼の得意技だ。

　悠のスマホ画面には、次のような表示が出ていた。




　ルール──【対象スキル・クラフトが起動中のみ発動可】

　エフェクト──【対象スキル・クラフトのエフェクトを改竄】




　彩鎖は悠の『改竄』が数字しか弄いじれないと思っているようだが、それは誤りである。

　相手の異能力者の持つ端末にアクセスし、使おうとしている異能力の内容を書き換え、使えないようにする。対異能力者戦において、最もシンプルで最も効果的な悠の戦法だ。

　悠は落ちている鎖には目もくれず、彩鎖のもとまで歩を進めた。

「よう。目の前まで来たぜ」

「……なにをした。おまえの『改竄』ではこんな真ま似ねはできないはずだ」

　質問しつつも、彩鎖がスマホを操作しているのを悠は見逃さない。

「そんなもんエフェクトの組み方次第だろ。異能力の形は無限大、ってのがスキル・クラフトのキャッチコピーだぜ」

　挑発的に、そんなセリフを吐く──直後、彩あや鎖さが舌打ちした。

　視線は悠ゆうに固定したまま、左脚で大きく蹴り上げる。相手の側頭部を狙ったハイキック。武闘派の風評に違たがわぬ鋭さのそれは、悠の顔面を的確に捉えた。

　が、悠はそれを右腕で防ぐ。

「悪いな。これでも喧けん嘩か慣れしてんだ」

　防御はした。しかし彩鎖の左脚には鎖が巻き付いており、相応の衝撃が骨に響く。

　彩鎖は上段蹴りで狙った効果が得られないと見てとるや、すぐに体勢を戻し、右拳で突きを放った。

　鎖付きの拳は受ければダメージをもらう。

　瞬時に判断した悠は、手首を掴つかむことでこの突きを止めた。

「また……っ！　なぜ異能力が発動しない！」

「さあな。開発に失敗したんじゃないか？」

　蹴りと突きによる打撃。しかし彩鎖にはそれ以外の目もく論ろ見みがあったようで、攻撃の失敗よりも異能力の不発に疑問をこぼしていた。

　悠は空いているほうの手でスマホを操作し、確認する。

　画面に表示されているのは、改かい竄ざん対象──彩鎖が組んだ異能力の構成だ。

「エフェクトは【鎖による瞬時拘束】。ルールは【鎖を纏まとった拳打か蹴りによって発動】。リスクは【鎖を纏った打撃による自傷】ってとこか。おっかねえな。『拘束』のワードからこんな攻撃的な異能力を作る奴やつはなかなかいないぞ」

「私の異能力の内容を……!?　まさかおまえの『改竄』は──」

　言い終わる前に、悠は彩鎖が握っていたスマホを手で払う。

　異能力発動の要となる端末は地面を滑り、手の届かない位置まで離れてしまった。

「詰みだ。どうする？　異能力抜きで喧嘩するか？　拳を痛めるから鎖は捨てろよ」

「ぐっ、ぐぐ……っ」

　細腕を掴む悠の手を、彩鎖は力づくで振りほどこうとするが、かなわない。格闘技を齧かじってはいるようだが、彼女の腕力は決して強くなかった。

　このまま相手が諦めるよう言い負かして──と考えていた悠が一瞬、困惑する。

　彩鎖の目尻に涙が見えたためだ。

「……泣いてんのか、おまえ」

「っ！　ぐ、ぐぐぅうう～っ」

　図星を突かれたのか、彩鎖は顔を真っ赤にしながら腕に込める力を強める。

　その様子を見て少しだけ躊ちゆう躇ちよするも、悠は腕を放さなかった。しかしながら、次に取るべき行動を見失う。

「──へーい。ちょいちょい待ちー」

　膠こう着ちやく状態が続いていると、不意に声が落ちてきた。

　声だけでなく、人影が──空から落ちてきた。

　落下とも着地とも違う、着陸とでも呼ぶべきゆったりとした挙動で地に足を付けたのは、悠ゆうと同じ制服を着た男子生徒である。

　頭に大きめのバンダナを巻き、髪を部分的に金色に染めた容姿は、ある意味では悠よりも素行不良の生徒らしい。だが、彼は彩あや鎖さと同じく生徒会の所属だ。

「あんまイジメんといてや。これで泣き虫やからな、ウチの子」

「……飛ひ天てん」

　悠が飛天と呼んだその男子生徒は、空からこの場に下りてきた。

　ひょっとしたら一部始終を空に浮かんで見ていたのかもしれない。

　彼の異能力は、そう──『浮遊』であったはずだ。

　そのことを知らないサクリファイスは空から人が現れる道理がわからず、目を白黒させている。対して飛天はにこやかに、少女に一冊の手帳を手渡した。

「ほい銀髪ちゃん。これ『学園アカデミア』の生徒手帳。まだもらっとらんかったやろ？」

　飛天の行動を見て、悠は彩鎖の腕を放す。

　彩鎖は悠を攻撃するでもスマホを拾いに行くでもなく、まず飛天を睨にらみつけた。

「飛天、おまえ……っ！」

「呼び捨てやめーや彩鎖ちゃん。わい先輩やで。あと、ついでにな」

　スマホは飛天が代わりに拾い、一瞬、笑みを潜めた真顔で言う。

「この街で力を持つんは貢献度や。せやけど、ほんまに大事なのは異能力者としての力量──敗者に権利はない。秩序言うんなら力を付けや」

　辛辣な一言に、しかし彩鎖は唇を強く噛かんだ。

　先ほどまでの威勢なら即座に言い返しそうなものだが、口を閉ざす。

　それはひとえに、飛天の言い分が否定しようのない真理であるからだった。

「うむうむ。それでええ」

　飛天はにこやかにそう言い、彩鎖の頭を撫なでようとする。鎖付きの腕で払われた。

　めげずに悠のほうに向き直る。

「にしても在あり真まくん、面倒見いいやん。その銀髪ちゃん、どこの誰なん？」

「ほっとけ。テメェには関係ねえよ」

「さよか。相変わらず冷たいなー。ときどき一緒することもあるお仲間やっちゅーのに」

　悠と飛天の関係は、いわば同業者だ。彼もエボルトから仕事を依頼される立場にある。

　お互いその事実は秘めているが、別に仲間意識があるというわけでもない。

　飛ひ天てんはそのまま彩あや鎖さを連れ、この場を去ろうとする。

「ま、ええわ。悪かったな在あり真まくん。ほな、また──痛っ!?　ちょ、彩鎖ちゃん!?　鎖付けた足で人のすね蹴るなってば！」

「黙れエセ関西弁！　北国育ちのくせに！」

　去り際、飛天は感情の収まらない彩鎖から八つ当たりを受けていたが、織り込み済みだろう。一見軽薄そうではあるが、中身は違う──というのが、悠ゆうの飛天に対する評価だ。

　……嵐が去り、サクリファイスは悠に身を寄せる。

「あの、アリマ。今のは……」

「ま、こんなことは割とよくある」

「よくあること、なのですか」

「ああ。鷺さぎ沢さわみたいなのは珍しいほうで、多いのは力を見せつけて貢献度を稼ごうって輩やからだな。『決闘デユエル』で勝てれば──強さを証明できれば、正しく異能力開発ができている。それがエボルトの理屈だ」

　元々この街は、異能力開発の正当性を世に示す目的で作られた側面もある。

　なによりも重要なのは、異能力を使いこなす実力。

　異能力者同士で競い合うことは、熟達具合を示す上で最も簡潔な方法だった。

「そのせいで異能力を使った喧けん嘩かなんてしょっちゅうだ。特に俺みたいな、貢献度はあるが戦闘は不向きってタイプの異能力者はよく絡まれる。楽して稼ごうって奴やつらにな」

「異能力を学ぶ生徒同士で、日常的に争っているというのですか……？」

「そこまで殺伐としているわけじゃないさ。この東校は比較的平和なほうだ。別学区の西校なんかは目が合ったら即『決闘』、なんてしきたりがあったりもするがな」

「っ……なんだか、似ているのです」

　思うところがあるのか、サクリファイスは神妙な面持ちでうつむいてしまった。

「似ている？　なにがだ？」

「この『学園アカデミア』が、魔術学院に、なのです」

　サクリファイスは昔を懐かしむような──ではない。思い出したくないことを無理やりに思い出そうとしているような、憂いを含んだ表情を見せる。

「学院が掲げる理念は常在戦場、弱肉強食。魔術師としての力量がすべての学院において、生徒同士の決闘はもちろん、集団による襲撃や奇襲、暗殺なども多々あったのです」

「うちと同じように、力を示すため、か」

「はいなのです。我々の世界では、魔術学院こそが数多あまたの国を統べる大国、世界の中心だったので。ある者は個人的な野心のために、ある者は祖国の命令で、ある者はそういった者たちに使われる形で……弱い魔術師はそうやって淘とう汰たされてきたのです」

「実力が地位と権力に直結している学院、か……確かにな」

　それは確かに──『学園アカデミア』とＳ２シティの仕組みに似ている。

　悠ゆうはサクリファイスの身がわずかに震えているのを目にし、肩に手を置いた。

「怖くなったか？」

「……いえ、逆に勇気が湧いたのです」

「勇気？」

「私は生いけ贄にえなので、魔術学院の闘争とは無縁だったのですが……この『学園』の環境なら、魔術師ではなく異能力者として、彼らに対抗する力を磨けそうな気がするのです」

「……気骨のある生贄様だこと」

　どうやら、震えの正体は武者震いであったらしい。
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　帰宅して間もなく、サクリファイスは念願の品物を手に入れた。

「硬い！　薄い！　ぴかぴかなのです！」

　あらかじめ窓口に連絡し用意してもらった、サクリファイス専用のスマートフォンだ。

　スキル・クラフト用の端末といえばタブレットＰＣやデスクトップを用いる者もいるが、利便性の面で見ればこれが最良だ。異能力を抜きで考えても現代では生活必需品と化しているため、持たせておくメリットは大きい。
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（まるで欲しかったおもちゃを買ってもらった子供だな……）

　リビングのソファに腰を落ち着かせ、悠ゆうはそんな風に思った。

　サクリファイスは初めて触るスマホに興奮しながら、各種機能を確認していく。

「あ、すごい！　アリマが言っていたとおり天気がわかるのです！　こっちは地図なのですか!?　えっ、実際の光景が投影されて……写真というのですか!?　ストリートビュー!?　あ、急に音が……これは、凍とう火かの声？　えぇ──っ!?　家の外からお話を!?」

　天気予報やマップアプリ、電話など、現代ではあたりまえになった機能が、異世界出身の少女には新鮮でたまらないらしい。

　その様子をじっと観察していると、サクリファイスが首を傾かしげた。

「あの、アリマ？　どうしたのですか？　なんだかおかしな顔をしているのです」

「いや、なんつーか……可愛かわいい生き物だな、と思ってな」

　何気なく出てしまった発言を、すぐに失言だと自覚する。

　はしゃぐサクリファイスを見て、つい犬猫に抱くような感想を抱いてしまった。

「可愛い……私が可愛い、なのですか？」

「……？　なんだよ、反応鈍いな」

　単純に喜ぶでも、小動物扱いされて怒るでもなく、不思議そうな顔で返してきたのが意外だった。どう反応すべきか当惑しているようにも見える。

「いえ、あの……そういう称賛は、初めて頂いたのです。〈翅はね付つき〉としての容姿の良さを言われることはあったのですが、それは別に称賛とは違ったので」

「……表情、少し緩んでんぞ」

「えっ!?」

　可愛いと言われて本能は喜んでいるのか、サクリファイスの口元は笑んでいた。

　過酷な運命を背負って生きてきたとはいえ、根はやはり十二歳の少女らしい。

　二人きりで、そんな風に会話していたら、

「──今、可愛いって言いました？」

　リビングに冷気が吹き込んできた。

　見ると、玄関口のほうから凍火が凍った目でこちらを覗のぞいている。

　手にはしっかりスマートフォンが握られ、スキル・クラフトも起動していた。

（電話って、玄関のすぐ外からかけてたのか……っ）

　サクリファイスに電話の機能を教えるため、悠が帰宅途中の凍火にメッセージアプリで頼んだのだが、まさかもうすぐそこまで来ているとは思わなかった。

「よう、おかえり凍火」

「在あり真まくんが、凍火以外の女の子を可愛いって言いました。なんで？　凍火は可愛くないですか？　年下の子は凍とう火かより可愛かわいいですか？　やっぱり在あり真まくんに年下は厳禁……」

「……凍火。なんか見慣れないヘアアクセ付けてるな。可愛いやつ」

「へっ!?」

　大事になる前に話題を変える。

　凍火の顔は途端に熱を取り戻し、頬ほおを赤らめた。

「き、気づいてくれた!?　いつもは気づいてくれない在真くんが……!?　ししししかも！　かかかか可愛いって！　ど、どうしよう！　在真くん好き……っ！」

　冷気は収まり──『凍結』の異能力を解除したのだろう──凍火は自室へ駆けていく。

　制服から着替えて、こちらに顔を出す頃には元通りに戻っているはずだ。

「……アリマはもう少し凍火に優しくするべきなのです」

「なんだそりゃ」

　少し怒ったようなサクリファイスがなにを思っているのか、悠ゆうにはわからなかった。

「それはそうと、アリマ！　さっそくスキル・クラフトを教えてほしいのです！」

「ん？　ああ、そうだな」

　切り替えも早く、サクリファイスはスマホを片手に寄ってくる。

　窓口に用意させたものなのでおそらくとは思ったが、スキル・クラフトのアプリは最初からインストール済みだった。

　そのままアイコンをタップし、アプリを起動。

　エボルトの社名が表示された後、すぐに圧倒的な量の文章が画面を埋め尽くす。

「な、なんなのですかこの文章量は!?」

「よくある利用規約だが、場合によっては命にかかわるアプリだからな。『同意する』を選ぶだけでもちょっとしたゲームだ。貸してみろ」

　悠はサクリファイスの代わりにスマホを操作し、手早く作業を完了させる。

　そうして、いよいよスキル・クラフトの導入だ。

　画面上ではデジタルドットで描かれた動物のようなキャラクターが動いている。

「これがアバターなのですね。あれ、でもアリマのとは見た目が違うような……？」

「アバターのデザインは育成の仕方によって変わってくる」

「なのですか。アリマも言っていましたが、本当に契約精霊みたいなのです」

　たしかに、役割としては似ているかもしれない。

　と思ったところで、悠はある疑問を抱く。

「そういやサクリファイスにはいないのか？　契約精霊」

「一応、いると言えばいるのです」

「呼び出したりはできないのか？」

「すでにお話したとおり、私は魔術を使えないのです。正確には、魔術を使うのに必要な〈窓ウインドウ〉が開けない状態にあるのです。〈窓〉が開けなければ契約精霊を顕現させることもできず、私は姿を見たことすらないのです」

「でも一応、契約はしてるんだろ？」

「契約といっても、生いけ贄にえとしての運命を背負わされたとき──生まれてすぐの赤ん坊のときに、他の魔術師によって契約させられた形なので」

「なるほどな。名前くらいはわからないのか？」

「たしか──〈ルシファー〉と」

　サクリファイスの発言に、悠ゆうは眉根を寄せる。

「どうかしたのですか？」

「いや、なんでもない」

　軽く否定する一方で、悠はある可能性について考えていた。

（……〈イフリート〉に、〈ルシファー〉か）

　現段階では推測の域を出ない、口にするのも馬鹿馬鹿しい仮説だ。

　今は胸の内にのみ秘めておく。

「それよりもアリマ、次！　次はどうすればよいのですか!?」

「ああ、そうだな──」

　急せかすサクリファイスに主導権を握られ、レクチャーを進めていく。

　異世界の少女のスキル・クラフト入門は、夜遅くまで続いた──
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　そして、夜というよりは深夜と呼ぶべき時間帯になってきた零時頃のこと。

「……まだやるのか」

「もうちょっと！　今いいところなのです！」

　サクリファイスはスマホに齧かじりついたままリビングを離れなかった。

　欠伸あくびの一つもする様子はないし、このままでは徹夜コースだろう。

（これ以上は俺の身が持たないな……）

　教える側の悠はといえば、欠伸などもう一分おきくらいにしている。

　朝から歩き回った疲れもあるが、一番の原因は鷺さぎ沢さわ彩あや鎖さとの『決闘デユエル』だ。

（あのとき設定したリスクは【脳への過負荷】。異能力の発動に伴い、極度の脳疲労状態に陥る。発動時間が短かったからここまで保もったが……）

　考える力は低下し、数時間前からもうサクリファイスにはろくな助言を与えられずにいた。今はただただ眠い。もはや寝落ちは時間の問題だろう。

（異能力のリスクとしてはわりとポピュラーだが、エフェクトの規模によってはそれこそ脳がスライムみたいに溶けたりもする。脳が満足に機能しない状態だとどんな異能力だって適合しなくなるし、この状態で寝ると軽く十時間は起きられなくなるんだよな）

　サクリファイスのような初心者には、まずオススメできないリスクだ。

　といっても、サクリファイスはまだリスクを設定するような段階までは進んでいない。

「ああ！　またゲームオーバーになったのです！」

　彼女は今、ゲームに熱中していた。

　これはアバターを育成する上で必要な餌を集めるためのミニゲームで、別に遊んでいるわけではない。

　いや、スキル・クラフトはあくまでも育成ゲームであるため、最初のうちは遊びの域を出ないのだが──実際に異能力を考えるのは、アバターがもっと成長してからだ。

「在あり真まくん。凍とう火かはもう寝ますけど」

「ああ。俺も寝る。限界」

　パジャマに着替えた凍火が自室に消え、悠ゆうもふらつく身体からだを根性で立たせる。

「サクリファイス。おまえもほどほどにしておけよ」

「わかったのです！　アリマ、今日はありがとうなのです！」

「おう、おやすみ」

「おやすみなのです！」

　テンションがおかしくなっている少女をリビングに残し、悠は自室に移動する。

　そのままベッドに倒れ込むと、電池が切れたように眠りについた。
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　──そして目覚めたのが、午前十一時。

「十一時間か……」

　想定より寝すぎてしまったのを後悔するが、それも仕方がないことだと割り切る。

　エボルトの依頼で『街猫』なる異能力者を追い回し、その夜は異世界の魔術師と直接対たい峙じする形での戦闘、さらに生いけ贄にえの少女から得た情報の整理と今後の方針決め、翌日にはＳ２シティや『学園アカデミア』の案内、スキル・クラフトのレクチャー。

　思い返せば濃密すぎる二日間だった。

「凍火は先に登校したか。サクリファイスは……」

　深夜までスマホに熱中していたと考えれば、まだ夢の中か。

　悠はなんの気なしにリビングへ顔を出し──唖あ然ぜんとした。

「あ、アリマ！　おはようなのです！」

　そこに、溌はつ剌らつとした表情のサクリファイスが座っていたのである。

　十一時間前、つまりはほぼ半日前に悠ゆうが見た状態とほぼ変わっていない。

「まさか……あのテンションのままずっと起きてたのか？」

「大丈夫なのです！　あ、スマホの充電も一人でできたのです！　完璧なのです！」

　ふんすと鼻を鳴らすサクリファイス。疲れは微み塵じんもないようだった。

「それよりも見てほしいのです！　スキル・クラフトをついに攻略したのです！」

「スキル・クラフトを……攻略？」

　いまいち意味の掴つかめない言葉に、悠が怪け訝げんな顔をする。

　示されたスマホ画面を覗のぞき込んでみると──たしかにそれは、攻略した証あかしだった。

「レベル『とてもむずかしい』。評価ランク『Ａ』……」

「はいなのです！　あ、オンラインというところには他にもスキル・クラフトをやっている方々がいて、その方々の、えーと、ハイスコア？　には及ばないのですが、一日でこれは我ながら大したものではないかと思うのです！」

「…………そうか」

「アリマ？　頭を抱えてどうしたのですか？」

　サクリファイスが誇らしげに見せてくるのは、いわゆるクリア画面である。

　なんのクリア画面かといえば──ごくありふれたパズルゲームのクリア画面だった。

「ああ、そうか……初期設定のままだから広告表示がオンになってたのか。たまたま出てきた広告からリンクを辿たどって……これ、夜通しやってたのか？」

「は、はいなのです！　なかなかアバターの姿が現れないので、まずこれを攻略しなければいけないのかと……っ！」

「サクリファイス」

「はい」

「残念だが……これは別のゲームアプリで、スキル・クラフトとはまったく関係ない」

「えっ」

「もちろん異能力を覚える役にも立たない」

「えぇえええ────っ!?　そ、そんな……なのです……」

　大きく叫んだあと、サクリファイスはぱたり、とソファに倒れ込んでしまった。

　近寄って確認してみると……寝息を立てている。

　興奮が途切れて、徹夜の疲労感が一気に睡魔としてやってきたようだ。

「体力が尽きるまで遊ぶとか、子供か」

　悠は呆あきれながらも、眠ってしまったサクリファイスに毛布をかけてやる。

　異世界の少女に異能力……というより現代科学……というより現代文化を教えるのは、予想以上に骨が折れる仕事なのかもしれない。
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　サクリファイスがＳ２シティに滞在するようになって、八日が経たった。

　そろそろ魔術学院の刺客を警戒しなければならない時期なのだが──

「む、むむ、むむむ～」

　場所は、『学園アカデミア』東校でも一際レトロな内装の教室。

　銀しろがねが管理するその一室では、机についたサクリファイスがスマホを手に唸うなっていた。

「彼女もだんだんと、現代の悩み多き学生らしくなってきたご様子で」

「……そうか？」

　教壇からは、講師の銀が相変わらずの十じゆう二に単ひとえを着た姿で微笑ほほえましそうに。

　隣の席からは着崩した制服姿の悠ゆうが呆あきれた風に。

　それぞれ、奮闘する異世界の少女を見守っていた。

「悪いな銀。毎日入り浸って」

「いえいえ。わたくしの教えられることと言えば基礎中の基礎。この教室を訪れる者はほとんどおりませぬ。良き教え子の誕生は嬉うれしい限りでして」

「日頃から暇してたもんな、おまえ」

　異能力開発の基礎を学べるこの銀の教室は、初心者であるサクリファイスにとってうってつけの環境だった。

　……もっとも、ここ数日で学んだ内容は現代世界の常識についてのほうが多かったが。

　異能力開発の進捗といえば、

「ダメなのです──っ！」

　本人が机に突っ伏しながら叫んだとおりである。

「ワードを決め、ルールとリスクとエフェクトを組み立て餌として調合する！　それを与えたアバターは構成どおりの異能力を得る──はずなのに、食べてくれないのです！　うちの『あばたん』は好き嫌いが激しいのです！」

「はて、『あばたん』とは……？」

「アバターのニックネームだと」

「それはまた、愛らしい名前でして」

　苦労の甲か斐いあり、アバターの育成自体はほぼ完了した。

　現在は成長したアバターに異能力を修得させる段階なのだが、これが上う手まくいかない。

　ワードを設定し、ルールとリスクとエフェクトの三種を構成する段階で詰まっていた。

「成長したアバターは、その姿形によって好みのワードが決められておりますゆえ。サクリファイス様のアバターでしたら……攻略サイトなどを参考になされては？」

「ゲームとして、なら先人たちが作ったテンプレ構成を丸パクリでいいけどな。あいつが欲しがってるのは本物の異能力だ。それじゃ意味がない」

「ふむう。でしたら質問を投げましょう」

　銀しろがねは湯ゆ呑のみにお茶を淹いれ、サクリファイスに差し出す。

　彼女が出すのはいつも濃い目の抹茶だったが、サクリファイスも慣れたもので、これを息でふーふーと冷ましながら飲んでいた。

「サクリファイス様は、どのようなワードを試されたので？」

「ええと、『破壊』とか『粉砕』とか『突撃』とかなのです」

「物騒なもの選ぶな、おまえ……」

「だ、だって！　目的を考えるなら、こういうのがいいと思ったのです！」

　たしかに、異世界の魔術師に対抗する異能力を得るならその選択は間違っていない。

　しかし、それで望む異能力が得られるかといえば別の話だ。

「ゲーム的な攻略法はさておき、作り上げた異能力がユーザーの脳に適合するか否かは、実はアバターの好みはまったく関係ないのでして」

「そうなのですか？」

「然しかり。なによりも重要なのは、ワードの選択ゆえ。統計では、そのユーザーにとって最も思い入れの深い言葉を選択することで、異能力が発現しやすい──と言われております」

「思い入れの深い言葉……アリマの『改かい竄ざん』も、そうなのですか？」

「……そうかもな」

　今となっては消えてしまいそうな記憶だが──

　悠ゆうが『改竄』というワードを選んだのは、きっとなにかを書き換えたかったからだ。

　それは社会だったか、国だったか……それとも自分たちの身の回りだけだったか。

　いや、もしくはもっと単純に。

（『改竄』なんて異能力を使うまでもなく、アナログで似たようなことができた諒りよう──ギフテッドなんて呼ばれてたあいつの挑戦を、正面から受ける力を欲したのかもな）

　自分のことながら、はっきりとしたことが言えない。

　悠が満足な返事も返せないでいると、

「在あり真まくん、サクリファイスちゃん、調子はどうですか？」

　教室の扉が開けられ、凍とう火かが顔を覗のぞかせる。

　瞬間、サクリファイスは目を輝かせた。

「トウカ！　ぜひ助言が欲しいのです！」

「あ、ダメっぽい……はいっ。凍火にできることなら助けになりますよ」

「トウカの『凍結』というワードは、どういう理由で選んだのですか!?」

　悠ゆうは凍とう火かを手招きし、隣の席に座らせる。

　凍火は嬉うれしそうに着席し、居住まいを正してから言葉を紡いだ。

「凍火の場合は……自分の名前がきっかけですね」

「名前、なのですか？」

「はい。凍火という名前は、両親が昔見た『凍りついた火』の美しさにあやかって付けたんです。でも、私自身は凍りついた火なんて見たことがなくて」

「凍った火……火って凍るのですか？」

「火って、言ってしまえば熱を発する光ですから。不可能なはずなんですけど、当時はそんなことわからなくて。だから自分でも見たいと思って選んだのが『凍結』だったんです」

　自分の思い描く異能力を作れるアプリがある──

　噂うわさを耳にした凍火は、ワードを『凍結』の一本に絞り、異能力開発に明け暮れた。

　そして、ついに。

（異能力は完成した──だが）

　……サクリファイスが相手だとしても、その続きを語る必要はないだろう。

　悠は凍火の様子に注意を配りながら、話をサクリファイスの異能力に戻す。

「要するに『破壊』だとか『粉砕』だとかはおまえの性格に合ってないってことだ」

「なのですか……でも思い入れの深い言葉と言われても、悩んでしまうのです。自分に必要な異能力の形も考えると、なおさらなのです」

「自らの意志で異能力を得ようとする方々は、皆そこで苦戦するのでして」

「むむむ～……」

　サクリファイスがまた唸うなりはじめてしまった。

　最適解はすぐには出てこず、もはや『ドツボにはまる』とでも言うような状態だ。

「力は焦あせって手に入るものでもありませぬゆえ、少し頭を休ませましょう」

　銀しろがねはのんびりした口調でそう言うが、サクリファイスの表情は晴れない。

　Ｓ２シティに滞在してすでに八日。

　レオ・ニードハルドに続く刺客が現れるのも、時間の問題だった。
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　さらに六日が経たち、Ｓ２シティ滞在十四日目。

　サクリファイスは一人、『学園アカデミア』の中庭にあるベンチに座り空を眺めていた。

「……雨が降りそうな空なのです」

　曇天は故郷──こちら側から言う異世界にいた頃のものとそう変わらない。

「この世界は科学を筆頭に様々な分野が発展しているのに、雨具は原始的なのです。スマートフォンを作れる技術があるなら、もっとすごい傘が作れそうな気がするのです」

　なんてことを、凍とう火かに朝持たされた折り畳み傘を思い出しながら考える。

　その傘は、あいにくロッカーに置いてきてしまったが。

　携帯しているものといえば、スキル・クラフトが入っているスマホくらいだ。

　肝心の異能力は……まだ完成していない。

（いろんなワードを試してみたけれど、やっぱりダメなのです）

　試行錯誤を繰り返した末、ゲーム内でのみ異能力を完成させることはできたが、現実での発現には至っていない。このままではただのゲームアプリとして終わってしまう。

（とはいえ、他のワードを試すにも、ルールとリスクとエフェクトを組み立てるにも、アプリ内で素材を調達する必要があるのです……毎日ミニゲーム漬けなのです）

　疲れている風にため息をつくが、それはさほど嫌いな作業でもなかった。

　トライアンドエラーの果てに成功はある。銀しろがねはそう教えてくれた。

　だが失敗している間も、時間は失われていく。

　そして同時に、時は近づいてくる──再び魔術学院と相まみえる時が。

（でも……なかなか来ないのです）

　前回、サクリファイスとレオが転移するのに門を開いてからすでに十四日。

　転移の儀式にかかる時間は十日と見ていたが、そこから四日すぎても襲撃はまだない。

　特に、次の刺客があのガディであるなら、すぐにでも来るかと思ったが──

（私に適合するワード……ううん）

　時は放課後。

　たまには一人になって考えてみようと中庭に出てみたが、いい考えは浮かばない。

「もしもし──隣、いいですか？」

　頭を悩ませるサクリファイスに、声を掛ける人物がいた。

　見慣れぬ女子生徒である。

　短く切り揃そろえた栗くり色いろの髪に、優しそうな垂れ目が印象的だった。

　初対面のはずだが、彼女は隣に座りたがっているのだと察し、サクリファイスが頷うなずく。

「は、はいっ。どうぞなのです」

「ありがとう」

　断る理由はない──たぶん。

　悠ゆうからは異世界のことを喋しやべるなと言われているから、そこだけ気をつければいい。

「あなた、最近見かけるようになった子よね？　見ない髪色だから、気になってたの」

「や、やはり目立つのですか？」

「ええ、とっても。綺き麗れいだなって、いつも羨ましく思ってたわ」

「ううっ。密ひそかに見られていただなんて、恥ずかしいのです」

　親しげに話しかけてくる少女に、サクリファイスもつい親しげに返してしまう。

　なんだか話しやすい。彼女の優しげな瞳がそう思わせるのだろうか。

「悩み事？」

「……え？」

「悩んでいるようだったから」

　少女はサクリファイスの心を見透かすように微笑ほほえみかけた。

　さすがにこの悩みを打ち明けるわけにはいかない──けれど『はい』くらいなら。

「恋の悩みね？」

「はい……え？　あれ、あのっ、違うのです」

「あら、そうなの？　てっきり恋の悩みかと。だって……女の子だし？」

「推測の根拠とするには範囲が広すぎるのです」

「もしかして、女の子みたいに可愛かわいい男の子だったのかしら？」

「恋に悩んではいないけれど、ちゃんと女の子なのです！」

　からかっているのか、それとも天然なのか。少女は楽しそうに笑う。

　嫌いや味みを感じない笑みは、思い悩んでいたサクリファイスにまで伝でん播ぱしてしまった。

「うん。いい笑顔になった。そのほうがいいわ」

「あなたはいったい何者なのですか……？」

「ただの悩み多き少女を見過ごせない女よ。人呼んで……『悩み多き少女を見過ごせない女』さん」

「呼びにくすぎるのです！」

「じゃあ縮めて『女』でいいわ」

「雑すぎるのです！」

　サクリファイスの主張に、自称『女』はけらけらと笑った。

「今のはちょっとした冗談。アタシはただ、あなたと楽しくおしゃべりしたかっただけ」

「私と、なのですか？」

「悩み多き少女を見過ごせないと言ったのは嘘うそではないから。よければ聞かせてもらえないかしら？」

「あっ……それは」

「話せる範囲で構わないわ。これは友達の話なんだけど～みたいに、自分のことを他人のことのように相談してくれてもいいから」

「……そこまで言うのなら、なのです」

　つい、誘われるがまま──サクリファイスは悩みを打ち明けてしまう。

　もちろん、異世界の事情については秘めた。

　ただ異能力開発が上う手まくいかないこと、特にワード──自分にとっての思い入れの深い言葉がなんなのか悩んでいるとだけ話した。

　それを聞き、少女はうんうんと頷うなずく。

「よくある話ね。でも、答えなんて簡単よ」

「えっ……？　簡単なのですか？」

「簡単。アタシはすでにあなたに相応ふさわしい言葉とやらを知っているもの」

「ええ!?　教えてほしいのです！　ええと、あの──」

　女さん、と呼ぼうとして思いとどまる。さすがにその呼称を使うのはためらわれた。

　唐突ではあったが、真剣に悩みを聞いてくれた彼女である。

　だから、ちゃんとした名前で呼びたい。

「あの、お名前はなんというのですか？」

「名前？」

　少女は唇に手を添え、うーんと考えた。

　次に顔面を掌てのひらで覆い、瞬間──変じた。

（えっ──）

　掌が外され、再び見えた顔面は、まったく別人のものに変化していた。

　顔だけではない。

　体格、髪型、身に纏まとう衣服すらも──

「名乗る必要はないでしょ？」

　見せつけるように張った豊満な胸元。尾のように垂らした左右二つの赤髪。暗色系のシャツにネクタイ、それに腰に巻き付けた茶色のローブ──すべてに見覚えがあった。

　次はガディのはずだ、と。

　ここにいるはずがない、と思いつつも。

「あはっ。驚きすぎだって。どうしたの？　まさかアタシがここに来るとは思わなかった？　そういやレオが予告してたんだっけー。次はガディだって」

　彼女の──ロズメルカ・グランサードの名を思い浮かべずにはいられない。

「なんだっけ、思い入れの深い言葉？　そんなの考えるまでもないじゃん」

　目の前のロズメルカ──紛まぎれもない魔術学院からの刺客は、若葉色の目を細めて言う。

「生いけ贄にえ──それがアンタの使命で、存在理由でしょ？」

　異能力を開発する上で重要なワード、サクリファイスに相応しい言葉は『生贄』だと。

　それは、頭に浮かぶたびに逐一消してきた禁句であった。

　口に出さないようにし、悠ゆうや凍とう火かもたとえ冗談でも候補に挙げたりはしなかった。

　なのにロズメルカは、思い知れと言わんばかりにその一言を突きつけてくる。

「あ、うぁ……」

　サクリファイスは咄とつ嗟さ、ベンチから立ち上がって距離を取ろうとする。

　だがすぐに走り出すことはできない。

　ロズメルカに背中を向けることに、恐怖を抱いた。

　ロズメルカはそんなサクリファイスの恐れを見透かしてか、ゆっくり立ち上がる。

「アタシの〈粧し変ぜよ土装グラ・イルム〉はどうだった？　隣りん界かいの連中に上う手まく化けられてたでしょ。十分に観察した甲か斐いがあったわ」

　外見を変える魔術、さらに『十分に観察した』という発言。

　ロズメルカはおそらく、数日前からこちらの世界にやってきていた。

　そしてなんらかの準備を整えてから、満を持して標的に接触してきたのだと察する。

「そんな深い戦略とかないから。ただ〈翅はね付つき〉の使命を投げ出して、ガディを裏切ったアンタがここでどういう風に暮らしてたのか聞きたかっただけ。だってほら、そのほうがやる気に繋つながるでしょう？」

　こちらを威嚇するような眼光には、あきらかな怒気が含まれている。

　異世界にいた頃から彼女に強烈な苦手意識を持っていたサクリファイスは、萎縮し言葉を失ってしまう。

「それが、なに？　異能力？　よくわかんないけど、この施設でなにか新しい技術を身に着けたいって？　それって生いけ贄にえになるのに必要なこと？　んなわけないじゃん」

「……っ」

「言い返すこともできないか。あーあ、張りあいないの。じゃ、さっさと回収しますか」

　まるで物を扱うように言い、ロズメルカが手を伸ばした。

　喉元に迫るその手を、サクリファイスは避よけられず──思わず目を閉じてしまう。

　もうダメだ──と諦めかけたそのとき。

「おい」

　すっかり耳に馴な染じんだ声が、再び目を開かせた。

　自身の首を掴つかもうとしていたロズメルカの手は、別の手に掴まれ、阻まれている。

　サクリファイスは彼の名を叫ばずにはいられなかった。

「アリマ！」
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　サクリファイスが一人になったときからそばでずっと見守っていた在あり真ま悠ゆうは、目もく論ろ見み通り現れた敵と対たい峙じする。

「次はガディって奴やつだと聞いてたんだけどな。どこのギャルだテメェ」

　ロズメルカは悠の手を振り払い、数歩後退して距離を取った。

「ロズメルカ・グランサード。はじめまして、アリマ・ユウ」

「俺の名前を知ってるのか」

「サクリファイスを守る陰気な男がいるとレオから聞いているわ」

　悠ゆうと戦い、異世界に強制帰還したレオ・ニードハルド──彼は無事に情報を持ち帰ったようだ。悠の名前はもちろん、おそらく魔術を使えなくされたことも。

（問題は、こいつが断片的な情報からどこまでたどり着いたかだ）

　異能力の詳細にどれだけ近づいたか、それによって対応の仕方も変わってくる。

　ゆえにスマートフォンはまだ出さず、悠はサクリファイスの前に立って警戒を強めた。

「それにしても、ずいぶん格かつ好こいい登場じゃん。もしかして狙ってた？」

「そろそろ来るだろうってことはわかってたからな。だからそっちが来やすいように、サクリファイスをあえて一人にしてやったんだ」

「そ、そんな意図は説明されていなかったのです！」

　後ろのサクリファイスが訴えるが、悠はロズメルカから視線を外さない。

「ひっどい男。我らの計画の要たる生いけ贄にえ様を撒まき餌えにするだなんて」

「あいにく、俺の目的はこいつを守ることじゃない。こいつに寄ってくる羽虫から必要な情報を絞り出すことだ」

「羽虫……」

　侮辱するような表現に、ロズメルカは顔を顰しかめた。

　怒りで調子を乱すような奴やつが相手ならやりやすい。

　悠はなおも挑発的に、

「羽虫にしちゃ、少し見た目が派手か？　なんなら──」

「〈ノーム〉」

　言葉をかけようとして──しかし中途で遮られる。

　ロズメルカの目の前に、〈窓ウインドウ〉が現れた。

　二週間前、レオと対たい峙じしたときにも見た空中ディスプレイ。

　だが今回はどういうわけか、あの〈イフリート〉のような異形は現れない。

（〈窓〉と契約精霊はセットのはずだ）

　悠は訝いぶかしみながらも、それを表には出さないよう努める。

　彼の心理を逸いち早はやく察したサクリファイスが口を開いた。

「ロズメルカの契約精霊は、土属性の〈ノーム〉なのです！　複数人の小人のような精霊で、おそらく顕現と同時にどこかに潜んでいるのです！」

「うーわ。隣りん界かい人にそんなこと話しちゃうんだ。すっかり裏切り者ってわけね」

　ロズメルカは刺とげ々とげしい言葉を吐き、肩を竦すくめる。

「ま、別にいいけど。魔術はもう発動してるし」

「なに……？」

　悠ゆうは怪け訝げんに思う。ロズメルカは〈窓ウインドウ〉を出してから、まだ指一本触れていない。

　ならばいつ魔術を発動したというのか。

　答えはシンプルだった。

（策を用意してきたのは、向こうも一緒──）

　悠が思考し、解にたどり着いた──次の瞬間。




　──バキバキバキィッ！




　背後から木々をなぎ倒すような轟ごう音おんが聞こえ、そして周囲一帯が陰った。

　サクリファイスと共に振り返ると、そこには──巨人の姿があった。

「……おい。まさか、あれが〈ノーム〉か？」

「違うのです！　あれは……魔術で作り出された、ゴーレムなのです！」

　決して初耳とも言えないその名に、悠は舌打ちをする。

　身の丈十メートルほどはあろうかという灰色の巨人。子供が紙粘土で創作したようにも思える不ぶ格かつ好こうなデザインは、しかし十分に武器と呼べる巨大な四肢を備えていた。顔面にぽっかりと空いた二つの窪くぼみは目のつもりだろうが、それが異様さを強調している。

　気がかりなのは、巨人の身体からだのあちこちから鉄筋のようなものが飛び出ていることだ。

「あれが、発動済みの魔術か？」

「〈機動せよ土兵グラ・フアイラ〉。本来なら土を素材に〈ノーム〉に一仕事させてゴーレムを作るんだけど、この街って質のいい土がぜんぜんなくてさあ」

　Ｓ２シティはコンクリートジャングルである。天然の土がある場所は少ない。

「でも、他の素材でも作れないわけじゃない。品質を吟味した結果、今回はそのへんの建物を素材にしたの。中に鉄を通して強度を上げるとか、おもしろい技術よね。造形は凝れなかったけど、耐久度は折り紙付きよ」

「鉄筋コンクリート製のゴーレムってわけか……っ」

　悠の知るゴーレムといえば、土か泥か岩石製が定番だ。ロズメルカが作り上げたあれは、まさに現代に転移した魔術師ならではの発明と言えるだろう。

　だがそれが画期的であれなんであれ、対処は変わらない。

「……サクリファイス」

「っ！　はいなのです！」

　悠がスマホを取り出す。その動作を見て、サクリファイスは悠に抱きついた。

　狙いは一つ──魔術の無効化だ。

　レオと相対したときと同様に、異能力でロズメルカの〈窓〉を改かい竄ざんする。

　そのために必要な構成も、前回同様。一度使用した異能力の構成は記録しておくことができるため、悠ゆうはレオに使ったときのものを呼び出し、瞬時に異能力を発動させた。




　ルール──【対象端末の詳細を知る第三者との接触中のみ使用可】

　リスク──【対象端末との距離十メートル以内への侵入】

　エフェクト──【〈窓ウインドウ〉の内容改かい竄ざん】




「へえ、男に抱きつくなんて可愛かわいいとこあるじゃん」

　悠が敵の前でスマホを取り出したら、すぐに抱きつく。サクリファイスにあらかじめ伝えていた対応策の一つだ。ロズメルカにはその行動の真意などわかりはしないだろう。

【対象端末の詳細を知る第三者との接触中のみ使用可】というルールはかなり限定的で使いにくいが、その分リスクのほうを軽くできるメリットがある。

【対象端末との距離十メートル以内への侵入】というリスクは敵の反撃を食らう危険性が高く異能力の発動を中断させられることもありえるが、ロズメルカにその素振りはない。

【〈窓〉の内容改竄】──このエフェクトは今まさに発動中だ。スマホ画面に映し出された〈窓〉内容を、悠は親指一本で改竄していく。

　やがて、ロズメルカも異変に気づいた。

「はあ!?　〈窓〉の魔術が消えてる!?」

〈窓〉の中に突然現れたアバターが、表示されている魔術を片っ端から食らう。

　食われた部分は空欄となり、ロズメルカが指で触れても反応を示さなかった。

「やば！　まったく操作受け付けないし！　なんか変な生き物動いているんですけど！」

　ロズメルカは動揺を顕あらわにしながら、どうにか〈窓〉の操作を試みる。

　しかし無意味だ。

　レオのときと同じように、魔術師の指は虚むなしく〈窓〉の画面を叩たたくだけ──なのに。

（なんだ……？）

　狙い通りの効果が目の前に現れている。

　だが、悠はロズメルカの様子に言いようのない違和感を覚えた。

　警戒しながらも作業は続け──程なくして〈窓〉からすべての魔術が消失する。

「消去完了。魔術は封じさせてもらった」

「……アンタの仕業？」

「俺のことは〈爆ばく焔えん狂きよう〉とかいうお仲間から聞いてるんじゃないのか？」

「聞いてたけどー。嘘うそじゃなかったんだって感じー」

　嘲るように言うロズメルカ。やはり、なにかがおかしい。

　悠が眉根を寄せると、彼女は大仰に肩を竦すくめてみせる。

「ま、消えちゃったんなら仕方ないかな」

　ロズメルカは指をくいっと動かし、次の瞬間。

　背後のゴーレムが軋きしみを上げながら動き出した。

　巨腕を振り上げ、落とす。

　ただそれだけの動作が、戦慄するほどの破壊を生む──と肌で感じた悠ゆうは咄とつ嗟さ、腰に抱きつくサクリファイスを自らも抱擁し、飛とび退のいた。

「言ったでしょ──魔術はもう発動済みだって！」

　先ほどまで悠たちが立っていた地面は巨腕により陥没し、回避をした者に殺意を伝える。

　ロズメルカもレオと同様、生いけ贄にえの身に遠慮する気はないらしい。

「アンタの魔術封じ。すでに発動した魔術を打ち消す効果はないみたいね」

　魔術は『改かい竄ざん』により消去した。しかしゴーレムは未いまだ動いている。

　理由はまさに、ロズメルカが口にしたとおり。

（しくじった……っ）

　魔術師は悠たちを尻目にゴーレムのもとまで歩を進め、ざらついた脚を撫なでる。

　するとゴーレムは主人であるロズメルカの身を拾い上げ、肩に乗せた。

「このゴーレムにはあらかじめ、アタシの護衛とサクリファイスの捕獲、邪魔者の排除を命じてあるわ。命令の細かい変更や制御は〈窓ウインドウ〉でやるんだけど、封じられちゃったみたいだし。あとはおまかせ」

　肩の上から解説するその最中も、ゴーレムは動いていた。

　与えられた命令の一つ、サクリファイスの捕獲。

　それを実行するため、緩慢な動作で悠たちに歩み寄る。

「サクリファイス。ちょっと力抜け」

「え？　え──ええっ!?」

　旗色が悪いと見た悠はサクリファイスを抱え上げ、走り出した。

　幸いにもゴーレムの動きは鈍い。ゆえの退却だ。

「ちょっとぉ！　逃げる気!?」

　後ろでロズメルカが叫ぶが、それでゴーレムの速度が上がったりはしない。

　あの巨体ならば走るのも困難なはず。

　逃走に徹すれば逃げ切ることも可能──が、もちろん悠にそのつもりはない。

　中庭を離れ、校舎の陰に隠れたところで足を止めた。

「アリマ！　自分で走れるのです！　下ろして──」

「下ろすぞ」

　要求されるがままサクリファイスを下ろす。

　そしてすぐに敵の動向を窺うかがった。

「そっちが逃げるんなら、こっちも手段は選ばないですけどーっ！」

　ロズメルカも足で追いつく気はないらしい。

　中庭に陣取ったまま、ゴーレムは周囲の木々を巨腕で薙なぎ払っていた。

　姿を現さないのであれば標的問わず破壊活動を行う。そういう意思表示だろう。

「アリマ、魔術は異能力で封じたんじゃ……」

「俺は奴やつの魔術を使用不能にしただけだ。すでに発動中の魔術を解除する効果はない」

「そ……そんな！　でもたしか、アリマの『改かい竄ざん』は──」

「もちろん、厳密に言えば不可能じゃない。相手の〈窓ウインドウ〉を掌握し、コントロールを乗っ取れば……あのゴーレムを自壊させたり、逆に操ったりもできるだろうよ」

「なら、今からでも遅くはないはずなのです！」

「いや、遅い」

　サクリファイスの提案を強く否定しながら、悠ゆうはスマホを操作する。

「俺の『改竄』は、対象となる情報領域がそこにあって初めて機能する。今エフェクトやルールを変更して試しているが……チッ。駄目だな」

「わかりやすく説明してほしいのです！」

「〈窓〉だ」

　一言では不十分と感じ、悠は続ける。

「ロズメルカは〈窓〉を引っ込めちまってる。俺の『改竄』は今、対象となる情報領域を見失っている状態だ。つまり──」

「……ロズメルカが再び〈窓〉を出さない限り、『改竄』は通用しないのですか？」

　悠は頷うなずいた。

　サクリファイスは校舎の陰からゴーレムのほうを見やり、顔を青くする。

「な、なにか手は……このままでは『学園アカデミア』が破壊されてしまうのです！」

「それは別にいいが、ロズメルカを捕縛する手が必要だ」

「別によくないのです！　アリマやトウカの大切な学まなび舎やなのです！」

『学園』への被害を心から危ぶんでいる様子のサクリファイス。

　一方で、悠は別の対抗策を模索していた。

（〈窓〉を端末と考えるなら、サーバーはおそらく魔術師本人。もしくは、契約精霊の本体か。最悪ロズメルカを叩たたけばゴーレムは無力化できそうだが）

　とはいえ、ロズメルカは十メートル級の巨人の肩。直接叩くのは困難であり、もし予想を外せば別の結果──主あるじを失ったことによるゴーレムの暴走、なども考えられた。

「サクリファイス。あのロズメルカって女はよく知ってる奴か？」

「古くからの知り合いではあるのです」

「おまえの主観でいい。どんな性格か教えてくれ」

　悠ゆうの要求にサクリファイスは若干言い淀よどんだが、ややあって口を開く。

「……自由奔放で気まぐれ、だけど計算高く、己の主義主張は決して曲げない……そんな人物なのです」

「遊んでるように見えて、ってタイプか。厄介だな」

　自信家なところやサクリファイスを軽んじるような素振りはレオと似ている。

　しかし、それはあくまでも表面上だ。

　内になにかを秘めている──悠にはそう思えてならない。

（魔術の復活を餌に、もう一度〈窓ウインドウ〉を出させる。その上でもう一度『改かい竄ざん』を仕掛けるのが楽だが、おそらく乗ってこない。奴やつは魔術が消えるという事象に対してまったく恐れを抱いていなかった）

　よほどゴーレムに自信があるのか。

　それとも、魔術が消えても構わないと思えるだけのなにかがあるのか。

（ロズメルカにとって『改竄』は正体不明の能力。二度と魔術が戻らない可能性だって考えつくはずだ。魔術学院なんていう、魔術師としての力量が地位に直結する社会を生きているなら、なおさら奴の反応はおかしい）

　考察を重ねても、納得のいく答えは出ず。

　ひとまずゴーレムの無力化を図るべく、悠はスマホに指を走らせた。

（仕方ねえ。多少リスクを上乗せすることになるが、別の方法で──）

　だがそのとき、スキル・クラフトに割り込む形で着信音が鳴った。

　画面上に表示された幼なじみの名を見て、悠はすぐさま電話に出る。

「凍とう火かか？　今──」

《在あり真まくん!?　無事ですか!?》

　耳をつんざくような大声に、悠は一瞬嫌な予感を覚える。

「……無事だ。サクリファイスも一緒にいる。凍火も『学園アカデミア』の中か？」

《はい！　なんかすごい、ゴーレム！って感じのモンスターが見えて！　あれが──》

「ああ。魔術師だ」

《なら、凍火！　凍火に任せてください！》

　──思考が停止する。

　聞き慣れた幼なじみの声に、不吉なものを感じてならなかった。

「悪い冗談はやめろ」

《だって在真くん、ああいうシンプルに強そうなの苦手じゃないですか。大丈夫、あの肩にいるツインテの子を捕まえればいいんですよね？　凍火、在真くんのお役に立ちます！》

「おい待て。まさか凍火、異能力を──」

《だから……つ、次のお休みに！　ふ、ふた、二人きりでぇええ！》

　声はそこで聞こえなくなる。

　スマホ画面は通話終了を示していた。

「クソッ！　切りやがった！」

「あの、トウカはなにを？」

「…………ッ」

　最後のほうは感情が昂たかぶりすぎていたようにも思える──危険な兆候だ。

　ああなってしまった凍とう火かを止めるのは、魔術師を相手にするよりも骨が折れる。

　悠ゆうはスマホを握りしめたまま、次に取るべき行動を慎重に模索した。





　　　　◆　◆　◆






　サクリファイスの捕獲──標的を補足できない場合は無差別破壊。

　あらかじめ命じたとおり、ゴーレムは『学園アカデミア』の中庭を破壊していった。

　立ち並ぶ樹木を薙なぎ倒し、植え込みや花壇を踏み荒らす。

　その様子を目撃した隣りん界かい人たちは指をさしたり悲鳴を上げたりと様々な反応を見せたが、恐慌に駆られる者はおらず、全員が迅速に退避していった。

（──練度が高い。こういう事態はよくあるってこと？）

　それが日々の訓練によるものか、単なる経験によって培われたものかは不明だが。

（異能力、ねえ。ウチみたいに闘争が日常の世界だっていうんなら、認識を大きく改める必要があるけれど）

　ゴーレムの肩に乗りながら、ロズメルカは思索にふける。

　サクリファイスから得た断片的な情報。そして潜伏中に調べて得た情報。

　二つを掛け合わせ、正答を手繰り寄せる。

（彼が想定していた、魔術に対抗しうる力。ここはそれを学ぶ教育機関で、サクリファイスは修行中……ふん、ナマイキ）

　おそらくは自分自身で魔術学院に対抗するためか。

　サクリファイスの性格は知っているだけに、その真意は読みやすかった。

（アリマ・ユウの魔術封じもその異能力ってやつだとして、じゃああの板はなに？　サクリファイスの話だといろいろ種類がありそう……もっと情報が欲しい）

　逃げたサクリファイスを捕らえたい気持ちはあるが、一番の目的はそれだ。

　異能力とやらの正体を探る。

　そのために必要なのは、無闇やたらな追跡ではない。

「おい、そこのおまえ！」

　だからこその、無差別破壊という網──そこに今、獲物がかかった。

　この教育機関の生徒と思おぼしき少女である。

　低身長に見合わぬ鋭い目つきと、おかっぱ頭。それに手足に巻き付けた鎖が印象的だ。

　目撃するなり退避していた他の隣りん界かい人たちとは違い、ゴーレムに真まっ直すぐ近づいてくる。

「『学園アカデミア』の生徒ではないな。Ｓ２シティの外から来た異能力者か」

「……幸運かも。ねえ、アンタも異能力者？」

「お間抜けめ。質問できる立場にあると思うな！」

　言うやいなや、おかっぱ頭は左手を払った。

　その手には例の板が握られている。

（魔術封じの──）

　アリマ・ユウが持っていたものと同じ道具。

　やはりあれが──と直感した矢先、今度はおかっぱ頭の右腕と両脚に巻き付いていた鎖が伸び、ゴーレムの左脚に絡みついた。

（拘束──ふーん。魔術と似たようなことができるんだ。でも）

　力は弱い。

　どうやら足に絡みついた鎖を引いてゴーレムを転倒させたいようだが、鉄筋コンクリート製の巨体はびくともしなかった。

「ぐっ……！」

　その様子を前に、おかっぱ頭の少女は歯は噛がみする。

　そして、視線が左手の板に動いた。

　指で押したり擦こすったりといった操作も確認でき、情報は蓄積される。

（なるほど。あの板は異能力を使うのに必要な道具、アタシたちで言うところの〈窓ウインドウ〉と一緒ってわけか。いいじゃん。わかりやすい）

　ロズメルカは口角を上げ、傍かたわらにあるゴーレムの頭部を撫なでた。

　左脚がわずかに動き、まとわりついていた鎖が千切れる。

「なっ──」

「あはっ。これならたいしたことないかな、異能力」

　おかっぱ頭が一瞬作った泣きそうな表情を見て、ロズメルカは勝利を確信する。

　死傷者が出ればアリマ・ユウはともかく、サクリファイスの出方も変わってくるだろう。

　そう思いながらゴーレムの攻撃を見守った、次の瞬間。

「──っとぉ！」

　空から、少年が一人降ってきた。

　頭に大きめのバンダナを巻いた、やはりこの教育機関の学生と思おぼしき人物。

　彼はおかっぱ頭のそばに着地し、すぐに彼女を抱えて飛び上がった。

　ゴーレムの巨腕は地面を叩たたき、ロズメルカの視線は空に浮かび上がった二人を追う。

「は、離せ飛ひ天てん！　『学園アカデミア』を荒らす不審人物を見逃すつもりか！」

「いや実力差見極めぇや彩あや鎖さちゃん！　猪いのししみたいに突っ込んで勝てる相手ちゃうやろ！」

「誰が猪だ！　ならおまえがお得意の『浮遊』でどうにかしろ！」

「堪忍してぇな！　あの質量浮かすのはしんどいわ！」

　おかっぱ頭とバンダナはなにか言い争いながら離れていく。

（飛行──魔術の常識で考えればかなりの高等技術。それをああも簡単に……）

　バンダナの手に例の板は確認できなかったが、あれも異能力の一つだとしたら脅威だ。

　魔術封じ、鎖による拘束、それに飛行。

　扱える異能力の種類は、それぞれ異なるのか。それとも修得した者ではなくあの板のような道具に依存しているのか。そしてなにより、他にどんなものがあるのか。

（……もっと情報が欲しい。彼のためにも）

　ここが異能力者の教育機関であるというなら、情報源となる人間はもっといるはず。

　ゴーレムへの命令を変更し捕獲したいところだが、アリマ・ユウの魔術封じのせいでそれはかなわないだろう。

　レオが封じられた魔術はいつの間にか戻っていたという話だったが──と。

（ん……？）

　考える途中、異臭が鼻をついた。

「油の匂い……？」

　ロズメルカは周囲を見渡し、異臭の正体を探る。

　それはゴーレムの足もとにあった。

　またもや少女である。

　おかっぱ頭と同じ制服を着ていることから、やはり異能力者か。顔つきや長めの前髪からは控えめな印象を受けるが、女性としての身体からだつきはなかなか優れている。意中の男のために日々研けん鑽さんを積んできたロズメルカとしても、評価に値する容姿だ。

「んしょ、んしょ」

　その少女が、なにやら不審な行動を取っている。

　複数の大きな容器を並べ、中の液体を周囲一帯の地面、そして植え込みや花壇などに撒まき散らしている。大胆なことにゴーレムに近づいて、足に直接かけたりもしていた。

　訝いぶかるロズメルカが、声をかけるべきか悩む。

　視線を察知したのか少女もこちらを見上げ、目が合った。

　しかしすぐに視線をそらし、また液体の散布を始める。

　……見なかったことにしたつもりだろうか。

「なに？　アンタ」

「っ！　ご、ごめんなさい！」

　たまらず声をかけると、少女が即座に謝ってきた。

　謝りつつも、液体の散布はやめない。

（なんなの……？　こいつ）

　ロズメルカは警戒しながら、さらに動向を窺うかがった。

「あのっ、在あり真まくんがあなたのことを捕まえたいらしくて。情報が欲しいからって」

「アリマクン……？　アリマ・ユウ？」

「はい。凍とう火かの在真くんです。あ、やだ。つい、凍火の、だなんて……」

　その名を口にした途端、少女は朗らかに笑む──実にいい笑顔だった。

　ロズメルカはこの表情を知っている。

　これは──恋をする女の顔だ。

「なあに？　ひょっとしてアンタ、アリマ・ユウの女？」

「お、おおおおおおお!?」

　ロズメルカが指摘すると、少女は予想以上に狼狽うろたえた。

「お、お、お、お、女だなんて！　たしかに凍火は性別女性ではありますが！」

「はあ？」

「在真くんと凍火は単なる幼なじみで！　遺憾ながらまだその関係には達していないと申しますか、凍火の未熟が招いた結果と申しますか、現状恋人未満で！」

　持っていた容器まで捨てて、身振り手振りで否定する。顔は真っ赤だった。

　かと思えば、胸元に手を当て、切なげに目を細める。

「凍火にできるのは在真くんの役に立つことくらいで……在真くんのためならなんでもしてあげたいって思うから」

　──なるほど。

　この行動は、想おもい人への献身か。

　似たような動機を持つロズメルカとしては、共感を覚える部分がある。

「はっ、だから男の代わりに前線に出てきたってこと？　じゃあアンタも異能力──」

「はい！　だから、ごめんなさい！」

　満面の笑みで返される、肯定と謝罪。

　少女はロズメルカとの会話などそっちのけで、手に握るなにかを操作していた。

　例の板かと思ったが、違う。もっと小さなものだ。

　その道具は親指大くらいの火を灯ともし、少女はそれを背後の花壇目掛けて投げ入れる。

　結果──燃え上がった。




「きっとすごく冷たいと思うけど、少しの間だから我慢してくださいね！」




　火が投げ入れられた花壇を起点に、植え込みや背の高い樹木、舗装された地面にまで。

　辺り一帯、『学園アカデミア』の中庭はたちまち火の海と化した。

「なっ──アンタなにやってんの!?」

「えっ？　なにって……ライターで火を放ちましたけど」

　見たままを言う少女に、ロズメルカは言葉を失う。

　異能力、ではない。

　直前に感じた油の匂い──彼女が撒まいた可燃性の液体に、なんらかの火種が引火した。

　冷静に分析すれば、ただそれだけのこと。

（鉄をも溶かすレオの火属性魔術ならともかく、アタシのゴーレムはこれしきの火力じゃ倒れない！　だけど──）

　問題なのは、少女の行動と態度である。

　中庭の広範囲に渡る炎上。それがゴーレムに対する火攻めであるのはまだ理解できる。

　異常性を感じてならないのは、火を放った本人が標的と共に火中にいることと、それをまったく意に介していないところだった。

　まるで、端はなから命を捨てる気のような──

「……そう。アンタもアタシと同じ、駒ってわけか」

「駒？」

「命を捨てて敵を討て。アリマ・ユウにそう命令されたんでしょ」

「──在あり真まくんはそんなこと言いませんよ」

　終始笑みを絶やさなかった少女の顔が、真顔になった。

　冷たさを感じるその相貌に、ロズメルカは戦慄とまではいかないまでも身を固くする。

「在真くんは凍とう火かになにも求めてくれない。凍火はもっと頼ってほしいのに。だからこれは、凍火が勝手にやってること。やってあげたいこと。在真くんのためにしたいこと」

　むせ返るような熱気の海に身を置きながら、男への想おもいを語る少女。

　やはり彼女を突き動かしているものの正体は、献身──些いささか一方的ではあるようだが。

「でもですね、全部上う手まくできると、在真くんは必ず褒めてくれるんです！　それに、毎回ご褒美もくれて」

「ご褒美……？」

「は、はい。言うのがちょっと恥ずかしいんですけど……」

　少女は頬ほおを赤らめながら、例の板を取り出した。

（異能力の──）

　その瞬間、ロズメルカは眼下の少女を正しく敵と認識した。

　ゴーレムの頬を撫なでる。それに連なり、ゴーレムが腕を振り上げた。

　少女を潰す。敵を殺す。攻撃に言葉はいらない。

　しかして巨腕が少女の頭部を粉砕する、寸前。

　──グラッ、と。

　巨体が、傾いた。

　拳は届かず、大きく右側にそれる。

　いや、それたのは拳だけではなく──ゴーレムの身体からだごとだった。

　肩に乗っていたロズメルカも、当然のように振り落とされる。

「あッ!?」

　突然の出来事に受け身も取れず、魔術師は肩から落下。

　すぐ隣では、同じく肩から転倒したゴーレムが横たわっている。

　骨まで響く痛みに耐えながら、ロズメルカは見た。

「なにが……っ!?」

　転倒の原因は、ゴーレムの足にあった。

　鉄筋コンクリートで作り上げたゴーレムの右足が──凍りつき、砕けている。

　燃え盛る地面の熱に晒さらされながら、それでも構わず輝きを放つ氷の異様さに目を奪われ──左手に熱を感じた。

「ぐぅっ!?」

　咄とつ嗟さに手を引っ込める。その先では草木が燃えていた。

　地面に落下したことで、ロズメルカは火中に放り込まれた状態だ。

　片足を失ったゴーレムは立ち上がることができず、活動を停止してしまっている。

（まずい……っ！　すぐにこの場を離れないと！）

　これしきの火勢、常のロズメルカならばものともしない。だが今は魔術が使えない状態にある。なんの力も持たないただの人間ならば、なりふり構わず逃げ出すしかないはずだ。

　なのに、火を放った本人は。

　魔術師でもない目の前の少女は──なんでああも平然としているんだ。

「ご、ごめんなさい！　熱いですよね？　すぐに冷やします！」

　心配そうに声をかけながら、板を向けてくる少女。

　いったいなにを──と考える間もなく、それは来た。

（──ッ、冷気！）

　水属性の魔術師が発するものと同種の空気を感じ取り、ロズメルカは足に力を込める。

　立ち上がり、冷気の訪れに備えようとして──しかし致命的に遅かった。

「なっ……!?」

　まるでゴーレムの足もとを再現したかのように。

　倒れ込んだ下半身が、周囲の炎ごと凍りつき地面に張り付いていた。

　ロズメルカは当然、身じろぎ一つできず、せめてもの反抗として少女を睨にらみつける。

「なんなの……アンタのそれはなんなのよ！」

「それ？　えっと、私の異能力のことですか？」

　少女は睨にらまれた意味すらわかっていない様子で、手元の板を操作する。

　おそらくこの氷は異能力だ。あの板を使って発動させているに違いない。

　そう結論づけたところで、地に伏すロズメルカの手が届くことはなかった。

「エフェクトは【対象範囲の瞬間凍結】。ルールは【対象範囲をカメラで撮影】及び【対象範囲が燃焼中のみ使用可】。リスクは【脳への過負荷】なんですけど、これがけっこう重く設定してあって……でへ。でへへへへ」

　異能力に関する情報だろうか。

　少女はいくつか意味のわからない言葉を発しながら、唐突に顔を綻ばせる。

　弱者への嘲笑ではなく、勝利への喜びによるものでもない。

　ロズメルカはまたもや直感する──これは、女が男を想おもうときに見せる笑みだと。

「使ったあとは脳が疲れてすぐに眠っちゃうんですけど、家に帰り着くまで、在あり真まくんが。その……お、お、おんぶ……してくれるんです」

　恥ずかしそうに語る少女を見て、ロズメルカは悟った。

　異常だ。

　異能力がどうこうという話以前に、目の前の敵の人間性が。
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　もっと早くに気づいておくべきだったと後悔しながら。

　下半身だけでなく上半身も氷漬けにされて、ロズメルカは抵抗するすべを奪われる。

　周囲一帯の炎もまるごと、見事な氷の彫刻へと変貌していった。

（ああ、だから火の中にいながら平然としていられたのか──）

　最後に思いながら、急激な温度変化に耐えきれず。

　ロズメルカの意識は闇に消えた。





　　　　◆　◆　◆






　在あり真ま悠ゆうは述懐する。

　白しら木き凍とう火かが異能力に目覚めたあの日、街一つが凍結してしまったことを。

「きっかけは火災だった。ビルが一棟か二棟くらい燃えてて、凍火は火を消すために異能力を使ったんだ。『燃えているものを凍結させる』ってエフェクトとルールでな」

　悠は傍かたわらのサクリファイスに説明しながら、変わり果てた中庭を前にする。

「だが、リスクの設定が甘かった。凍火は異能力を上う手まく制御できず、暴走──火災現場のビルだけじゃなく、周囲の建物をことごとく氷漬けにしちまった。最終的には、凍火のスキル・クラフトに俺が『改かい竄ざん』で干渉してどうにかしたがな」

「トウカは以前、取り返しのつかないことをしたと言っていたのです。それが……」

　凍火の異能力はあくまでも『凍結』であり、『解凍』ではない。

　凍りついてしまった建物群は悠の『改竄』を駆使しても戻すことはできず、結果その街は全焼ならぬ全凍。異能力を原因とした事件の中でも上位にのぼる大惨事となった。

「だから俺は、凍火が異能力を使うのを望まない。あいつ自身、よっぽどのことがなければ使わないんだが……あるスイッチが押されると、簡単にブレーキが外れちまう」

「それで、こうなってしまうと」

「ああ」

「あるスイッチというのは、アリマのため……なのですか？」

「……ああ」

　在真くんのため。

　その呪いにも等しい大義名分を得た凍火は、もはや悠ですら止められない。

　今回もそのようになった。

　──ここは氷像の展示会場か。

　そう思えてしまうくらいの惨状が、目の前に広がっている。

　燃焼途中だった木々や花壇は燃え尽きる前に氷漬けにされ、前衛的なアートのようだ。

　特に目を引くのは、やはり氷漬けのゴーレムだろう。

　異形の巨人というおぞましさを閉じ込めた氷の美しさは、これ一つで見物料が取れる。

「あ、在あり真まくん！」

　その中心地に、凍とう火かは立っていた。

　足もとにはロズメルカが……全身を氷漬けにされた状態で倒れている。

「見てください！　上手にできました！」

　凍火は両腕を広げ、無邪気に微笑ほほえんだ。

　悠ゆうも内心では酷ひどく疲れながら、しかし表面上は微笑みで返す。

「は、はは……なのです」

　サクリファイスは乾いた笑い声を発することしかできなかった。





　　　　◆　◆　◆






　その後どうしたかというと。

　悠たち三人は、逃げるように『学園アカデミア』を出た。

「ほ、本当によかったのですか？」

「心配ねえよ。あとの始末は窓口に全部投げた」

「それはそれで酷いのです……」

「権力はこういうときに使ってこそだ」

　日も暮れ始めた夕刻の帰路。

　悠は異能力の酷使により眠ってしまった凍火を背負い、サクリファイスと歩いていた。

　凍火の異能力で氷漬けになってしまった『学園』の中庭は、無論そのままだ。

　鷺さぎ沢さわ彩あや鎖さの所属する生徒会など凍火の異能力を知る者には犯人がわかってしまうだろうが、エボルトが介入すれば後の面倒事は避けられる。

「そんなことより、今は凍火をゆっくり休ませてやるほうが大事だ。今回は大したことないだろうが、過去には一週間くらい意識不明が続いたこともあったからな」

「え……？　一週間？」

「サクリファイスがこの街に来る少し前のことだ。凍火が他の異能力者と『決闘デユエル』してな。俺のことを悪く言われただとかで、絶対に勝つために無む茶ちやなリスクを設定したらしい」

「大げさ……とは、ぜんぜん思えないのです。あれは予想以上だったのです」

「正しい理解だ。それになにより……あの場に残る最大の理由も消えちまったしな」

「……はいなのです」

　サクリファイスが肩を落とす。

　凍火が捕らえたロズメルカ・グランサードは、あのあとすぐに消えてしまった。

　強制帰還は氷漬けにした程度では防げないようで、消失先はやはり異世界だろう。

　刺客を退けられたのは上々だが、情報が欲しい悠ゆうとしては不満が残る結果となった。

「痛めつけすぎると強制帰還の術式が働くとわかった。今度は生かさず殺さずで敵を捕らえる方法を考えないとな」

「アリマが物騒なことを考えているのです……」

「そういうおまえは晴れない顔だな。敵は倒したってのに」

「それは……」

「ガディが現れなかったのが引っかかってるのか？」

　サクリファイスはゆっくりと首肯する。

　懸念というほどではないが、悠も疑問は感じていた。

「魔術学院の奴やつらがこっちの世界に転移してくるには面倒な儀式魔術が必要で、おまえの見積もりだと十日かかる。これを短縮する方法はないのか？」

「ないのです。だからこそ魔術学院は門を開くのに躍起になっているわけで」

「だな。矢継ぎ早に戦力を送り込めるのなら、一人送って一人で暴れてやられたら強制帰還、そいつが戻ったらすぐに他の奴を送ってまた暴れて……みたいな馬鹿げた戦略が取れる」

　ロズメルカが鉄砲玉でないのであれば、刺客に選ばれた正当な理由があるはずだ。

「シンプルに考えるなら、サクリファイスの意表を突きたかった……ってのが妥当か。それか戦略面を見ての判断か。一人しか送り込めないって言うんなら、ゴーレムで戦力を増強できるロズメルカは理想的な兵隊だ」

「……どちらも理解はできるのです。でも私には、腑ふに落ちない点があるのです」

「なんだ？」

「はたしてあのガディが、私を追う役割を他者に譲るのか──と」

「俺はガディを知らない。そいつがどんな奴やつか教えてもらわないと、なんとも言えないな」

「そのとおりなので──」

　不意に、サクリファイスが足を止めた。

　釣られるまでもなく、悠も自発的に足を止める。

　そうせざるをえない理由が、眼前に立ちふさがっていたからだ。

「──久しいな、サクリファイス」

　聞こえてきたのは、容姿に見合った美声。

　発した人物は、眉目秀麗という言葉がこれ以上ないほどに嵌はまった銀髪の少年だった。

（三人目……だと？）

　転移できる人間はサクリファイスを含み二人だけだったはず、と悠は思う。

　先ほど彼女が否定したように転移の準備期間が短縮できないのであれば、目の前の少年はロズメルカと同タイミングで転移してきていた三人目──伏兵ということになる。

　纏まとうのは、あのレオ・ニードハルドが着ていたものと同じ暗色系のシャツとズボン。属性を表すと聞き及んでいたローブの色は白色。光属性の魔術師たる証拠だ。

「……っ」

　サクリファイスは声もなく悠ゆうに寄り添い、身を震わせる。

「使命を思い出させに来た。弁明があるなら聞こう」

「……おまえがガディか？　ずいぶんな色男だな」

「探りはいい。まずは荷を下ろせ」

　突き刺さるような敵意に、悠は息を呑のむ。

　大切な幼なじみを荷物扱いされたことは不服だが、体勢を整える時間を与えてくれたのはありがたい──反面、解げせない。

　そもそも奇襲を仕掛けるでもなく、正面から登場したのも妙だ。

（周囲に人通りはない……騒ぎにはしたくないってか？）

　付近は住宅街。喧けん騒そうや野や次じ馬うまはなく、話し合いをするならば適した場所ではあるが。

　それはない、と悠の勘がはっきり告げていた。

「アリマ・ユウだな。レオが俺の名を伝えたようだが、認識を改めてもらおう。俺の名はガーディアンだ」

「ガーディアン……ガディってのは愛称か？」

「ああ。お互い、呼び名に親しみを込める間柄ではあるまい」

[image: ]

「同感だな」

　悠ゆうは眠っている凍とう火かを下ろし、万が一にも被害が及ばぬよう道の端に横たえた。

　そうしながら、ガディがこのタイミングで現れた理由を考え続ける。

（ロズメルカが送還されて、すぐに次の刺客として来た……？　いや、転移の儀式とやらには時間がかかるって話だったはず）

　サクリファイスに言葉はない。ただただ顔を青くし、悠のそばで震えていた。

「で、ガディ──」

　呼称に対する注意を受けてなお、悠はその愛称で相手を呼ぶ。

　ガディはもともと鋭い眼光をさらに研ぎ澄ませるが、悠は怯ひるまず立ち向かった。

「あいにくだが、サクリファイスは生いけ贄にえの使命とやらを放棄した。つーわけで、帰れ」

「〈翅はね付つき〉の使命は無責任に放り出せるようなものではない。俺はそれをわからせに来たのだ。邪魔をするなら容赦はしない」

「わからせに、ね。ロズメルカ・グランサードを捨て駒にしたくせによ」

　ガディの眉根が上がる。不快を察せられる表情変化だ。

「あの女が魔術を封じられても平然としていた理由がようやくわかった。後釜が控えていたからだ。奴やつの仕事はサポート──こっちの戦力を探るために、どんな目に遭ってもいい覚悟で突っ込んできたわけだ」

　魔術を失ってもゴーレムは活動をやめない、という理由だけではないと思っていた。

　真の狙いは、こちらの手の内を引き出すこと。

　そう考えれば、悠たちを追い回さず中庭で無意味な破壊を続けていたのにも納得がいく。

　そしてロズメルカは務めを果たし、あとに控えていたガディはなにかを得た。

　その上で取った行動が、この正面からの登場だとするならば。

（厄介だな）

　悠は静かにスマホを取り出し、ガディの動きに備える。

　魔術師はそれを見ても微動だにせず、淡々と言う。

「そのとおりだが──だから？」

　ロズメルカを捨て駒にしたことに、欠片かけらの後悔もない。

　そう言わんばかりの尊大な態度が、しかし──

（……なんだ？）

　悠の目には、作り物のようにも映る。

　引き続き、探るように言葉を選んだ。

「ハッ、愛称で呼ばせたりしてるわりには薄情なんだな。で、お仲間から得た情報を頼りに出した結論が、正面からのご登場か？　あのロズメルカって女も浮かばれないな」

「貴様はなにか勘違いをしているようだ」

「どういう意味だよ」

「俺がここにこうして現れたのを愚策と思い込んでいるのならそれまでのこと。だが事実、ロズメルカは十全に仕事を果たしてくれた。そして──〈メタトロン〉」

　ガディが唱え──彼の傍かたわらに、白い軍服を纏まとった仮面の男が出現した。

「ッ！」

　悠ゆうが身構える。

　レオの〈イフリート〉に比べればずいぶんと人間に近い背せ格かつ好こうだが、あれは紛まぎれもなく契約精霊だ。その証拠として、ガディの手元には〈窓ウインドウ〉も展開している。

「勝算は得た。ゆえに、真っ向からサクリファイスを連れ戻させてもらう」

　ガディの手が〈窓〉に伸びる。

「サクリファイス！」

「……っ！」

　悠は咄とつ嗟さに叫び、サクリファイスはやや遅れて彼の身に抱きついた。

【対象端末の詳細を知る第三者との接触中のみ使用可】というルールを満たし、【対象端末との距離十メートル以内への侵入】というリスクを冒し、【〈窓〉の内容改かい竄ざん】というエフェクトを発動させる。

　相手がどんな手練てだれであれ、魔術師であるならばこれで勝負が決まる──はずだった。

「なに……っ？」

　悠が驚きに目を見開く。

　スマホ画面には、レオやロズメルカのときとは違う結果が表れていた。

　──『ＥＲＲＯＲ』と。

（異能力の開発に失敗した──違う！　異能力開発は上う手まくいったが、エフェクトが正しく発動しなかったときのエラーメッセージ！　あの野郎……防いだのか！）

　悠はガディのほうを見やる。

　敵魔術師はこちらの反応を予測していたかのように、泰然自若としていた。

「〈覆い包め聖幕ゼア・バータ〉──貴様の手札が魔術封じであることはレオが、それしかないことはロズメルカが掴つかんでくれた。俺にはそれだけで十分、勝算に繋つながった」

　ガディは魔術と思おぼしき名を口にするが、傍かたわらのサクリファイスは震えて声を出せない。

　だが、〈覆い包め聖幕〉とやらがどういった効果なのかは悠にも察しがつく。

「どうやら、そちらの対策は万全ではなかったようだな。考えが至らなかったのか、サクリファイスから情報を引き出せなかったのかは知らないが……俺の〈覆い包め聖幕〉はあらゆる弱体化魔術を無効化する。魔術封じの類いは一切通用しない」

「……俺の異能力は魔術じゃねえぞ」

「そうだな。だが事実、異能力とやらにも有効のようだ」

　悠ゆうは苦々しい思いで考察する。

（要は、デバフ無効……！　魔術版のファイアウォールってわけか！　たしかに俺の『改かい竄ざん』は、どんなプロテクトも一発突破できる代しろ物ものじゃない。強固な壁にはもっと重いリスクを設定する必要がある！）

　それでも、サクリファイスを必要とする現状のエフェクトはかなり効果の高いものだ。

　なのに通用していないということは、相手の防御魔術がさらに上位にあるということ。

　しかし、それよりも引っかかるのはガディの選択である。

（『改竄』の異能力が魔術に効くんだから、弱体化無効の魔術が異能力に効いてもおかしくはない──が、確証はなかったはずだ！　こいつはそんな浅い根拠で博ばく打ちに出るタイプなのか!?　それとも、博打に負けても問題ない別の手があるのか……!?）

　つまり、ロズメルカのように魔術を封じられても構わない理由があるのか否か。

　まさかさらなる増援が控えているとは考えたくないが──

「貴様の疑問を解消してやる。俺は一人だ」

　悠の考えを読むように、ガディが言った。

「サクリファイスの認識違いでな。こちらの世界に渡れる人員は、最大三名。ロズメルカはすでに帰還したが、代わりの魔術師が駆けつける予定もない」

「ずいぶんと気前がいいな。いいのか？　敵にそんなに情報を与えて」

「構わん」

　短く言葉を切り、ガディは一瞬目を閉じる。

「そして、魔術を封じられても問題はない──それを証明しよう」

　次の瞬間。

　ガディの傍かたわらにいた〈メタトロン〉と〈窓ウインドウ〉が消え。

　距離が埋まった。

「なっ──ぐっ!?」

　咄とつ嗟さに両腕を盾にしてガードしたが、弾はじかれる。

　敵魔術師は魔術の要である契約精霊と〈窓〉を消し、肉弾戦を仕掛けてきたのだ。

　矢のような勢いで接近し、拳を突き出す。その一撃は悠の両腕に鈍痛を与えた。

　さらに生じた衝撃でサクリファイスの身は剥はがされ、スマホも手から落としてしまう。

「アリマ！」

　サクリファイスが不安げに声を上げる。だが、そちらに視線をやっている余裕はない。

　一瞬で距離を詰めてきた正面の魔術師から、少しでも目を離すわけにはいかなかった。

（こいつ……素人じゃねえ！　格闘技の動きを知ってる！）

　こちらの虚を突く間合いの詰め方、そして先ほどの突き。

　喧けん嘩か慣れしている程度の悠にもはっきりとわかる、熟達者の動きだった。

「俺の使命はサクリファイスの護衛。魔術も防御に特化している。だが、万が一にも使命を果たせないなどというわけにはいかないのでな。魔術が使えない状況を想定し、別の力を身に着けた。多くの魔術師からは変わり者と言われるよ」

「……自分語りが好きなのか？」

「下手な挑発だ。俺がわざわざこんな話をしている意味がわからないのか？」

　──わからないはずがない。

　ガディは悠ゆうにあえて情報を与え、考えさせ──諦めさせようとしている。

　魔術を封じることは無意味。魔術を封じたとしても無意味。

　打ち勝つすべはないのだと、暗にそう言っている。

「もっとも、貴様が白旗を揚げようと揚げまいと、やることは変わらない」

　言って、ガディが身を屈かがめた。

　いや、違う──身を屈めるようにして、距離を詰めてきた。

　低姿勢からの接近に適した対処がわからず、悠は本能的に膝を突き出した。

　衝突の寸前、ガディはその膝を予見していたように軽く手で払い、続けざまに同じ手で顔面を打ってきた。顎が持ち上がるような衝撃に、悠の視界は一瞬、茜あかね空を仰ぐ。

　かと思えば、その景色が高速で回転し、後頭部に激痛を覚える。

「がッ!?」

　脚を払われ、転ばされた──転倒した相手に仕掛ける追撃といえばなんだ？

　悠は己に問い、即座に身を捩よじった。

　その後すぐ、悠の頭部があった位置にガディの靴底が叩たたき込まれる。

「ほう」

　ガディの感嘆の言葉を耳にしながら、悠は痛みを堪こらえ立ち上がった。

　体勢を立て直す──そんな暇はなく、格闘戦を得意とする魔術師は懐に潜り込んでいた。

「くっ！」

　反射的に腕を振り、ガディを弾はじき飛ばす。不ぶ格かつ好こうな打撃になってしまったが上う手まく間隔が空き、体勢を立て直す猶予が生まれた。呼吸も整え、次に備える。

　ガディは眼前で構え直し、突きを繰り出してきた。悠は半身を引いてそれを躱かわし、カウンター気味に肘打ちを入れる。その一撃は的確に相手の顎を捉え、身をよろめかせた。

（なんだ……？　動きが急に鈍く──）

　理想的な攻防に、しかし一瞬、違和感を覚える。

　なにかがおかしい、その逡しゆん巡じゆんのさなか。

　──悠の眼球に、二本の指が飛び込んできた。

「ッ!?」

　脳が理解した時点では遅すぎる。回避する間もなく痛みがきた。

　悠ゆうは大きく仰のけ反ぞり、せめて倒れぬよう必死に堪こらえるしかない。

（ふざっ……けんな！　どこの世界に目突きを狙う魔術師がいやがる！）

　眼球は潰されてはいない。視力も生きている。だが、目が開けられない。

　生じた隙に攻撃が来る──と、あたりまえの勘を働かせ、見えないながら前面を守った。

　交差させた腕の隙間に、

「がっ、は……」

　ねじ込むような拳の一撃が、鳩尾みぞおちを穿うがった。

　内蔵にまで達する強烈な痛みに、悠は抗あらがえず膝を折る。

「学院の魔術師で肉体の鍛錬に励む者はごくわずかだ。格闘技術を身に着けようとする者などさらに一握り。それに比べれば、貴様はよく動けたほうだ」

　わずかに目を開く。

　突きを放ったガディはすでに構えを解き、こちらを見下ろしていた。

　そして、駄目押しとばかりに悠の首を掴つかむ。

「無意味だったがな」

　男一人を片腕で安々と持ち上げる、魔術師らしからぬ膂りよ力りよく。悠の脳裏をよぎったのは、折られる──という直感だ。喉が潰れんほどの握力には、それだけの説得力がある。

　悠は、もはや声を発することすらできない。

　ほとんど閉じている瞼まぶたの隙間から、色濃い殺気を乗せた表情だけが見えた。

　と、




「やめて……やめてくださいなのです、兄様！」




　万全に機能していた耳が、視覚を補うようにその声を捉える。

　すっかり慣れ親しんだ異界の少女の声は、しかし予想外の敬称を叫んだ。

　直接の名を呼ばずとも、対象となる人物は一人しかいない。

（兄貴……だと？）

　よくよく考えれば、その可能性は大いにあった。

　似た顔つき、同じ髪色、〈翅はね付つき〉という一族、ガディのことを語りたがらなかったサクリファイスの心理──あらゆる点が二人を兄妹きようだいだと示唆している。

　呼びかけられたガディは悠の首を掌握したまま、視線だけをサクリファイスに移した。

「ならば、誓え」

　短く、そして鋭く言う。

「もう二度と使命を投げ出さないと。〈覇は界かい〉のため、生いけ贄にえとしての責務を果たすと」

　突きつけた要求の意味を、悠はすでに理解している。

　計画の果ての結果など、この際どうでもいい。重要なのは過程だ。

　この兄は。

　このクソ兄貴は。

（自分の妹に『死ね』なんて言っていやがるのか──ッ！）

「……誓うのです」

　ほどなくして、サクリファイスの観念したような声がこぼれた。

　首を掴つかむ手が離れ、悠ゆうの身は地面に落ちる。

　無ぶ様ざまにむせながらも、眼光を研ぎ澄ませガディを睨にらみつけた。

「テメェ……ッ」

「貴様は生かす。この意味もわかるな？」

　ガディの態度は変わらず、殺意を含んだ双そう眸ぼうで悠を見下ろす。

　間違いなく殺す気だった。それをやめたのは、決して妹に請われたからなどではない。

（俺が死ねば、サクリファイスには失うものがない。ここで捕まえても、まだ逃げ出す可能性がある。だが俺が生きていれば──脅迫材料になる）

　ガディとの約束を反ほ故ごにすれば、今度こそ悠が殺されるかもしれない。

　そういった恐れが今、サクリファイスに呪いのごとく根付いてしまった。

　この恐れがある限り、彼女はもう逃げ出せない。

（サクリファイスの行動力の高さを評価しながら、一方で優しさも理解している……なんだこいつは。なんなんだこいつは。クソ気に入らねえ──）

　ただサクリファイスを取り返すだけではなく、生いけ贄にえの戒めをより強固なものにした。

　それを兄が強行したという事実が、悠を憤らせる。

　だが、この場は。

　なにもできない。

「いくぞ、サクリファイス。己の脚で歩け」

　ガディはサクリファイスに命じ、悠から離れていく。

　その途中、悠が取り落としたスマホを踏みつけ──破壊した。

　残骸や背後の悠にも目もくれない。たまたま進行上にあったから破壊した、とでも言いたげな素振りだ。

「……はい、なのです」

　サクリファイスはほんの一瞬だけ悠を見て、すぐに顔を伏せた。

　背中を向け、ガディと連れ立って歩く。

　遠ざかっていく背中を見やりながら、悠は──

「……っ」

　血が出るほどに歯は噛がみし、地面に拳を叩たたきつけた。
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　白しら木き凍とう火かが目覚めたのは、日付が変わる間際の頃だった。

　常夜灯の微かすかな明かりのなか確認できるのは、見慣れた自室の光景である。

　愛用のベッドの上に横たわっていたらしい自分の身は、制服の上着のみ脱がされ毛布をかけられていた。常のように幼なじみがやってくれたのだと思うと、頬ほおが暖かくなる。

　だが、

「……？」

　凍火は時計を見て首を傾かしげる。

　眠っていたのは六、七時間といったところだが、想定よりも短い。

（全開で異能力を使ったから、朝まで起きないと思ったのに）

　ただの睡眠としてなら妥当な時間だが、異能力に対するリスクの精算としては、過去の例から言っても些いささか浅い眠りだった。

　事実、脳は回復しきれていないのか、わずかに頭痛が残っている。

（なんでだろう？）

　自問しても答えは出ないが、なんとなく。

　誰かに呼び起こされたような、そんな気がしてならない。

（……在あり真まくんは）

　急に、自身を運んでくれたであろう幼なじみのことが気にかかった。

　部屋を出て、リビングを見回す。

　照明はついていたが、そこに悠ゆうの姿はない。

　もう一人の同居人であるサクリファイスも同様に見当たらなかった。

（部屋かな？）

　何気なく思い、廊下を歩いて──すぐに立ち止まる。

（えっ──）

　そこは、今はもう使われていないはずの一室だった。

　扉はわずかに開き、中から音が漏れ聞こえてくる。

　ダダダダダ、というキーボードを打つ音。カチ、というマウスをクリックする音。

（なんで……まさか……）

　凍火はざわつく心を落ち着かせるように、胸を押さえた。

　ここは悠の妹が──在真諒りようが、生前に使っていた部屋だ。

　中は悠ゆうの希望でほぼ当時のまま。しかし彼が部屋に入ることは稀まれであり、凍とう火かがときどき掃除に入っていたのを除けば、半ば封印状態にあったと言っても過言ではない。

　そんな部屋の中に、もし悠がいるのだとしたら──それは尋常ならざる事態だ。

「在あり真まくん！」

　凍火が部屋に飛び込む。

　悠は入り口に背を向ける形で座っていた。

「……凍火？　ずいぶん目覚めが早かったな」

　悠は椅子ごと振り返り、凍火と顔を合わせる。

　彼が向かっていた机の上、そして周囲には、複数台のパソコンとモニターが並び、いずれも稼働状態にあった。

　これらの機材はやはり諒りようが生前に使っていたものであり、悠がこれに触れるのは有事のときのみ──というのが、凍火の中の認識である。

「なにがあったんですか……？」

「サクリファイスが攫さらわれた」

　短い返答に動揺すると同時、うっすらと感じていた張り詰めた空気にも得心がいった。

　幼なじみの情動を読むのには長けた──と自負している──凍火である。

　目の前の悠の様子から、想定外のなにかが起こり、結果として彼がとてつもなく苛いら立だっているということは、手に取るようにわかった。

「詳しく話す。作業しながらで悪いが、聞いてくれ」

　凍火は部屋の隅にある小さなベッドに腰掛け、耳を傾ける。

　ロズメルカ・グランサードを『凍結』で捕獲したあとのこと──彼女が強制帰還の術式により消え、続いてガディという名の少年が出現、『改かい竄ざん』が通じず、あろうことか彼がサクリファイスの兄であることが判明した──一部始終を知り、凍火は思った。

（いけない）

　これは、危険な兆候だと。

　自分の目覚めが想定より早かったのは偶然ではないと、はっきり確信した。

「サクリファイスちゃんは、今どこに？」

「フィッシュポットだ」

　そこはたしか、Ｓ２シティの外れにある立入禁止の未開発地区のはず。

　悠は以前、姿を隠したい犯罪者が行き着く場所──とも言っていた気がする。

「諒のマシンをフル稼働し、街中の警備システムをハッキングして足取りを追った。俺の手持ちじゃスペックが足りないからな」

「まだ異世界には帰ったわけではないんですね」

「ああ。学院の魔術師一人だけなら、強制帰還の術式を使えば簡単に帰れるらしいが、サクリファイスを連れ帰るとなると面倒な儀式魔術をやらなきゃいけないらしい」

「じゃあそのガディって人は、フィッシュポットで今その準備を……」

「そういうことだ」

　サクリファイスが攫さらわれたので、取り返すために居所を探している。

　そこだけを切り抜けば行動になんらおかしい点はない。

　ただやはり──そのために諒りようの忘れ形見を使って、という点が酷ひどく不安を煽あおっていた。

「行くんですか？」

「あたりまえだろ」

「だって在あり真まくん、『改かい竄ざん』が通じなかったって……」

「相手の〈窓ウインドウ〉に干渉して魔術を封じることができないってだけの話だ。他にやりようなんていくらでもある」

　これはおそらく、強がりではない。たしかな勝算は別にあるのだろう。

　しかし──

「それに、あのクソ兄貴には一発くれてやらないと気が済まない」

　付け加えるように発した一言で、凍とう火かにはすべてわかった。

　悠ゆうは、サクリファイスを連れて行ったのが兄であるという事実に苛いら立だっているのだ。

　自分の妹が生いけ贄にえであることを受容し、その使命を全うさせようとする兄。

〈覇は界かい〉という侵略行為のため、妹に死を強要する兄を──目の前で妹を失った悠が、許せるはずがない。

　悠の中で渦巻いているものが怒りだと察し、凍火はたまらず口を開く。

「と──」

「駄目だ」

「まだ一文字しか言ってないのに！」

　凍火も一緒に行きます。その一言は見事に予測され、拒否された。

「おまえは『学園アカデミア』での戦いで異能力を使ったばかりだろ。脳もまだ回復しきってないはずだ。そんな状態で、満足に『凍結』を扱えるのか？」

「うう……っ」

「感情で討論するのはゴメンだ。諦めてくれ、凍火」

　足手まといだからと切り捨てようとしている、のではない。

　ただ純粋に、自分の身を気遣ってくれている。悠の心情は痛いほど理解できていた。

　それでも。

　凍火にだって、譲れないものはあった。

「……やだ」

　フローリングの床に視線を落としながら、ぽつりとこぼす。

　悠ゆうからは言葉ではなく、ため息が漏れた。

　キーボードから手を離し、言い聞かせるために今一度、凍とう火かのほうへ身体からだを向ける。

「あのな、凍──」

「やだぁ──っ！」

　凍火は感情の赴くまま、悠に飛びかかった。

　椅子が一回転して横倒しになる。座っていた悠の身はまるでタッチダウンを決められたボールのごとく、凍火に押し倒される形で仰あお向むけになった。

「っ……あっぶねえだろ！　なにすんだ！」

「だって！　だってだってだってぇええ！」

　凍火は悠を抱きしめ、彼の胸の中で叫ぶ。

「在あり真まくん、絶対に無む茶ちやするもん！　あのときとか、あのときとか、あのときとかあのときとかあのときみたいに！」

「どのときだよ！　っつか、一度離れ──」

「離さない！　凍火、説得とかそういうの苦手だから……だから……」

　そう言って、凍火は体重をかけたまま自分のブラウスのボタンに手をかける。

　悠が制止する間もなく、凍火の着衣前面は一気に開放され──

「か……身体を使って繋つなぎ止めるしかぁ────っ！」

　純白の下着に包まれた豊満なバストが、弾はじけるように飛び出した。

　凍火はそのまま、胸を悠に押し付けようと迫る。

「なっ──なに考えてんだおまえ！」

「在真くんのこと！　凍火、寝ても覚めても在真くんのことしか考えてないもん！」

　ここで止めなければ、悠はきっと取り返しのつかない傷を負う。

　それが身体的なものか精神的なものかはわからないが、とにかく予感がしてならない。

「うぐっ、うぎゅううう……」

　不安に駆られるあまり、凍火は泣いた。

　悠の胸に顔を埋うずめ、羞恥も忘れて泣きじゃくった。

　大粒の涙を零こぼしながらすすり泣く姿は、きっと滑稽だろう。泣くにしてももっと大人っぽく、悠の気を引けるようにありたいのに。そんな風に願っても、いきなりは変われない。

「あー……クソッ」

　悠は観念したように吐き捨て、やがて大の字になって全身の力を抜いた。

　諦めたのだろうか──と思いつつも油断せず、凍火はより強く悠の身を抱く。

　決して不快ではない嗅ぎ慣れた汗の匂いが、想おもいを一層固いものにした。

　そうしたら。

　悠のほうも、凍火の身体を抱きしめてきた。

「っっっ!?　あああ、在あり真まくん!?」

「いいから抱かせろ」

「だだだだだ抱かれますぅ！」

　不意に囁ささやかれた情熱的すぎる台詞せりふに、凍とう火かの心臓は爆発しそうになる。

　それからしばらく、優しく抱きしめ合って……気持ちも落ち着いてきた。

　恥ずかしさが心地良いという実感に変わり、凍火は言う。

「……在真くんって、昔から誰かに抱きしめられるの好きだったよね？」

「そうだったか？」

「だったよ。あの子が……諒りようが、在真くんにすぐ抱きつくクセ、あったし」

　──凍火にとって在真諒という少女は、小悪魔だった。

　普段の態度は、どちらかといえば刺とげ々とげしい。なのに悠ゆうと二人きりのときは、遠慮なく兄に甘える──凍火はそんな彼女を羨ましいと思っていたし、可愛かわいいとも思っていた。

　悠自身、諒に抱きつかれているときの様子はまんざらでもなさそうで。

　仲睦むつまじい兄妹きようだいの姿に、憧れた。

　……過去を思いながら、凍火はもう少しだけ勇気を絞り出す。

「あ、在真、くん」

「うん？」

「こ……今後はいつでも、好きなときに……だ、抱いてくれて、いいよ……？」

　悠の腕の中、精一杯に胸を押し付けながら、上目遣いに言った。

　顔は湯気が出そうなくらい赤くなっているし、正直なところ今すぐ逃げ出したい。

　だけど──悠の反応が欲しい。

　そう思い瞳を潤ませていると、

「じゃあ、予約だ」

「へ？　予約……？」

「必ず無事に帰ってくるから、そのときに抱きしめてくれ」

　信じられないくらい理想的な返事が返ってきて、凍火はコクコクと頷うなずいた。

　あ、でも、無事に帰ってくる──ということは。

　悠は凍火を抱いたまま身を起こし、まっすぐ彼女を見た。

「俺たちが二人で暮らし始めたときのとこと、覚えてるか？」

「二人暮らしを始めたとき……？」

「おまえ、こう言ったよな。『凍火が諒の代わりになる』って」

　それは、諒がこの世を去った直後のことだった。

　唯一の家族を失った悠は、誰かが支えないと消えてしまいそうな危うさがあった。

　だから凍火は悠と一緒に暮らすことを提案し、諒の代わりに彼を支えると決めた。

「凍とう火かが急に敬語で話すようになったのも、そのときからだったよな。諒りようもいつも敬語だったから、あいつの真ま似ねして。さっきは久しぶりに素が出てたぞ」

「あう……お、お恥ずかしいです」

「諒は諒で、凍火は凍火だ。代わりなんていらねえ──あのときは酷ひどいこと言ったな」

「そんなこと、ないです」

「あるさ。俺は救われたんだ。凍火がいなかったら、今も生きていたかわからない」

「在あり真まくん……」

「だから、おまえが帰りを待っている限りは絶対に帰ってくる。約束だ」

　そう言って、悠ゆうは涙を指で拭ってくれた。

　大好きな相手にここまで言われてしまっては、凍火にはもう打つ手がない。

　けれど、不安は解消された。

「うん……いってらっしゃい、在真くん好き……待ってるからね」

　悠はきっと、約束を果たしてくれる──凍火の泣き顔は、自然と笑みに変わった。





　　　　◆　◆　◆






　サクリファイスがガディに捕まってから、そろそろ半日が経たとうとしている。
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　空はまだ暗いが、夜明けは近い。すっかり慣れてしまったこの世界での時間感覚が、囚とらわれの少女に絶望を告げようとしていた。

「──こちらの想定以上に、ここは潜伏に難儀する街だった」

　一部の者からはフィッシュポットと呼ばれる、Ｓ２シティの未開発地区。

　使われていないビルの玄関ホールに、サクリファイスとガディの二人はいた。

「転移したこの地区に人がいないのは幸いだったがな。しかしひとたび街に出れば、今度は人が多すぎる。おかげでおまえの所在を突き止めるだけでも時間がかかった」

　物らしき物は置かれておらず、広い床では複数の光の線が複雑な模様を形作っている。

　現在進行系でそれを描いているのは、契約精霊たる〈メタトロン〉を傍かたわらに置き、〈窓ウインドウ〉に指を走らせるガディだった。

「帰還の準備も間もなく整う。そろそろ話してはどうだ」

　ぼうっと輝く光の陣は、異世界へ帰還するための術式。

　ガディの言うとおり、サクリファイスは間もなくこの世界から去ることになるだろう。

　ただ時を待つばかりの少女は、陰鬱な面持ちで口を開く。

「弁明の言葉は、なにも。粛々と罰を受けるのです」

「罰か……〈翅はね付つき〉が己の使命を投げ出すなど前代未聞のこと。もとより、生いけ贄にえであるおまえに課すべき罰などあるのかどうか疑問だな」

　ガディは作業を中断し、サクリファイスの前に立った。

　行儀よく地べたに座っているだけの少女は、拘束もなにもされていない。

　そんなものが必要ないことは、二人ともよくわかっていた。

（ガディがここにいる以上、なにをしても──）

　隣りん界かいに逃げる上で一番の懸念事項だったのが、ガディの存在である。

　悠ゆうの異能力なら──とも思ったが、実際に彼と対面し、現実に引き戻されてしまった。

（また逃げても……いえ。これ以上アリマに迷惑をかけるわけにはいかないのです）

　サクリファイスは己の選択を戒めるように目を瞑つぶる。

　こんなことなら、やはり自死を選んでおくべきだった──と。

「俺が知りたいのは、おまえが逃亡という選択に至ったきっかけだ」

　失意のサクリファイスに、ガディはなおもを声を掛ける。

「サクリファイス。おまえは決して不出来な妹ではなかった。〈翅付き〉としての使命を真摯に受け入れ、王が掲げし〈覇は界かい〉の意志にも賛同していたはず。何な故ぜだ」

「……とてもあたりまえの理由なのです」

「なんだ？」

「命が大切だって、気づいたのです」

　顔を上げ、まっすぐ伝えた言葉に──しかしガディは、表情を変えず返した。

「ああ、たしかにあたりまえだ。それで？」

　あまりの手応えのなさに、サクリファイスは唖あ然ぜんとする。

「それで、って……」

「もう一度言う。俺が知りたいのは、おまえが使命を投げ出したきっかけだ。命が大切などという、普遍的な思想を問いたのではない」

「っ……」

　サクリファイスは唇を噛かみ、立ち上がった。

「〈覇は界かい〉を遂行すれば、隣りん界かいに住む多くの命が失われるのです！　私は、それが間違っていると……っ！」

「我らの世界に必要なことだ。まさか……おまえは、逃亡するまで踏み入ったことすらないこの世界に、情を抱いたというのか？」

「そのとおりなのです！」

　そこまで言って初めて、ガディの表情が驚きよう愕がくに染まる。

　聞き間違いを望むように、頭を軽く振った。

「理解できん。その程度で使命の翼が折れるなど、恥はないのか」

「あるのです！　でもそれ以前に、使命だからといってなにも考えず、唯い々い諾だく々だくと大勢の命を奪おうとしていた自分が恥ずかしいのです！」

「〈覇界〉の生いけ贄にえとなることが、〈翅はね付つき〉の使命が、恥ずかしいだと？」

「なのです！」

　サクリファイスは小さな体たい躯くを一生懸命に伸ばし、毅き然ぜんとガディに立ち向かう。

　ガディは驚きを通り越した呆あきれの表情で、正面から妹の視線を受けた。

　数秒睨にらみ合い、膠こう着ちやく状態が生まれたそのとき──

《──よく言った、サクリファイス》

「ッ!?」

　兄妹きようだいのどちらでもない声が聞こえた。

　女性のものと思われるその声は、しかしあまりに無機質で、聞く者は違和感を覚える。

《使命だなんだと免罪符を並べちゃいるが、そんなのはただの思考停止だ。まともな神経なら、妹を生贄にするなんざできるわけねえよな。おい、聞いてるかクソ兄貴》

「なんだ……この声は？」

　戸惑いながら周囲に目を配るガディ。

　一方、サクリファイスはこの声に心当たりがあった。

　人工的に作られた人間の音声を加工し、文章を読ませる技術。

　こんなものを扱う人物は一人しかいない。

（……アリマ！）

　一瞬、頬ほおが緩みそうになってしまったのを堪こらえる。

　これ以上、彼の助けを借りることはできない。そう思ったばかりなのに。

　なのに──期待してしまう。

　助けてほしい、という本心が呼び起こされる。

（で、でも！　仮にアリマだとしたら……どこに？）

　ビルの玄関ホールにサクリファイスとガディ以外の人間はいない。

　聞こえてくる機械音声の発生源は──外だ。

　逸いち早はやく気づいたガディが飛び出し、サクリファイスもあとに続く。

「なっ……なんだ、これは!?」

　ビルの外では、無数の飛行物体が入り口を取り囲んでいた。

　プロペラを高速で回転させ飛ぶそれは、異世界では見ることのないものだろう。

　その証拠として、ガディは驚きに目を見開いている。

　サクリファイスも実物を見るのは初めてだったが、Ｓ２シティに滞在するあいだ身につけた知識の中に思い当たるものがあった。

　あれは──この街の警備用ドローンだ。

　犯罪者を鎮圧するための機械で、様々な装備が積まれているはず。

「生物ではない。隣りん界かいの機械技術か！」

《まずは挨拶だ。防いでみせろ》

　同じ声が複数のドローンより発せられ、装備した機銃から銃弾が放たれる。

　殺傷能力を抑えたゴム弾。だがその威力は侮れるものではない。

「ッ、〈遮断せよ聖球ゼア・クレスト〉！」

　ガディは素早く〈窓ウインドウ〉に指を走らせ、魔術を発動させる。

　傍かたわらの〈メタトロン〉が両腕を掲げ、ガディとサクリファイスの二人を硬質の球体が覆い隠す。ドローンが放ったゴム弾はすべて弾はじかれ、地に落ちた。

　銃声がやんだ後、球体が消え、中にいたガディとサクリファイスが姿を現す。

《狙いは外したんだが、きっちりサクリファイスも守ったのは褒めてやる》

「戯たわ言ごとを……貴様、何者だ？」

《察しが悪いなクソ兄貴。半日くらい前にテメェが見逃した相手だよ》

　ドローンを介してガディに話しかけているのは、やはり悠ゆうのようだ。

　顔こそ見えないが、このぶっきら棒な口調は疑うべくもない。

　サクリファイスの前に立つガディは、訝いぶかるようにドローンの群体を見渡す。

「……まさか、と驚いている。牙は十分に折ったと思っていたが」

《なんだそりゃ、願望か？　ずいぶんおめでたい脳みそしてるんだな、クソ兄貴》

「貴様に兄などと呼ばれる謂いわれはない！　〈突き立てよ聖壁ゼア・ゴウン〉！」

　新たな魔術を唱え、再び〈窓ウインドウ〉に指をやった。

　次の瞬間、地面から巨大な壁が突き出て、直上に浮かぶドローンに激突した。

　繊細な機械は衝撃に耐えきれず、無残に落下する。

《盾でも壁でも、物理で殴れば立派な武器になるか。大した攻撃手段だな》

「姿を見せろ、アリマ・ユウ。こんな小細工では俺は倒せんぞ」

《そうか。じゃあ次は中細工でどうだ》

　そう声を発したドローンは、再度突き出た壁によって破壊された。

　直後。

　空が光った。

（雷……？）

　サクリファイスは瞬間的にそう思い、空を見上げる。

　ガディは続けて〈突き立てよ聖壁ゼア・ゴウン〉を発動。ただし壁はドローンの真下ではなく、二人の目の前に現れた──防御という本来の役割を果たすために。

　バリバリバリバリバリィ──！

　けたたましい音が鳴り響き、壁に電撃が走る。

　雷が落ちたのかと思ったが、違う。空には雷雲など浮かんでいない。

　だとすれば、さっきの光は。

　壁が防いだ『電撃』の正体は──

「──悪く思わないでね、イケメンくん」

　異能力──と考えるサクリファイスに解答を示すように。

　その『電撃』の異能力者は、スマートフォンを携え現れた。

「こっちも生きるために必死なの。ま、よくある司法取引ってやつよ。政府じゃなくて企業との、だけどね」

　ライダースーツを着た長身の女性。

　その人物はガディと敵対する意思を見せ、囚とらわれの少女には手を振ってみせる。

　サクリファイスは、満を持して叫んだ。

「誰なのです!?」





　　　　◆　◆　◆






（──誰だ？）

　背後のサクリファイスとまったく同じ感想を抱いたガディは、警戒心を強める。

　単純に考えるなら、先の敗北を踏まえての助すけっ人とだろうが──

（アリマ・ユウの仲間……だが、先ほどの雷撃はなんだ？　ロズメルカを氷漬けにしたあの能力と同じように、魔術に似た効果を持つ──異能力か）

　詳細はまだ未解明な点が多いが、隣りん界かい人が不思議な力を持つことは掴つかんでいる。

　そしてそれを戦闘に転用すれば、魔術師にも匹敵しうる──というのが、現状の認識。

　突然現れた女は、余裕のある素振りで語りかけてくる。

「名乗る名があるとすれば『街猫』……あ、今は飼い猫？　いや、やっぱ『街猫』でいいか。ねえ、イケメンくんはどう思う？」

「言葉を交わすつもりはない。〈突き立てよ聖壁ゼア・ゴウン〉」

　ガディは相手のペースには付き合わず、問答無用で魔術を発動させた。

　しかし予測していたのか、それとも見てから反応したのか、『街猫』なる女は後ろに跳躍し、地面から突き出た壁を見事に回避する。

「あんたの『防御』の異能力！　ずいぶんと変わったエフェクトみたいだけど、応用力はかなりのものみたいね！　あたしの『電撃』もそのへんは優秀だけ、ど！」

　異能力発動の触媒と思われる板──そちらを持たないほうの手を地面に当て、そこから電撃が迸ほとばしる。

　放たれた電撃は地面を這はう蛇のように高速で接近し、壁では防げないと考えたガディは球形の防御魔術である〈遮断せよ聖球ゼア・クレスト〉を再び発動。自身とサクリファイスを硬質な球体で覆い、迫り来る電撃を遮断した。

（雷撃をああも自在に……っ！　この女、手練てだれか！）

　球体による防御魔術を慎重に解除しながら、ガディは『街猫』を視線で射抜く。

『電撃』の異能力者は臆する様子もなく、声を張り上げた。

「エフェクトは【自身を起点とした電撃の放出及び操作】！　ルールは【夜間のみ使用可能】！　リスクは【第三者への詳細説明と相互理解】プラス【脳への過負荷】！　あたしの『電撃』は相手の異能力への理解度が高ければ高いほど強力になり、また後者のリスクが軽減される！　この意味、わかるわよね！」

（……まったく意味がわからない！）

　異能力に関する情報を喋しやべっているようにも思えるが、エフェクトなどガディには耳慣れない単語が多く判然としない。そもそもこの場で情報を開示する必然性も感じないし、『街猫』が勝ち誇ったように理解を求めているのも謎だ。

　と、

「あんたほどの実力者なら今の説明で──あぎゃぁああ!?」

『街猫』の身体からだから大量の電撃が放出され、絶叫が響き渡る。

　攻撃ではない。電撃はガディにはまったく届いていなかった。

　苦しんでいるのは、『街猫』本人だ。

　その場で悶もん絶ぜつし、恨めしそうな形相で手に持った板に目をやっている。

「がっ、これ、エフェクトが暴走して……あのときと同じ!?」

「暴走だと……？　貴様、いったいなんのつもりだ！」

「知らないわよ！　クソッ、嵌はめられた！　あの悪徳企業！　ってか、脳の負荷が……あんた、あたしの説明ぜんぜん理解して──がぁああああ!?」

　眩まばゆいほどの電光が『街猫』を包み、周囲を焼く。

　攻撃ではないにしても被害が及びかねないと判断し、ガディは再び〈遮断せよ聖球ゼア・クレスト〉を発動。自身とサクリファイスを球体で覆いつつ、電撃が収まるのを待った。

　やがて電撃の発する耳みみ障ざわりな音もしなくなり、ガディはゆっくりと防御を解く。

『街猫』は倒れ伏し、手に持っていた板も手放していた。

「くっ……なんだというんだ」

　電熱により焼け焦げた地面と、鼻をつく臭い。それらの惨状に、ガディは顔を顰しかめる。

　これではまるで自滅だ。

　あの女はいったいなにがしたかったのか──と。

「ッ!?」

　突然、頬ほおが熱くなった。

　熱を感じ、続いて肉と骨が痛みを伝える。

『街猫』の不可解すぎる行動が一瞬、わずか一瞬だが反応速度と判断を鈍らせ、ガディはらしくもなく地を滑った。

　殴られた──と認識しながら、即座に体勢を整える。

　隙をついて近づき、ガディの頬を殴りつけた張本人は。

　あろうことか、サクリファイスを守るようにそこに立っていた。

「一発ＫＯとはいかないか。さすがに火属性のもやし野郎よりは鍛えてるみてえだな」

　友人であるレオ・ニードハルドを愚弄しつつ、憎らしく笑む少年。

「あ、あ……」

　その後ろで、サクリファイスが翡ひ翠すい色の瞳に涙を溜ためている。

　まるで、少年の救いを熱望していたかのように。

　──不愉快だ。

　ガディは正直に思い、眼前の敵を睨にらみつけた。

　サクリファイスは万感の思いを声にする。

「アリマ！」
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　拳に残る感触に達成感を覚えながら、悠ゆうは挑発するように口角を上げた。

　ガディの表情からは苛いら立だちが察せられる。護衛対象であるサクリファイスと己の間に割って入られたこと、それが彼の自尊心を傷つけているのは容易にわかった。

　悠ゆうはチラリ、と離れた位置で倒れている『街猫』に視線をやる。

「まず、どうしても一発殴りたかったんでな。その女には悪いが、恩赦で釣って捨て駒になってもらった。ま、もともと犯罪者だ。気に病む必要はないぞ」

　最後の一言は、後ろのサクリファイスへ。

　少女は感激や戸惑いなど様々な感情を泣き顔に載せ、喘あえぐように語りかける。

「アリマ……どうして……」

「俺はおまえを餌に異世界の情報を手に入れる。その代わり、おまえは俺が守る。そういう契約だったろ？」

「でも、アリマの『改かい竄ざん』はガディには！」

「異能力は工夫次第で形を変える。俺の芸は魔術封じだけじゃねえ」

　悠はこれみよがしに、手の中のスマートフォンを見せつけた。

　怪け訝げんな顔をしたのはガディである。

「……それは破壊したはずだ」

「こそこそ潜伏して実地調査していたわりには、アプリってものに対する理解が足りねえな。アカウントが一緒なら端末が別でもデータは引き継げる。現代人の常識だぞ」

　などと言っても、おそらくガディには伝わらないだろう。

　向こうはスマホを唯一無二の貴重な品と思っているのかもしれないが、あいにくＳ２シティの住人にとっては消耗品だ。『決闘デユエル』で破壊されることも珍しくなく、大抵の者は複数台所有している。

　解げせないのはそれだけではない──悠はガディの胸中を推察し、自ら質問を放る。

「俺に殴られたのがそんなに納得いかないか？」

「……先ほどの身のこなし。不意を突かれたとはいえ、夕刻に対たい峙じしたときとはまるで別物だった。それも異能力とやらによるものか」

「さっきの『街猫』みてえに情報開示するリスクはねえんだが、サクリファイスの後学のためにも教えてやる」

　起動中のアプリは、もちろんスキル・クラフトだ。

　悠はスマホの画面に指を添えながら、ガディとサクリファイスの双方に説明する。

「エフェクトは【自身の身体能力を数値化・改竄し実際の身体能力に反映】。

　ルールは【最大発動時間十分。時間経過により自動解除】。

　リスクは【能力解除後、変動した数値分の身体的負荷を自身に与える】。

　要は、自分の運動能力を改竄した」

　身体能力の強化。

　あらゆる情報領域にアクセスしその内容を書き換える『改かい竄ざん』からは、おおよそ結びつかない効果──それも開発の仕方一つで簡単に実現できる。

「実際の筋肉量が増えることはないし、身体からだが大きくなるようなこともない。だが、反射速度や動体視力なんかは飛躍的に上がる。『実は自分はこれだけ動ける』ってのを数値化して、脳に送るのさ。いわゆる脳のリミッター解除ってやつだ」

「それが、身体能力の改竄……そんなことが……」

「つまりは強化魔術の類いか」

　サクリファイスは思いもよらぬ応用法に唖あ然ぜんとし、ガディは理解が及ばずとも独自の解釈で目の前の事象を受け止めた。

　敵は格闘戦に秀でた魔術師。しかし魔術を介さない以上、そのレベルはあくまでも常識の範囲内だ。ならば、同じ土俵に立つのはそう難しくない。

「もちろん、テメェを屈服させるだけなら方法なんて無限にあったがな。一番スカッとするやり方でケリをつけさせてもらうことにする」

「あいにくだが、貴様のつまらん妄執に付き合う義理はない」

　ガディは展開していた〈窓ウインドウ〉に手を運ぶ。

　彼にとっては格闘技などサブウェポンにすぎない。

　悠ゆうの挑発にはメインウェポンである魔術で応じようとして──ガディは眉根を寄せた。

　指はたしかに〈窓〉に触れている。

　しかし──魔術が発動しない。

「おいおい。まさか俺が本当に、一発殴るためだけにあの女を使ったと思ってるのか？」

　悠は嘲笑するように言い、スマートフォンを翳かざす。

　画面上は先ほどと変わらず、身体能力改竄の構成が表示されているのみ。

　もう一つの異能力は、すでに発動を終え画面からは消えている。

「おまえが『街猫』と遊んでる間に準備を整えて、魔術を封じさせてもらった。

　エフェクトは【対象〈窓〉の内容を改竄・すべての魔術を使用不能に】。

　ルールは【対象〈窓〉の範囲五十メートル以内で魔術の使用を六回観測】。

　リスクは企業秘密だ」

「馬鹿な！　俺には弱体効果無効の魔術が──」

「ああ、プロテクトか。そっちも別の異能力で破ったが、それがどうした？」

　こともなげに言う悠。

　ガディの表情にようやくの焦あせりが見えた。

（本当のエフェクトは【対象〈窓〉の内容を改竄・観測した魔術のみ使用不能に】で、リスクは【使用不能にしたすべての魔術を再度使用しようとした場合、異能力を強制解除】だが──あいつはそんな無駄なことはしないだろう）

　悠ゆうの読みどおり、ガディは〈窓ウインドウ〉を消す。傍かたわらにいた〈メタトロン〉も消失した。

　レオのようにがむしゃらに〈窓〉を連打されるか、観測していない別の魔術を試されれば、それだけで破られてしまう脆ぜい弱じやくな異能力。他の異能力も併用することを考えれば重いリスクは避けねばらなかったため、悠は嘘うそを交えることでこの欠点をカバーした。

　サクリファイスは声を震わせて言う。

「弱体効果無効の魔術を破り、魔術を封じ、身体能力を高め……それに、あの女の人の異能力が最後に暴走したのも？」

「よく気づいたな」

「四つも……！　アリマはいったい、どれだけの異能力を……っ」

「教えただろ、応用しだいだって。加えて言うなら、この場所を突き止めたのもそうだし、ドローンを操作していたのもそう。エボルトの収容施設にいた『街猫』を逃すのにも『改かい竄ざん』の異能力を使った」

「やりたい放題がすぎるのです！」

『改竄』の条件を満たすため、またガディの手の内を探るために、戦力が必要だった。

　ドローンだけでは心もとないし、街の警備システムにハッキングするあの異能力は【一時間後、発動時間と同じ時間スキル・クラフトを使用不能に】と設定していたため、コストパフォーマンスも悪い。

　そこで白羽の矢が立ったのが、エボルトのほうで勾留されていた『街猫』だ。

『電撃』という戦闘に秀でた異能力を持つ彼女なら、ガディから十分に魔術を引き出せる。

　そして目もく論ろ見み通り、計六回魔術を使用させ『改竄』のルールはクリアされた。

〈窓〉を収めたガディは、代わりに格闘戦の構えを取る。

「どうやらこちらが考えていた以上に、異能力という力はデタラメらしい」

「そっちほどじゃないさ。コマンドウインドウを開いて魔術を選ぶなんざ、まるっきりゲームだぜ」

「意味のわからぬことを！」

　ガディは発声とともに駆け出し、悠に肉薄する。

　一足で間合いを詰める歩法。夕刻にやられたときは見えなかったが、動体視力を改竄した今なら見える。そこから繰り出される、正拳も。

　悠は軽く半歩、上半身を後ろにそらし回避する。

　ガディの腕が伸び切るタイミングを見計らい、回避から繋つながる動きで脇腹に右フックを打ち込んだ。攻撃は見事に命中し、魔術師はたたらを踏む。

「格闘技術を身につけたっていっても、魔術師の世界じゃ対等な実戦相手なんていないんだろ？　要は殴られ慣れてない。防御の技術が錆さびついてるんじゃねえか？」

「……ッ！」

　苦々しく歯は噛がみするガディ。

　そのまま不自然にバランスを崩した──と、悠ゆうが一瞬訝いぶかった直後。

　魔術師は身に纏まとうローブを翻ひるがえし、胴回し回転蹴りを放ってきた。

　悠は防御するも弾はじかれ、後方に吹き飛ばされる。

「舐なめるなよ隣りん界かい人。俺には果たさなければならん使命があるのだ」

　意表は突かれたが、決定打にはなっていない。

　お互いに体勢を立て直しながら、ガディは追撃ではなく言葉を放る。

「俺だけではない。そこにいるサクリファイスも同様だ。魔術学院の王が掲げし〈覇は界かい〉という大命。〈翅はね付つき〉としての生まれ持った宿命。共に捨てられるものではない」

　大仰な言い回しで決意を語る。彼の心情からは病的な実直さが窺うかがえた。

「貴様ごとき雑兵に、我らが使命を邪魔され──」

「心底くだらねえ」

　悠は大きくため息をつき、ガディの言葉を遮った。

「悪いが、俺は別にこの世界を守るだとか、そういう大義を掲げちゃいねえんだよ。ただ単に、個人的に必要な情報が欲しいだけだ」

「情報……だと」

「ああ。異世界転生についてなんだが、なにか知らないか？」

　魔術学院との対立を決めた根本の動機を持ち出し、よりにもよって今、この場で問う。

「テメェの知ってる人間で、こっちの世界から転生した人間に心当たりはないか？　お喋しやべりがしたいんなら、興味もねえ使命の話よりそっちを喋ってくれ」

「……貴様はなにを言っている？」

　悠の事情など知る由もないガディは、目を白黒させていた。

「質問に質問を返してんじゃねえよ。〈翅付き〉様は会話の仕方も知らねえのか？」

　ガディが標ひよう榜ぼうする使命をくだらないと一蹴した上で、さらなる挑発。

　銀髪の整った容貌は憤怒で歪ゆがみ、声を張らせた。

「アリマ・ユウ！　貴様はぁあああああ！」

「うるせえぞクソ兄貴。吠ほえるんなら故郷に帰ってからにしろ」

　怒りのまま向かってくるガディを見据え、悠は再び格闘戦に応じる。
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　恩人と兄の戦いを見物しながら、サクリファイスは静かに思う。

（ガディがあんなに感情をむき出しにするなんて……）

　何事にも心を乱さず、常に冷静に立ち回ってきた彼が叫ぶ姿など、初めて見た。

　よほど悠ゆうの挑発が達者なのか、サクリファイスに兄の心はわからない。

　同様に──妹の心も、兄はわかってくれない。

（ガディの言うとおり、隣りん界かいはただの侵略対象。交流もなにもない世界の命を奪いたくないなんて気持ちは、間違っているのかもしれないのです）

　だが、サクリファイスはもう知ってしまった。

　こちらの世界にも等しく命はあり、人々は笑って過ごしているのだと。

〈翅はね付つき〉の使命であれ、魔術学院の王が掲げる大義であれ。

　彼らの平和を脅かすことが、許されるはずがない。

（私に生きろと言ってくれたアリマは、こうしてまた、助けに来てくれた……！　だったら、私が諦めるわけにはいかないのです！）

　サクリファイスは決意し、大きく深呼吸する。

　今度は自分が、悠を助けよう──と。




　──ＰＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ！




「えっ!?」

　突然、胸元から大音量のアラーム音が鳴り響いた。

　制服の内ポケットだ。そこには悠にもらったスマートフォンを入れている。

　戦闘中の悠とガディは気づいていない。サクリファイスはスマホを取り出し確認した。

「スキル・クラフトが、勝手に起動して……？」

　画面上で元気に動いているアバターは、紛まぎれもなくサクリファイスが育成したものだ。

　怪獣のようなデザインのそれは、半日前まではドットイラストで形作られていたはずだが──いつの間にか、立派な３Ｄモデルに進化している。

　と、そこに新たな通知が来る。

　メッセージアプリの受信通知だ。差出人は──

（……アリマ!?）

　サクリファイスは画面上の名前を見て目を疑う。

　だって、悠は今ガディと戦っているのに。戦いやすいよう、スマホもスキル・クラフトを起動させた状態でポケットにしまっている。メッセージを打つ暇などないはずだ。

《このメッセージは時間差で届くよう、事前に送信しておいたものだ。おまえが今スマホを操作できる状態にあるなら、指示に従え》

　こちらの混乱を読んでいたかのような文面に、サクリファイスは息を呑のむ。

《ガディをどうするか、おまえに委ねる》

　立て続けに届いたメッセージの意味を考えると、スマホを握る手に力が入った。

　さらに──

《俺の『改竄』で、おまえの異能力を強引に完成させた。確認しろ》

　呼吸を忘れてしまうほどの衝撃を受けた。

（あれだけ苦戦していた異能力開発を、強引に完成させた──アリマが、異能力を使って？　そ、そんなことが……!?）

　あらゆる情報領域にアクセスし、その内容を書き換える『改かい竄ざん』。

　サクリファイスは未いまだその全容を理解できていないが、まさか他人の異能力開発の手助けも行えるというのか。

　メッセージは数秒間隔で届き、なおも続く。

《完成させたと言っても、厳密には形だけだ。異能力がおまえの脳に適合するかどうかはけっきょく運次第。不発に終わる可能性もあるし、もっと酷ひどい拒絶反応が起こる危険性だってある。それを踏まえた上で、おまえが決めろ──以上》

　メッセージはそれで最後のようだった。

　サクリファイスは意を決し、スキル・クラフトを確認する。

　まず目に飛び込んできたのは、異能力を開発する上で最も重要な要素であり、だからこそ決めかねていた固有ワード。

　それは──

「……『言葉』？」
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　在あり真ま悠ゆうに格闘技の心得などない。

　持っているのは『喧けん嘩か慣れしている』と言える程度の経験のみだ。

　拳を作って殴る。急所を狙って蹴る。相手の攻撃は避よけ、できなければ防御する。

　そんな極めて単純な素人の攻防を、『改竄』で無理やり底上げした身体能力で成り立たせていた──が。

（……ゴリ押しが通じなくなってきたな）

　眼前の魔術師は、悠の動きを見切りつつあった。

　それもそのはず、彼は悠とは違い、たしかな技術を身に着けた熟達者である。

　多少動けるようになったとはいえ、単調な攻撃でねじ伏せられる相手ではない。

（だからこそ、冷静さを失わせるのは必須事項だ。人だって機械だって、熱くなれば本来のパフォーマンスを発揮できなくなる）

　そのための手札が、言葉。

　何度目かの攻防の間に、悠は口を動かす。

「異世界転生を公言しているとは限らねえ。不自然にこっちの世界の知識を持った奴やつとか、誰か知らないか？」

「貴様は、また……！　真剣に戦うつもりがないのか!?」

「使命、使命と騒ぐしか能のない守護者サマよりはよっぽど真剣だぜ」

「貴様に……貴様になにがわかる！」

　ガディがなにを一番に重んじているのかは、これまでの言動で読めていた。

　そこを的確に突くことで感情を動かし、致命の隙を作る。

　トリガーとなるワードは、『使命』。

　ガディはその言葉を声高に唱えながら、激情を顕あらわにした。

「我ら〈翅はね付つき〉にとって、使命とは存在理由そのもの！　それを否定することは、誰であろうと許さん！」

「そうかよ。じゃあ、なんでテメェはガディなんて呼ばれてるんだ？」

　使命は、あくまでもトリガー──引き金だ。

　引き金を引いたあとに出てくる弾丸──感情は、別にある。

「テメェの本当の名前はガーディアン。サクリファイスの守護者だろ？　事務的な名しか与えられていないのは、使命とやらを強く自覚させ、逆らえないようにするためだ」

「貴様に言われるまでもない。だから俺は──」

「人間らしさを忘れないよう、お友達が付けてくれた愛称を宝物みたいに大切にしてるって？　サクリファイスに使命の重さを説くわりには、ずいぶんヌルいんだな」

　言葉の最後に嘲笑を添える。

　ガディの口が、唇を噛かみ切らんほどに歪ゆがんだ。

（ロズメルカ・グランサードを捨て駒にした件に俺が言及したとき。それに、レオ・ニードハルドの名を出したとき。どちらも無理やり怒りを押し殺しているように見えた。俺の前ではガーディアンを自称したが、おそらくこいつの心根にあるのは……）

　初見で抱いた印象ほど、ガディは冷酷な人間ではない。

　人間らしい情はたしかに持ち合わせている──ただし、一部の人間に対してのみ。

　引き出すべき感情は、それだ。

「なにが言いたいのだ、アリマ・ユウ！　俺が使命から逃避するため、自ら友に〈翅付き〉とは別の名を呼ばせているとでも言いたいのか!?」

「自分から、だったらまだマシなほうで、テメェはただ甘えてるだけだろ。自分を一人の人間として扱ってくれる、お友達の優しさにな」

　ガディがサクリファイスと同じ〈翅付き〉の一族であるというのであれば、他者からの扱いはそう変わらないはず。だとすれば、レオとロズメルカ──〈翅付き〉を愛称で呼ぶ友人は、珍しい部類の人間であると推測できる。

　その二人を、ガディはどう思っているのか。

　答えは激げき昂こうをもって証明された。

「俺はそんな甘ったれな野郎が、自分を棚に上げて使命、使命と喚わめいてんのが超絶ダセェって言いてえんだよ」

「なにも知らぬ貴様が、二人を語るな！　彼らは〈翅はね付つき〉が持つ使命の重さを正しく認識し、〈覇は界かい〉の重要性も理解している。その上で、俺をガディと呼んでくれているのだ！」

「反へ吐どが出るな。妹を犠牲にしようとしてるくせに、友情を語ってんじゃねえぞ」

「貴様……アリマァアア！」

　友情──それがガディという人間の核だ。

　まったく気に入らないことに、それは妹であるサクリファイスへの情を遥はるかに凌りよう駕がしている。おそらく本人は否定するだろうが、大層に掲げている使命よりも重いはずだ。

（さて……あとは）

　大切なものを侮辱されたガディが、どう出るか。

　怒りに身を任せ自滅するようであれば世話はない。

　理性が感情を抑え込むようであれば別の手札を切る必要がある。

　悠ゆうはわざと尊大に振る舞い、ガディの次なる行動を窺うかがいながら。

　──倒れた。

（チッ……設定が少し短かったか）

　攻撃を食らったわけではない。

　単純に、肉体の疲労により倒れた。

「……今度はなんの真ま似ねだ」

「見てわかんねえか？　ただの時間切れだよ」

　地面に伏しながら、悠は言う。

　ガディは警戒心からか安易には近づかず、疑うような目で悠を見やった。

「まさか……先の宣言通り、時間経過で異能力が自動解除されたというのか？」

「なんだ？　ブラフだと思って戦略に組み込んでなかったか？」

「馬鹿な！　わざわざ敵に己の欠点を教えたというのか！　貴様はどこまで──」

「怒んなよ。俺がテメェを舐なめてかかった。それだけだ」

　身体能力強化のルール──制限時間十分。時間切れで強制解除。

　ここに嘘うそはない。今の悠はリスクから生じる極度の筋肉疲労で満足に動けない状態だ。

　もっとも、ガディは罠わなの可能性を懸念しているらしい。

　声は荒げながらも、すぐに襲いかかってくるような真似はしなかった。

（ああ。怒りに身を任せて──とはならなかったか）

　激怒した様子を見せてはいたが、芯の部分ではまだ冷静さを失っていない。

　ゆえにこそ、ガディは動けないでいる。

　そしてその結果は、悠にとって望んでいた形そのものだ。

（おかげで、間ができた）。

　決着を委ねた彼女が、異能力を試す間が。




「──拳を収めて聞くのです、兄様！」




　可愛かわいらしい声色の、されど厳格な命令口調。

　その声を耳にしたガディは、立ったまま表情を険しくする。

「なっ、身体からだが、動かない……!?」

　言葉通りピクリとも動かなくなった兄様を見て、悠ゆうはほくそ笑む。

　ガディが視線を送るのは、罠わなを警戒していた悠──ではなく。

　後方でスマートフォンを握りしめる少女。

　サクリファイスだった。

「それは……まさか、サクリファイス。おまえまで異能力を……っ！」

「……アリマがくれた、兄様と対話をするための力なのです」

　サクリファイスのスマホは今、スキル・クラフトが起動しているはずだ。

　悠が事前に改かい竄ざんし完成させた異能力のエフェクトは、正しく発揮されている。

「固有ワードは『言葉』。エフェクトは【口にした言葉の強制実行】──上う手まくいったみたいだな」

「はいなのです。だけど、どうして──」

「なかなか決まらなかった固有ワードが『言葉』なのか、か？」

「そのとおりなのです」

「銀しろがねが教えてくれただろ。異能力が発現しやすいワードは、その人物にとって思い入れの深い言葉……それが適合したってことは、おまえは抱え込んでいたんじゃないか？」

「なにを……」

「誰かに、どうしても伝えたい言葉。異能力を使ってでもな」

　悠の指摘を受け、サクリファイスはガディのほうを見た。

　拳を収めて聞け──口にした言葉を強制的に実行させるサクリファイスの異能力を受け、ガディは身動きを取れないでいる。できるのはただ、耳を傾けるのみだ。

「精神操作の類いを、魔術も使えぬサクリファイスが……!?」

「信じられねえか、クソ兄貴」

「俺を兄などと呼ぶな！」

「そういうのは一いつ端ぱしの兄貴になってからキレやがれ。この異能力のルールは【心からの願いを口にした場合に限り有効】──つまり、本当にそうして欲しいって想おもいがなけりゃ強制力は働かない。わかるか、サクリファイス」

「そ、そんなことを言われても……！」

「異能力は正しく発動し、ガディは拳を止めた。それはおまえが、兄貴に聞いてほしい言葉があったからだ。この異能力に嘘うそ偽りは通用しないぞ」

　サクリファイスを試すような口調で、悠ゆうは続ける。

「リスクもわかってるな。【異能力発動中に虚言を口にした場合、アバターを永久凍結】。覚悟をした上で言葉を選べ」

「……っ、わかったのです」

　サクリファイスは目を瞑つぶって深呼吸し、毅き然ぜんとした顔つきでガディと向かい合う。

「聞いてください兄様──私は、生いけ贄にえとしての使命を放棄するのです」

　耳は傾けれど、表情変化は自由だ。ガディは怒りのままに妹を睨にらみつけた。

　サクリファイスは兄の迫力に押されながらも、主張を続ける。

「〈翅はね付つき〉の一族として生まれ持った宿命の重さ。〈覇は界かい〉という大命の重さ。どちらも等しく理解しているつもりなのです。でも、それでも、私は隣りん界かいへの侵攻を望まないのです。別世界の住人とはいえ、多くの命を奪うような真ま似ねは──」

「綺き麗れい事ごとを語るな！」

　ガディが叫び、サクリファイスの言葉が途切れる。

「使命や〈覇界〉を否定することは、魔術学院、そして我らが王を否定することと同じ！　しかもその理由が、くだらぬ博愛だと!?　わきまえろ、サクリファイス！」

「く、口を挟まないで聞いてほしいのです！　私は──」

「黙れ！　貴様の身勝手に付き合うつもりはない！」

「ひっ……」

　波のように押し寄せる激怒の感情に、サクリファイスは呑のまれた。

　油の切れた機械のように、ガディがゆっくりと歩を前に進める──徐々にではあるが、異能力の効果が薄れ始めているようだ。

「貴様はただの生贄だ！　魔術も使えず、なんの力も持たない！　そんな貴様が見ず知らずの隣界の命を救うなど、思い上がりも大概にしろ！」

　口を挟まずに聞け、という言葉が無視されているのも、おそらくはそれが心からの願いではないから。ガディに気け圧おされ、サクリファイスの意思が揺らいでしまっている。

（……ああ）

　兄妹きようだいのやり取りを横から観察し、悠は──

「まったく同意見だよ、クソ兄貴」

　サクリファイスを守る側に立ちながら、しかし敵であるガディに同調してみせた。

「そいつに人を救えるだけの力なんてない。なのに思想だけは立派で、人どころかこの世界をまるごと救おうとしている。私を殺して、なんて俺に頼んでまでな」

「え……アリマ……？」

「だいたい、一人の力で世界が救えてたまるかよ。どんな魔術や異能力を持っていようが、そんなのは不可能だ。人間なんざ、自分の身の回りだけ守れりゃそれで一人前だ」

　身体能力強化の反動で軋きしむ身体からだに鞭むちを打ち、サクリファイスのほうに視線を向ける。

　必死の主張を身内に否定され、少女は今にも泣き出しそうだった。

「なんで……なんで今さら、アリマがそんな風に言うのですか！　私はこれでも、自分なりに必死に……っ！」

「じゃあ、なんでガディは黙らなかった？」

「え……？」

　問われて戸惑うサクリファイスに、悠ゆうは続ける。

「勘違いしてんぞ、サクリファイス。今ここで必要なのは、あのクソ兄貴を納得させるような綺き麗れい事ごとじゃない。おまえが腹に溜ため込んでる、心からの願いだ」

「心からの、願い……」

「おまえは俺がガディについて聞いたとき、口を噤つぐんだ。その原因は恐れじゃない。兄貴を敵にしたくない──理解してほしいことがあるっていう、希望を持ってたからだ」

　サクリファイスは胸に手を添え、スマホを強く握りしめた。

　心当たりはある──返事はなくとも察せられた。

　ならば、今なら別の言葉が出てくるはず。

　兄に伝えたい、真実の願いが。

「…………私は」

　サクリファイスは小さくつぶやき、ガディを見た。

　鬼気迫る表情で妹を糾弾しようとする兄に向け、声を放つ。




「私は──ただ純粋に、死にたくなかったのです！」




　感情を絞り出した瞬間、大粒の涙がこぼれた。

　晒さらされた弱さを目まの当たりにし、ガディは口を開けて驚く。

　おそらくは初めて耳にする言葉なのだろう。

　サクリファイスが長年秘めていた本音を前に、動揺が見て取れた。

「生まれたときから望まぬ形で死を決められて！　死ぬために生きろと言われて！　しかも、たかが侵略のために！　そんなの納得できるはずがないのです！」

　耳を傾けながら、悠は薄く笑う。

　この世界を救いたい、犠牲を出したくない──語られた想おもいは嘘うそではないのだろう。

　だがそのために自殺を望むなどというのは、サクリファイスの本心ではない。

「だとよ、クソ兄貴。考えてみりゃ当然の主張だぜ」

「……ッ」

「生いけ贄にえを拒否して逃げてきたのに、縁もゆかりもない世界を守るためにけっきょく生贄になるなんて、おかしな話だろ？」

　こちらの世界の情景を見せられ守りたいと思ったそうだが、それだけだ。

　たったそれだけの理由で自死を選ぶなど、サクリファイスの性格からは考えられない。それは一緒に暮らしたことでよくわかった。

「こいつが持っていたのは博愛の精神じゃなく、こっちの世界への興味や憧れ──生贄としてじゃなく、こんな風に暮らしたいっていう、いたって普通の願望だ」

「そんなことのために、〈翅はね付つき〉が……」

「知るか。その前に人だろ」

　異能力が再び機能し始めたのか、それとも絶句しているのか、兄からの反論はない。

「アリマの言うとおりなのです。自分でもよくわかっていなかったのですが、私はきっと、ずっとそうしたかったのです」

「馬鹿な。サクリファ──」

「なのに兄様は、私を生贄扱いするばかりで！　事あるごとに使命、使命と口酸っぱく言ってくるのには、正直うんざりなのです！」

「だ、だがおまえは──」

「しかもなのです！　兄様は私が生贄だからと友達を作ることさえ認めないのに、自分はレオたちと仲良くして！　ロズメルカとは将来の約束まで！」

「それは──」

「私が死んだあとのことを楽しそうに語る兄様には、むかっ腹が立つのです！　はっきり言って羨ましかったのです！　憎たらしかったのです！　妬ましかったのです！」

　たがが外れたように、サクリファイスはガディに言葉をぶつけた。

　ガディはついになにも言い返せず、口を噤つぐんでしまう。

　ひとしきり言い終えたあと、サクリファイスは手の甲で涙を拭った。

「スッキリしたか？」

「はい。スッキリしてやったのです」

「それでいい。なら、仕上げだ」

　悠ゆうはサクリファイスに告げる。

「本心をさらけ出した上で、おまえはあのクソ兄貴をどうしたいのか──その『言葉』の異能力を使って表現してみせろ。俺は最後まで付き合ってやる」

　今一度、願いを言葉にしてみせろと。

　現在を、そして未来を見据え、導き出すべき答え。

　手にした力──スマホの画面を確認し、サクリファイスは悠ゆうに向き直る。

「アリマ……」

　次いで、棒立ちのガディを一いち瞥べつ。

　一旦目を閉じ、覚悟を決めるように頷うなずいた。

　発した言葉は──




「あのわからず屋の兄様の面ツラを、思い切りぶん殴ってほしいのです！」

「任せろ」




　在あり真ま悠は──サクリファイスの願いに応じる。

　極度の筋肉疲労で悲鳴を上げていたはずの身体からだが、ゆらりと立ち上がった。

「なっ……貴様やはり、虚言を！」

「違うな。これはサクリファイスの力だ」

　本来、悠の肉体は動けるような状態ではない。なのにそれを可能としているのは、『ぶん殴ってほしい』という言葉に強制力が働いているためだ。

　悠の身体はサクリファイスの異能力に命じられるがまま、ガディへ接近する。

「貴様が……貴様がサクリファイスをたぶらかしたな！」

「人のせいにしてんじゃねえぞクソ兄貴」

　拳を振りかざし、サクリファイスが指定したとおり顔面へ。

　傲慢な鼻っ柱を折る勢いで。

「その腐った考え──俺が改かい竄ざんしてやる」

　──思い切り殴りつけた。

　端整な容貌が歪ゆがみ、身体ごと弾はじけ飛ぶ。

　その一撃は、人が放てる打撃の威力を超越していた。

　ガディの身は大きく宙を舞い、遥はるか後方のビルに激突する。

　コンクリートの壁に罅ひびを作るほどの破壊力に、魔術師は絶叫もなく倒れ伏した。

「ざまあ」

　悠は一言つぶやき──ガディと同じように、その場に倒れた。

「アリマ！」

　すぐさまサクリファイスが駆け寄る。

「大丈夫なのですかアリマ!?」

「『思い切りぶん殴れ』、か……想定以上のエフェクトだぜ。拳の骨、砕けたかもな」

「ええっ!?」

「気にすんな。あの野郎を殴り飛ばしたかったのは俺も同じだからよ」

　ガディを倒し、サクリファイスを奪い返すだけなら他にも方法はあった。

　それらを切り捨て、あえて肉弾戦を仕掛けた理由は一つ。

　サクリファイスと同様に──ガディをぶん殴ってやりたかった。それだけだ。

「それより、ガディを見ろ」

「えっ──あっ」

　共に視線を向ける。と、ビルのそばに倒れているガディの身体からだが発光を始めていた。

　眩まばゆいほどの輝きは、強制帰還の術式が発動する合図だ。

　ガディはダメージが深刻なためか、レオのように捨すて台詞ぜりふを残す時間もなく──光の粒子となって、弾はじけるように消えた。

「終わったな」

「いいえ。私にとっては始まりなのです」

「……ホント、いい性格してるよおまえ」

　兄を撃退したサクリファイスに、後悔の様子はない。

　しっかりと目を開き、晴れやかな表情で空を仰いでいた。

　気づけば暗夜は過ぎ去り、朝日が昇り始めている。

（凍とう火かに謝らなきゃな……）

　もはや自力では動くことすらできない身で、幼なじみとの約束を思う。

　そんな悠ゆうを見つめながら、サクリファイスは身体を傾けてきた。

　仰あお向むけに倒れる悠の身に覆いかぶさり、体温を伝えてくる。

「おい、なんの真ま似ねだ」

「助けてくれた報酬代わりなのです。以前にも同じ要求をされたので」

「言ったかそんなこと」

「レオを倒したときたしかに。トウカは、アリマは女の子に抱きつかれるのが好きだから絶対にやってはいけないとも言っていたのです」

「……じゃあなんで」

「秘密なのです」

　サクリファイスは嬉うれしそうに笑い、悠の胸に顔を埋うずめる。

　悠は跳ね除のけることも抱き返すこともできず、されるがままだった。

（これも凍火に謝──いや、黙っとこう）

　悠は密ひそかに思い、肉体が望むままに目を瞑つぶる。

　眠りに落ちてからしばらく、サクリファイスは悠の胸の中で嬉し涙を流し続けた。
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「約束破って悪かったな、凍とう火か」

「いいです。凍火、在あり真まくんに泣かされるのは慣れてますから」

「……悪かったよ。本当に」

「許します。凍火は在真くんのすべてを許します。ですから。もう少しこのまま……」

「いや……できればもう少し離れてくれ」

　──後日談。

　異世界からの魔術師を退けた悠ゆうは、勝利の代償として身動きの取れない身体からだになってしまった──『改かい竄ざん』のリスクによる極度の筋肉疲労、言ってしまえば筋肉痛が、悠の身を自室のベッドに縛り付けていた。

　傍かたわらには凍火がおり、わざわざ目の前で剥むいたリンゴを食べさせたり、タブレットＰＣで今日のニュースを見せてくれたりなど、甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれていた。

　ただ、ものすごく近い。

　傍かたわら、と言ってもベッドの隣ではなく──ベッドの上の隣にいた。

　悠ゆうと同じように横たわり、吐息がかかるくらい近くではにかんでいた。

「でも在あり真まくん動けませんし、右手も使えませんし」

「あうう！」

　凍とう火かが何気なく言うと、ベッドからはやや離れた──常識的な距離感を保った位置から、サクリファイスが呻うめき声を上げる。

　悠の右拳はやはり砕けており、ギプスで固定されていた。

　本来なら入院するべき怪け我がなのだが、いろいろな事情──主に凍火の心情──を鑑みて、自宅療養で頑張ることにした。

「そ、その節は、本当にごめんなさいなのです……」

「気にすんな。エボルトの伝つ手てで異能力療法も受けたし、すぐに治る」

「エフェクトは自然治癒力を高めるだけらしいですから、絶対安静ですよ？」

　心配そうにする凍火の頭を左手で撫なでつつ、悠はサクリファイスに問う。

「あのクソ兄貴は送り返したが、追手はまだ来るんだろう？」

「はいなのです。〈覇は界かい〉は魔術学院の総意なので」

「普通に考えりゃ、しくじった守護者サマは責任を問われ更迭ってところか」

「それは〝王〟次第なのです」

「王って、異世界で一番偉い人なんですよね？」

　凍火がわずかに身を起こして問うと、サクリファイスが首肯した。

「王は、魔術学院の長──世界最高峰の魔術師なのです」

「つまり、ラスボスか」

「もしかして、その人がいきなりサクリファイスちゃんを奪い返しに来たり……？」

「いえ、詳しくは知らないのですが、王は隣りん界かいには転移できないと聞いているのです」

「いきなりボスってことはなくても、魔術師はまた来るか」

　怪我を治すのに手間取ってはいられないな、と悠は自身に言い聞かせる。

「望むところだ。俺もまだ欲しい情報は手に入れてないしな」

「でも、今はちゃんと休まなきゃですよ？　凍火が身も心も捧ささげて看病します」

「……添い寝は看病か？」

「在真くんは言いました。帰ってきたら、だ、抱きしめてくれって……」

「筋肉痛が洒落しやれにならないから今度にしてくれ」

「い、いけず！　いじわる！　あ、でも照れてるのかも……？　在真くん好き……」

「もうそれでいい」

　呆あきれる悠と、うっとりした笑みの凍火。

　二人を眺めながら、サクリファイスは切なげに目を細めた。

「……本当に、ありがとうなのです」

　感謝の気持ちをあらためて、言葉にする。

「アリマとトウカに会えなかったら、私はきっと生きていられなかったのです。二人には感謝してもしきれないのです」

「凍とう火かの分の感謝は在あり真まくんに回してください。すごいのは在真くんですから」

「俺は自分の目的を優先しただけだ」

「でもアリマは、ガディにガツンと言ってくれたのです」

「あいつには個人的にムカついてたからな。妹を泣かせる兄貴とかろくでもねえ」

　ぶっきらぼうに返し、悠ゆうは「そうだ」と一つ思いつく。

「サクリファイス……サク……イス……いや、リファか」

「えっ？」

「あのクソ兄貴へのあてつけだ。それに前から思ってたが、呼びにくいしな」

「実は凍火もそう思っていました。いいと思います」

「ふ、二人でなにかわかり合っているのです！　私も仲間に入れてほしいのです！」

　なにがなんだかという顔のサクリファイスに、悠は言う。

「『リファ』──おまえの愛称だ。今度からサクリファイスじゃなく、そっちを名乗れ」

「愛称……私の、なのですか？」

「ああ。あの使命バカが愛称を名乗ってやがるのに、生いけ贄にえを放棄したおまえがサクリファイスを名乗るのはおかしいだろ？」

　サクリファイス──生贄という意味を持つこの名は、もう必要ない。

　だからそれに代わる愛称を、彼女の友人である悠が与える。

　目の前の現実が信じられないのか、サクリファイスは口をぱくぱくと動かし、意味もなく指で髪を梳すく。不自然にそわそわした挙きよ措そで、悠を上目遣いに見た。

「あのっ！　あの、あのあのあのっ！」

「……？　なんだよ」

「在真くん、在真くん。きっと呼んでほしいんじゃないですか？」

　真横の凍火に言われ、ああ、と合点がいく。

　サクリファイスのなにかを期待するような眼まな差ざしに、悠は若干の気恥ずかしさを覚えながら──それでも自分が言いだしたことなのだからと、しっかり口にする。

「リファ」

「っ！　はいっ！　なのです！」

　サクリファイスは──リファは、元気いっぱいに応えた。

　悠も満足そうに、「よし」と頷うなずいた。




[image: ]

　──さて。

「それにしても、サクリファイスとかガーディアンって、そのまんまな名前ですよね」

「一部の横文字は意味が伝わらなかったが、使われているのは思い切り日本語だしな。言語理解の魔術とかそういうんじゃなく、仕組みがそうなんだろう」

「……？　今度はなんの話なのです？」

　この話をするのも頃合いだろうと思い、悠ゆうはリファに自らの考えを打ち明ける。

「〈イフリート〉に〈ルシファー〉。それに〈ノーム〉と〈メタトロン〉だったか」

「契約精霊がどうかしたのですか？」

「こいつらはみんな、こっちの世界で伝えられている神話や伝承に出てくる存在だ。加えて言うなら、フィクション作品に引っ張りだこのモチーフでもある」

「えっ……？」

「言語の共通性や、コマンドウインドウみたいな〈窓ウインドウ〉のシステム。俺の『改かい竄ざん』が通用したことや、逆にガディの防御魔術で防がれたことも総合して考えると……」

　それは、異世界を知ってからずっと抱え込んでいた、一つの仮説だった。




「──異世界っていうのは、こっちで作られたゲーム世界なんじゃないか？」





[image: ]




　──ガーディアンはサクリファイス追跡の任から外され、謹慎を言い渡された。




　強制帰還の術式により一人で帰還した──という報も同時に受け、ロズメルカ・グランサードはすぐさま彼のもとに向かった。

「ガディ！」

　魔術学院の言う謹慎など、ほとんど懲罰房のようなものだ。

　なにもない小部屋で、食事も与えられずただ時が過ぎるのを待つのみ──死ねばそれまで、という重い罰。

　本来なら会話も許されないが、ロズメルカは己が家名と実績が持つ権力で強行し、扉の外から部屋の中にいるガディに語りかけた。

「……ロズメルカか？　怪け我がは？」

「アタシは大丈夫！　ガディは──」

「ここに入る前に、ユエルに最低限の治療はしてもらった。心配するな」

「それ、治療が必要なほどの怪我を負わされたってことじゃない！」

「事実だ。俺は無ぶ様ざまに敗北した」

「……ッ！」

　ロズメルカは歯は噛がみする。

　隣りん界かいでの戦い──あのトウカなる少女に氷漬けにされたあと、ロズメルカは一足先に学院に帰還したが、まさかガディがしくじるなどとは思ってもいなかった。

「君の失望はわかる。すまない。今の俺は、謝罪の言葉しか返せない」

「そんなの、どうだっていい！　アタシは、ガディが生きてくれているなら！」

「俺は必ず、再び隣界に渡る」

　決意の感じられる声が、扉の向こう側から聞こえてくる。

　ホッとしたのも束つかの間ま、ロズメルカは。

「サクリファイスを連れ戻し──アリマ・ユウに借りを返す。レオにも伝えてくれ。あの陰気な男を殺すのは、俺だとな」

　──違う。

　直感的に、そう思った。

「…………わか、った」

　表面上はそう返答し、部屋から離れる。

　言い表しようのない不安に駆られて、思わず走り出してしまった。




　……魔術学院の中庭までたどり着いたところで、足を止める。

　ちょうど半月ほど前、ヒューバート・アインスに奇襲をかけられた場所だ。

　あのとき愛を語らったガディと、先ほどのガディを比べながら──やはり違う、と結論を出す。

（ガディが……あんなに感情的になるだなんて）

　表情は窺うかがえずとも、声色だけでガディに怒りの感情が渦巻いているのはわかった。

　そして、その対象はサクリファイスではない。

　使命を果たせなかった自分自身の不ふ甲が斐いなさへでもない。

　彼が忌々しげに口にした名──アリマ・ユウに対してだ。

（アタシの知らないところで、アリマ・ユウがガディを変えた……？　そんなの……）

　ギリッ、と唇を噛かむ。

　認めたくない。

　認めたくないが──嫉妬している。

　大きすぎる使命感のために感情を押し殺していたガディから、感情を引き出した。

　それをあのアリマ・ユウがやってのけたという事実が、ロズメルカを苛いら立だたせている。

　そんなときだった。

「──ガーディアンを出してあげてもいいですよ」

　後方から、声をかけられた。

　振り返って見れば、通路沿いの手すりに一羽の鳥が止まっている。

　ただの鳥ではない。額に特徴的な第三の目を持つ、黒い鳥だった。

（三つ目の黒鳥──〝王〟の使い魔！）

　思いもよらぬ者から声をかけられ、ロズメルカは即座に跪ひざまずく。

　うやうやしく頭こうべを垂れるが、黒鳥はバサバサと羽根を広げて言う。

「ああ、かしこまらないでください。偉ぶるの苦手なんで。はい、起立」

「失礼しました。では」

　命じられるがまま、ロズメルカは立ち上がった。

　手すりに止まっている黒鳥はロズメルカの視線よりも低い位置にいる。本人でなく使い魔が相手とはいえ、これでいいのか──と恐れを抱きながら、黒鳥の発する言葉を聞く。

「レオ・ニードハルド。ロズメルカ・グランサード。そしてガーディアン。三人揃そろってサクリファイスの奪還に失敗したと聞きました。事実ですか？」

「……っ、はい。誠に申し訳ございません」

「そうですか。まあ別にいいんじゃないですかね」

「は……？」

　てっきり叱責が飛んでくると思ったが、予想外の返事に思わず声が出てしまう。

　ただの使い魔である黒鳥からは、王の表情が読めない。

「〈覇は界かい〉に関わりたい者は多くいます。功労者になれれば権力ががっぽがっぽですから」

「がっぽ……え？」

「おっと、威厳、威厳。こほん。レオとガーディアンには外れてもらいますが、ロズメルカ。あなたにはもう一度、機会を与えようと思います」

「アタシに──それは、サクリファイス奪還の機会、という意味ですか？」

「ええ。ただし、条件が一つ」

「条件……？」

「悠ゆうの話を聞かせてください」

　続いて飛び出した名は、さらに予想外のものだった。

「悠……アリマ・ユウですか？」

「その悠です。あなたの所感や、隣りん界かいでの行動などを詳しく。それができればもう一度隣界行きの機会を与えますし、さらなる成果が望めるのであれば、ガーディアンの件も」

「……っ！　ぜひ、お願いします！」

　願ってもない話に、ロズメルカは我を忘れて飛びつく。

（王がなぜアリマ・ユウを──ううん。そんなのどうだっていい）

　もう一度機会がもらえる──ガディが果たせなかった、サクリファイス奪還の機会が。

　ガディに代わって自分が大任を果たせれば、彼の汚名も返上できる。

　その先にある目的にも、手を届かせることが叶かなうはずだ。

（アタシはガディを人間にしてみせる。そのためなら、どんなことだってやってやる）

　愛いとしい男のために、再び駒となろう──ロズメルカは堅く決意する。




「あの街の〝王〟として次の挑戦を待つ──約束破った上に立場が逆転してるじゃないですか、バカ悠」




　王が黒鳥越しにこぼした言葉は、上う手まく聞き取れず。






あとがき






　別世界に住まう少女と偶然出会って。

　その少女が背負う戦いの運命に巻き込まれて。

　それでもなお、少女を救う道を進みたくありませんか？

　初めまして、そしてこんにちは、真ま野の真ま央おです。

　新シリーズは王道の現代異能バトルに挑戦してみました。王道のボーイ・ミーツ・ガールでもあります。王道、王道と言いつつ邪道寄りの捻ひねくれた設定を盛り盛りにしたりもしています。読者の皆様はどちらに感じられましたでしょうか。どちらだとしても、楽しんでいただけたのなら幸いです。

　本作のコンセプトの一つはシンプルに『魔術　対　異能力』なのですが、発想の大元は「最近ステータスウインドウ開くタイプの異世界ファンタジー多いよね。あれハッキングできたらおもしろそうじゃない？」というところにあったり。

　そんなアイディアで作った生地に、「自分で考えたオリジナル異能力を作れるアプリ」という夢をトッピングしています。現代のスマホアプリの技術力はドラえもんのひみつ道具に片足突っ込んでいるレベルだと思うので、これもいつか現実になるかもしれない。なったらいいな！と日々夢見ています。

　キャラクター陣も、ぶっきら棒だけど心根は優しい少年、守られヒロインと思いきや好奇心旺盛でやたら行動的な異世界ヒロイン、好感度カンスト幼なじみ、拳で殴り合う系のライバル、ライバル専属ヒロイン、という自分好みのバラエティ豊かなメンバーを集めました。ちょくちょく勝手に動き回るので大変でしたが、おかげで楽しく書けました。

　本作は異世界魔術学院と異能力学園都市という二つの異なる世界観があります。物語が進展すれば二つの学園から魔術師と異能力者がどんどん登場していきますので、ぜひとも応援よろしくお願いいたします！

　それでは、続きまして謝辞を。

　イラストを手掛けていただきましたファルまろ様。現代学園っぽく！とか異世界学園っぽく！とか注文が多くてご迷惑おかけしました。しかしながらそれに見事に応えていただき、ありがとうございます。発注時点ではまだふわっふわだったサクリファイスのデザイン案を見せてもらったときは、やはりこの人天才かと思いました。ふともも。

　担当様をはじめとした編集部の皆様。そして校正様やデザイナー様など出版に携わっていただいたすべての皆様。おかげさまで本作を読者の皆様にお届けすることができました。いつもおつかれさまです＆ありがとうございます。

　そして読者の皆様。ここまで読んでくださって本当にありがとうございました。

　それでは、またお会いしましょう。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『在真家のルール』





「いいですか、サクリファイスちゃん。この家に住むのであれば、絶対に守らなければならないルールがあります。今から教えますから、しっかり覚えてくださいね」

「はいなのです、トウカ。よろしくお願いするのです」

「まず一番に気をつけてほしいことですが、在真くんの下着を盗んではいけません」

「いきなり意味がわからないのですが!?」

「えっ……もしかして異世界には下着ないですか？」

「あるのです！　意味わかんないのはそこじゃないのです！」

「それを聞いて安心です。もしサクリファイスちゃんが『はかない派』なんだとしたら、実力行使で矯正しなければいけないところでした。在真くんに悪影響なので」

「トウカの言う実力行使には重みを感じるのです……」

「話を在真くんの下着に戻しまして」

「できれば戻りたくないのですが」

「在真くんは生活面がわりとテキトーな男の子なので、下着も三枚しか持っていません。なので凍火はいざというときのために、在真くんの予備の下着を二十枚キープしています」

「こちらの世界の常識にはまだまだ疎い私なのですが、直感が告げているのです。それはきっと多すぎなのです！」

「これでも厳選したほうなんですよ？　在真くんに似合うものを考えていたら、あれもこれもと手に取ってしまって……紳士肌着のコーナーで三時間も迷ってしまいました」

「なんとなくではあるのですが、年頃の女の子がその場所にそんなに長時間いてはいけない気がするのです」

「そういうわけで、在真くんの下着を盗むことは凍火が許可しません。だけど凍火がキープしている予備の二十枚なら、本人が着用前なので大目に見ます」

「そもそも盗まないのです！」

「えっ……盗まないんですか？　異世界だから？」

「トウカは異世界をなんだと思っているのですか!?」

「ふふふっ、冗談です。サクリファイスちゃんが可愛らしいので、ついからかってみたくなっただけですよ」

「なんだ……ホッとしたのです。トウカがあまりにも真面目に話すものだから、こちらの世界の女性は男性の下着を盗むのが一般的なのかと思ったのです」

「あまり褒められた行為ではありませんし、やっぱりいけないことをしているっていう罪悪感はあるんですよ？」

「えっ」

「えっ」

「…………聞かなかったことにさせてほしいのです！」
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